
、
夢
就
任
挨
拶

建
設
省
道
路
局
長

藤
井

治
芳

1

; 本誌の掲載文は、 執筆者が個人の責任において自由に書く建前をとっております。 したがって意見にわたる部分は個人の見 ー
l 解です, また肩書等は原稿執筆時および座談会等実施時のものです。
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平
成
三
年
度
重
点
施
策
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
官

榊

正
剛

3

第
5
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画
の
策
定

道
路
局
企
画
課
交
準
女
全
対
策
係
長

奥
谷

正

9

駐
車
･
駐
車
場
対
策
の
推
進

道
路
局
有
料
道
路
課
技
術
第
ニ
係
長

茅
野

茂

蒔

商
業
市
街
地
振
興
整
備
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

道
路
局
市
町
村
道
室

即

住
宅
宅
地
の
供
給
と
そ
れ
を
支
え
る
道
路
整
備
の
推
進

道
路
局
地
方
道
課
(都
市
局
区
画
整
理
課
･
道
路
局
高
速
国
道
課
･
道
路
局
市
町
村
道
室
)

筍

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
の
推
進
-
ー
新
た
な
計
画
に
ょ
る
地
中
化
範
囲
の
拡
大
-
-

道
路
局
国
道
第
一
課
共
同
溝
係
長

楠

文
隆

卸

路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

道
路
局
国
道
第
-
課
技
術
第
三
係
長

有
田

幸
司

獨

平
成
二
年
建
設
白
書
の
概
要

建
設
大
臣
官
房
政
策
課
総
括
計
画
官
室

館

｢夢

ロ
ー
ド
錠
｣
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
企
画
第
二
係
長

石
川

雄
章

卸

平
成
二
年
度

｢道
の
日
｣
行
事

道
路
局
道
路
総
務
課
･
関
東
地
方
建
設
局
･
近
畿
地
方
建
設
局

琉

一回
道
路
関
係
団
体
紹
介
圏
-

財
団
法
人
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
の
概
要

㈱
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

鮪

圏
道
路
行
政
の
動
き

墹



纖
圓

就

任

挨

拶

　
　
　

建
設
省
道
路
局
長

藤
井

治
芳

こ
の
度
、
三
谷
前
局
長
の
後
を
受
け
ま
し
て
、
道
路
局
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
藤
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。
始
め
に
、
道
路
建
設
あ
る
い
は
道
路
管
理
に

携
わ
っ
て
頂
い
て
い
る
皆
様
方
の
御
苦
労
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
道
路
行
政
に
広
く
御
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
関
係

各
位
に
対
し
ま
し
て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
わ
が
国
が
国
際
社
会
で
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
諸
外
国
が
わ
が
国
に
求
め
る

も
の
も
従
前
に
比
し
て
質
量
と
も
に
格
段
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
昨
年
来
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
日
米
構
造
協
議
に
お
け
る
わ
が
国
に

対
す
る
厳
し
い
要
求
も
そ
の
表
わ
れ
で
あ
り
、
国
際
国
家
た
る
べ
き
日
本
へ

の
熱
い
期
待
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
o

そ
の
国
際
国
家
の
発
展
、
安
定
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
資
本
の

整
備
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
道
路
は
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
、
活
力

と
ゆ
と
り
の
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
を
図
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
根

幹
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
そ
の
整
備
の
推
進
に
は
、
今
日
非
常
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は

｢日
本
の
道
は

信
じ
難
い
ほ
ど
に
悪
い
。
｣
と
ワ
ト
キ
ン
ス
･
レ
ポ
ー
ト
に
う
た
わ
れ
た
日
本

の
道
路
は
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
整
備
さ
れ
て

参
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
水
準
、
生
活
水
準
の
変
化
に
応
じ
て

国
民
の
道
路
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
考
え
方
は
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
量
的
に
拡

充
さ
れ
て
も
、
質
的
に
社
会
の
水
準
に
合
っ
て
い
な
け
れ
ば
不
満
を
感
じ
る

な
ど
、
今
や
社
会
水
準
に
み
合
っ
た
水
準
が
道
路
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
道
路
行
政
の
課
題
と
し
て
い
く
つ
か

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
一
に
は
、
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
す
る
幹
線
道
路
網

の
な
お
一
層
の
整
備
で
あ
り
ま
す
。
高
速
自
動
車
国
道
網
は
、
現
在
四
、
七

〇
〇
如
程
度
供
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
全
体
計
画
の

=
、
五
二
〇
如
に

比
べ
ま
す
と
、整
備
水
準
は
ま
だ
ま
だ
低
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。



今
後
と
も
引
き
続
き
建
設
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
新
し
い
東
西
幹
線
軸

と
し
て
の
第
二
束
名
･
名
神
の
早
期
供
用
を
目
指
し
、
精
力
的
に
事
業
を
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
国
道
網
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昇
格
を
含
め
再
編
成
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
道
路
網
の
整
備
を
進
め
る
に
当
た
り
、
昨
今
、
用
地
取
得
の
困

難
さ
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
き

ま
し
て
は
、
代
替
地
の
先
行
取
得
、
昨
年
創
設
さ
れ
ま
し
た
立
体
道
路
制
度

の
活
用
な
ど
、
種
々
の
工
夫
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。第

二
に
は
、
地
域
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
道
路
整
備
で
あ
り
ま
す
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
道
路
整
備
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
と
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
、
宅
地
開
発
誘

導
道
路
事
業
な
ど
の
制
度
を
有
効
に
活
用
し
て
、
そ
の
推
進
を
図
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
は
、
都
市
に
お
け
る
渋
滞
対
策
で
あ
り
ま
す
。
人
･
物
･
情
報
の

都
市
へ
の
集
中
に
よ
っ
て
、
都
心
部
に
お
け
る
交
通
事
情
は
年
々
悪
化
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
都
心
周
辺
の
環
状
道
路
網
の
整
備

を
急
ぐ
と
と
も
に
、
短
期
的
に
は
、
渋
滞
対
策
緊
急
実
行
計
画
の
一
層
の
推

進
、
道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
等
、
都
市
機
能
の
改
善
に
資
す
る

よ
う
な
施
策
を
強
力
に
進
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

第
四
に
は
、
近
時
の
社
会
問
題
と
も
な
っ
て
い
る
駐
車
･
駐
車
場
問
題
に

つ
い
て
の
対
応
で
あ
り
ま
す
。
先
般
、
道
路
交
通
法
･
保
管
場
所
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
が
、
建
設
省
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
都
市
部
で
の
駐
車
需
要
に

ど
う
対
応
す
る
か
を
検
討
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
界
の
方
々
か
ら

も
広
く
御
意
見
を
た
ま
わ
っ
た
上
で
、
道
路
管
理
者
に
よ
る
路
上
駐
車
場
の

整
備
等
関
連
法
令
の
改
正
も
含
め
て
検
討
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

第
五
に
は
、
交
通
安
全
問
題
へ
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。
｢第
二
次
交
通

戦
争
し
と
称
さ
れ
、
交
通
事
故
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て
も
な
お
、
事
故

数
、死
亡
者
数
と
も
増
加
を
続
け
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
ま
す
。

来
年
度
か
ら
の
第
5
次
交
通
安
全
施
設
等
整
備
五
箇
年
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
こ
の
現
実
を
注
視
し
、
上
述
の
道
路
管
理
者
に
よ
る
路
上
駐
車

場
の
設
置
、
ゆ
ず
り
あ
い
車
線
の
設
置
等
を
始
め
、
幾
つ
か
の
重
点
的
な
施

策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
故
の
分
析

等
の
充
実
も
併
せ
て
行
っ
て
参
り
ま
す
。

第
六
に
は
、
新
し
い
技
術
を
導
入
し
た
道
路
の
整
備
で
す
。
高
度
化
･
多

様
化
し
つ
つ
あ
る
利
用
者
の
情
報
通
信
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
路
車
間
情
報
シ
ス

テ
ム
を
始
め
、
新
し
い
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
よ
う
柔
軟
な
発
想
で

進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
概
観
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、今
日
の
道
路
行
政
に
お
き
ま
し
て
は
、

質
量
と
も
に
ま
す
ま
す
課
題
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
第
一
線
で

活
躍
さ
れ
る
皆
様
と
と
も
に
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
強
力
に
、
か
つ
、
効
果

的
に
諸
施
策
の
推
進
に
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

昨
今
の
構
造
協
議
以
来
、
注
目
の
度
合
い
を
増
し
た
社
会
基
盤
整
備
事
業

の
中
で
も
、
道
路
事
業
は
前
述
の
よ
う
に
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
内

外
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
環

境
の
も
と
、
道
路
行
政
に
携
わ
る
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ま
す
ま
す

ご
精
励
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。



鬮
特
葉
/
平
成
騨
年
度
鍾
路
関
係
重
点
施
策
;
き
逡
邁さ溝
湖
逡
巡
譲
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施
策
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建
設
省
道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
官

榊

正
剛

一

は
じ
め
に

平
成
三
年
度
予
算
概
算
要
求
に
あ
た
り
、
平
成
三

年
度
建
設
省
重
点
施
策
が
八
月
九
日
に
公
表
さ
れ
た
。

平
成
三
年
度
に
行
う
べ
き
建
設
省
施
策
の
主
要
課
題

に
つ
い
て
、
建
設
行
政
の
目
標
お
よ
び
基
本
的
考
え

方
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢建
設
行
政
の
目
標
は
、
住
宅
･社
会
資
本
の
整
備

等
を
通
じ
て
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
促
進
し
、
活

力
あ
る
経
済
社
会
と
安
全
で
快
適
な
国
民
生
活
を
実

現
す
る
こ
と
に
あ
る
。

我
が
国
は
、
世
界
有
数
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
が
、

暮
ら
し
の
面
で
そ
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
な
い
最
大

の
原
因
に
は
、
経
済
力
に
見
合
っ
た
住
宅
･
社
会
資

本
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
は
、
国
民
生
活
へ
の
投
資
不
足
と
し
て
、
対
外
不

均
衡
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
格
的

な
高
齢
化
社
会
が
到
来
す
る
二
一
世
紀
を
見
据
え
、

着
実
に
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
た
め
の
指
針
と
し
て
、
今
後
一
〇
年
間
の
公
共
投

資
総
額
を
四
三
〇
兆
円
と
す
る

｢公
共
投
資
基
本
計

画
｣
を
定
め
た
。

国
内
的
に
見
る
と
、
国
民
の
生
活
重
視
の
志
向
が

一
層
強
ま
る
な
か
で
、
大
都
市
を
中
心
と
し
た
深
刻

な
住
宅
･
宅
地
問
題
や
年
々
深
刻
化
す
る
交
通
渋
滞

等
へ
の
国
民
の
不
満
に
対
し
て
、
従
来
の
行
政
で
は

必
ず
し
も
満
足
に
対
応
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
加
え
て
、
流
通
構
造
･
都
市
構
造
が
急
速
に
変

化
し
て
い
く
中
で
、
都
市
の
活
力
維
持
の
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
商
業
市
街
地
の
振
興
整
備

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
急
速
に
進
展

す
る
社
会
の
高
齢
化
に
対
応
し
て
高
齢
者
が
快
適
に

生
活
し
、
活
動
で
き
る
都
市
づ
く
り
･
住
ま
い
づ
く

り
の
必
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
人
口
、
諸
機
能
の
東
京
一
極
集
中
が
進
む

中
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
国
土
構
造
を
実
現
す
る
た

め
に
、
各
地
域
の
個
性
と
創
意
を
生
か
し
た
地
域
の

活
性
化
が
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
な
い
。

一
方
、
国
際
的
に
は
、
世
界
経
済
の
相
互
依
存
が

強
ま
る
に
つ
れ
て
、
建
設
業
に
係
る
市
場
ア
ク
セ
ス

問
題
、
国
際
的
な
技
術
･
人
材
･
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協

力
な
ど
、
建
設
行
政
に
お
い
て
国
際
化
は
施
策
の
方

向
を
左
右
す
る
大
き
な
要
因
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
鵤
･フ
ロ
ン
の
削
減
等
地
球
レ
ベ
ル
で
の
環
境
間

◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐



題
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
総
合
的
な

対
応
が
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
建
設
行
政
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま

え
、
主
要
課
題
を
次
の
五
課
題
と
し
、
効
率
的
･
総

合
的
な
建
設
行
政
を
推
進
す
る
。

の

良
質
な
住
宅
･
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
形
成
す

る
た
め
、
新
五
箇
年
計
画
の
策
定
等
、
中
･
長
期

的
視
点
に
立
っ
て
、
所
管
事
業
の
積
極
的
展
開
を

図
る
。
特
に
、
今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
、
高
度
化

す
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
住
宅
･

宅
地
供
給
の
促
進
、
地
方
都
市
基
盤
の
緊
急
整
備
、

ふ
る
さ
と
生
活
の
活
性
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
国
民

生
活
の
質
の
向
上
に
結
び
付
く
事
業
を
重
点
的
に

拡
充
す
る
。
こ
の
際
、
イ
ン
フ
レ
な
き
持
続
的
経

済
成
長
を
担
保
と
す
る
た
め
、
地
価
の
安
定
を
図

る
と
と
も
に
、
公
共
投
資
の
拡
大
に
必
要
な
労
働
、

資
材
、
用
地
対
策
等
総
合
的
条
件
整
備
を
緊
急
か

つ
強
力
に
進
め
る
。

②

特
に
著
し
く
高
い
地
価
水
準
に
あ
る
大
都
市
地

域
を
中
心
に
、
住
宅
･
宅
地
を
大
量
に
供
給
し
、

住
宅
価
格
･
家
賃
の
安
定
を
図
る
た
め
、
土
地
利

用
の
効
率
化
、
土
地
税
制
の
改
革
お
よ
び
都
市
基

盤
整
備
を
一
体
と
し
て
実
施
す
る
。

③

緊
急
を
要
す
る
都
市
対
策
と
し
て
、
商
業
市
街

地
の
振
興
整
備
の
推
進
、
駐
車
場
整
備
の
推
進
、

高
齢
化
へ
の
対
応
策
を
積
極
的
に
進
め
る
。

燭

多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
、

高
規
格
幹
線
道
路
や
河
川
事
業
等
地
域
活
性
化
の

基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
多
彩

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
総
合
的
に
支
援
し
、
個
性
的

な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

⑤

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
、
建
設
市
場
へ
の
ア

ク
セ
ス
問
題
等
建
設
分
野
に
お
け
る
国
際
化
、
あ

る
い
は
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
j
の
有
効
活
用
、
都
市

廃
棄
物
対
策
等
に
よ
る
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。｣

次
に
、
こ
れ
ら
の
主
要
課
題
に
対
応
さ
せ
る
た
め

の
施
策
を
｢主
要
課
題
へ
の
対
応
｣
と
し
て
、
具
体
的

に
、
ま
た
、
各
種
施
策
が
横
断
的
に
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
の
項
目
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

第
1

国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
住
宅
･
社
会
資

本
の
整
備

1
、
所
管
五
箇
年
計
画
の
積
極
的
推
進

2
、
公
共
投
資
拡
大
の
条
件
整
備

第
2

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
･
宅
地
供
給

の
推
進

1
、
都
府
県
供
給
計
画
の
策
定

2
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
住
宅
･
宅
地
供
給

の
促
進

3
、
公
共
賃
貸
住
宅
供
給
の
推
進
等

4
、
住
宅
･
宅
地
供
給
に
資
す
る
公
共
施
設
整

備
の
推
進

第
3

緊
急
を
要
す
る
都
市
対
策
の
推
進

1
、
商
業
市
街
地
の
振
興
整
備
の
推
進

2
、
駐
車
･
駐
車
場
対
策
の
推
進

3
、
高
齢
化
に
対
応
し
た
都
市
･
住
宅
対
策

第
4

地
域
活
性
化
の
推
進

1
、
地
域
活
性
化
の
基
盤
づ
く
り

2
、
活
力
あ
る
個
性
的
な
地
域
づ
く
り

第
5

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
の
建
設
行
政
の

推
進

1
、
建
設
分
野
に
お
け
る
国
際
化
へ
の
対
応

2
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応

以
上
の
よ
う
に
平
成
三
年
度
は
、
主
要
課
題
へ
の

対
応
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二

主
な
重
点
施
策

道
路
関
係
の
主
な
重
点
施
策
と
し
て
は
、
多
極
分

散
型
国
土
の
形
成
、
地
域
社
会
の
活
性
化
等
の
諸
課

題
を
踏
ま
え
、
道
路
整
備
に
対
す
る
国
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
･
高
度
化
に
対
応
す
る
た
め
、
第
ゆ
次
道
路

整
備
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
、
高
規
格
幹
線
道
路
か

ら
市
町
村
道
に
至
る
道
路
網
を
体
系
的
に
整
備
す
る
。

ま
た
、
道
路
整
備
の
一
層
の
推
進
を
通
じ
、
渋
滞
･

駐
車
対
策
、
商
業
市
街
地
の
振
興
整
備
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
活
性
化
、
住
宅
宅
地
供
給
、
安
全
で
円
滑

な
道
路
交
通
環
境
の
整
備
、
高
度
情
報
化
等
の
課
題

へ
の
対
応
を
図
る
。
さ
ら
に
、
第
ゆ
次
道
路
整
備
五

平成 3 年度重点施策について･･◇･◇･◇◆◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇‐◇‐



箇
年
計
画
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
道
路
整
備
財

源
の
確
保
を
図
る
。

な
お
、
主
な
新
規
施
策
と
し
て
は
、
平
成
三
年
度

を
初
年
度
と
す
る
第
5
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整

備
五
箇
年
計
画
の
策
定
等
が
あ
り
、
以
下
の
施
策
を

計
画
し
て
い
る
。

1

全
国
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
･
強
化

の

全
国
的
な
自
動
車
交
通
網
の
形
成
を
図
る
た

め
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
(
一
四
、
0
0
0
蝋
)

を
構
成
す
る
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
等
、
本

州
四
国
連
絡
道
路
お
よ
び
一
般
国
道
の
自
動
車

専
用
道
路
の
整
備
を
一
層
推
進
し
、
西
暦
二
〇

0
0
年

(平
成
一
二
年
)
ま
で
に
お
お
む
ね
九
、

○
○
○
如
、
平
成
四
年
度
ま
で
に
お
お
む
ね
六
、

0
0
0
獅
の
供
用
を
図
る
こ
と
を
目
途
と
し
て

い
る
。

①

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
所
要
の
調
査
･

手
続
き
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
四
年
度

ま
で
に
延
べ
五
、
五
〇
〇
畑
の
供
用
を
目
途

と
し
て
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
。

②

本
州
四
国
連
絡
道
路
に
つ
い
て
は
生
口
橋

の
完
成
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
活
力
を
活

用
し
、
明
石
海
峡
大
橋
、
来
島
大
橋
お
よ
び

多
々
羅
大
橋
の
建
設
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
の
利
用
促
進

に
資
す
る
施
策
を
一
層
推
進
す
る
。

③

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
区
間
八

一
0
m
の
整
備
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、

路
線
計
画
の
定
ま
っ
た
区
間
約
一
三
一
如
の

事
業
に
着
手
す
る
。
な
お
、
国
土
開
発
幹
線

自
動
車
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
に
お
い
て
、

す
で
に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
自
動
車
専
用

道
路
の
整
備
を
推
進
し
、
当
面
そ
の
活
用
を

図
る
。

②

高
規
格
幹
線
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
機
能
す

る
国
道
網
の
充
実
･
強
化
を
図
る
た
め
、
バ
イ

パ
ス
、
環
状
道
路
の
整
備
、
交
通
不
能
区
間
の

解
消
等
に
重
点
を
置
い
た
一
般
国
道
の
整
備
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
幹
線
道
路
網
の

再
編
成
を
行
う
。

③

物
流
の
高
度
化
、
合
理
化
の
要
請
に
対
応
す

る
た
め
、
空
港
、
港
湾
等
の
物
流
拠
点
を
連
絡

す
る
道
路
の
重
点
的
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
特
殊
車
両
通
行
許
可
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を

図
る
。

国

高
規
格
幹
線
道
路
と
地
域
振
興
計
画
と
の
連

携
を
強
め
る
と
と
も
に
、
沿
線
地
域
と
の
一
体

的
整
備
に
よ
る
高
規
格
幹
線
道
路
整
備
促
進
方

策
の
確
立
を
図
る
。

2

都
市
に
お
け
る
道
路
整
備
の
推
進

5

の

大
都
市
に
お
い
て
は
、
全
国
的
な
高
速
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
連
続
性
の
確
保
、
大
量
の
自
動
車

交
通
需
要
の
効
率
的
処
理
、
都
市
構
造
の
再
編

成
に
資
す
る
都
市
高
速
道
路
、
湾
岸
線
道
路
等

の
自
動
車
専
用
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
環
状
道
路
等
を
体
系
的
に
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
全
国
的
な
高
速
交
通
と
連
結
し
た

基
幹
的
な
道
路
網
の
整
備
を
推
進
す
る
。
特
に

東
京
外
か
く
環
状
道
路
、
名
古
屋
環
状
2
号
線

等
、
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

②

都
市
交
通
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
連
続
立

体
交
差
事
業
並
び
に
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、
新
交

通
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
シ
ス

テ
ム
の
整
備
を
推
進
す
る
。

③

都
市
に
お
け
る
道
路
交
通
混
雑
の
緩
和
、
交

通
事
故
の
防
止
お
よ
び
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
駐
車
場
整
備
に
関
す
る
整
備
方

針
を
定
め
る
と
と
も
に
、
駐
車
問
題
地
方
懇
談

会
の
意
見
等
を
反
映
さ
せ
、
駐
車
場
整
備
計
画

の
策
定
、
公
的
融
資
措
置
の
拡
充
、
駐
車
場
案

内
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
道
路
等
公
共
空
間
の
地

下
利
用
お
よ
び
立
体
道
路
制
度
を
活
用
し
た
建

築
物
と
道
路
附
属
物
駐
車
場
の
一
体
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
特
定
交
通
安
全

施
設
等
整
備
事
業
に
よ
る
路
上
駐
車
施
設
お
よ
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び
駐
車
場
整
備
や
道
路
事
業
･
街
路
事
業
の
改

築
に
併
せ
た
駐
車
場
整
備
に
着
手
す
る
。

燭

三
大
都
市
圏
等
大
都
市
地
域
に
お
い
て
、
住

宅
宅
地
供
給
を
支
援
す
る
た
め
、
住
宅
宅
地
の

供
給
に
必
要
と
な
る
道
路
に
係
る
基
本
計
画

(
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
)
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基

づ
き
道
路
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
宅
地

開
発
誘
導
道
路
整
備
推
進
制
度
お
よ
び
特
定
土

地
区
画
整
理
事
業
の
制
度
の
拡
充
を
行
う
等
、

住
宅
宅
地
の
供
給
を
促
進
す
る
道
路
事
業
を
一

層
の
推
進
を
図
る
。

ま
た
、
大
都
市
近
郊
に
お
け
る
住
宅
地
の
通

勤
条
件
の
向
上
を
図
る
た
め
、
都
市
近
郊
の
駅

勢
圏
を
対
象
に
、
ア
ク
セ
ス
道
路
、
駅
前
広
場
、

駐
車
場
等
の
整
備
を
行
う
鉄
道
駅
結
節
総
合
整

備
事
業
お
よ
び
高
速
道
路
沿
線
の
地
域
を
対
象

に
、
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、
駐

車
場
等
を
一
体
的
に
整
備
し
、
高
速
道
路
と
鉄

道
を
有
機
的
に
活
用
す
る
ロ
ー
ド
ア
ン
ド
レ
-

ル
事
業
等
の
各
種
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に

推
進
す
る
。

3

地
方
に
お
け
る
道
路
整
備
の
推
進

の

地
方
に
お
け
る
定
住
基
盤
の
充
実
を
図
る
た

め
、
過
疎
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、
新

た
に
広
域
的
な
都
道
府
県
道
等
の
重
点
的
な
整

備
を
図
る
広
域
基
幹
道
路
整
備
事
業
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
ま
た
、
奥
地
、
山
村
、
半
島
地

域
等
の
振
興
･
活
性
化
を
支
援
す
る
道
路
の
整

備
や
、
個
性
的
な
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
地

方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事
業
を
推
進
す
る
。

②

地
域
の
振
興
･
活
性
化
の
効
果
が
高
い
道
路

に
つ
い
て
早
期
に
整
備
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、

地
域
振
興
特
別
推
進
事
業
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

地
方
の
個
性
と
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
地
域
振

興
施
策
に
関
連
す
る
道
路
整
備
を
、
重
点
的
に

実
施
す
る
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
を
推
進
す
る
。

3

リ
ソ
ー
ト
地
域
等
に
お
け
る
安
全
か
つ
快
適

な
自
転
車
利
用
等
を
図
る
た
め
、
市
町
村
内
の

鉄
道
駅
、
主
要
施
設
観
光
地
等
を
有
機
的
に
連

結
す
る
リ
ゾ
ー
ト
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
創
設
す
る
。

燭

商
業
市
街
地
に
お
い
て
、
道
路
、
駐
車
場
等

を
面
的
、
一
体
的
に
整
備
し
、
必
要
に
応
じ
市

街
地
開
発
、
沿
道
の
建
築
物
の
共
同
化
、
建
替

を
合
わ
せ
て
行
う
商
業
地
区
活
性
化
に
関
す
る

計
画
を
策
定
す
る
。
策
定
さ
れ
た
計
画
等
に
踏

ま
え
、
道
路
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市

街
地
再
開
発
事
業
に
よ
り
関
連
す
る
道
路
整
備

を
重
点
的
、
機
動
的
に
実
施
し
、
商
業
市
街
地

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
快
適
で

魅
力
あ
る
道
路
空
間
の
整
備
を
推
進
す
る
。

4

有
料
道
路
制
度
の
活
用
に
よ
る道
路
整
備
の
推
進

の

有
料
道
路
制
度
の
活
用
に
よ
り
高
規
格
幹
線

道
路
、
大
都
市
圏
に
お
け
る
環
状
道
路
、
湾
岸

道
路
等
の
整
備
を
重
点
的
に
推
進
す
る
。

②

有
料
道
路
の
利
用
者
負
担
を
適
正
に
保
ち
つ

つ
、
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
建
設
･

管
理
の
一
層
の
効
率
化
に
よ
る
経
費
節
減
に
努

め
る
と
と
も
に
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
に

よ
る
助
成
措
置
の
拡
充
を
図
る
。

③

渋
滞
対
策
と
し
て
混
雑
区
間
の
拡
幅
、
出
路

の
設
置
、
道
路
交
通
情
報
提
供
装
置
の
設
置
の

推
進
を
図
る
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
充
実
を

図
る
。

燭

N
T
T
-
A
型
資
金
を
活
用
し
て
、
有
料
道

路
と
こ
れ
に
密
接
に
関
連
す
る
道
路
を
一
体
的

に
整
備
す
る
、
総
合
有
料
道
路
事
業
な
ど
を
推

進
す
る
。

安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
環
境
整
備
の
推
進

の

最
近
に
お
け
る
交
通
事
故
の
増
加
傾
向
等
に

か
ん
が
み
、
交
通
事
故
分
析
シ
ス
テ
ム
の
充
実

を
図
る
た
め
、
一
般
道
路
に
お
い
て
、
抜
本
的

対
策
と
し
て
バ
イ
パ
ス
、
自
動
車
専
用
道
路
、

歩
車
道
の
分
離
し
た
道
路
の
整
備
、
踏
切
道
の

改
良
な
ど
道
路
の
改
築
事
業
を
積
極
的
に
行
う
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ほ
か
、
緊
急
措
置
と
し
て
既
存
の
道
路
を
対
象

に
新
た
に
平
成
三
年
度
を
初
年
度
と
し
て
策
定

す
る
第
5
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

五
箇
年
計
画
に
基
づ
く
事
業
等
に
よ
り
歩
道
の

整
備
、
交
差
点
の
改
良
、
道
路
標
識
の
設
置
を

行
う
な
ど
、
交
通
安
全
対
策
を
強
力
に
推
進
す

る
。

②

高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て
は
、
渋
滞
区

間
の
拡
幅
等
の
改
築
事
業
、
交
通
安
全
施
設
の

整
備
、
適
切
な
維
持
管
理
の
実
施
、
道
路
交
通

情
報
の
充
実
等
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策

を
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
こ
の
う
ち
交

通
安
全
施
設
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
新
た
に
五

箇
年
間
の
事
業
計
画

(平
成
三
-
七
年
度
)
を

策
定
し
、
交
通
安
全
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。

6

災
害
に
強
い
道
路
整
備
の
推
進

の

道
路
交
通
の
安
全
確
保
と
円
滑
化
を
図
る
た

め
、
道
路
相
互
に
代
替
性
の
あ
る
幹
線
道
路
網

の
整
備
や
防
災
･
震
災
対
策
、
雪
寒
対
策
を
推

進
す
る
。

②

道
路
防
災
･
震
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
防
災

点
検
の
結
果
に
基
づ
き
、
落
石
対
策
等
の
事
業

を
重
点
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
橋
梁
等
の

耐
震
性
を
調
べ
る
震
災
点
検
を
実
施
し
、
震
災

対
策
事
業
を
推
進
す
る
。

③

雪
寒
対
策
に
つ
い
て
は
、
第
9
次
積
雪
寒
冷

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
に
基
づ

と
し
、
全
国
の
残
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
都
道

き
、
雪
崩
対
策
を
始
め
と
し
た
事
業
を
推
進
す

る
。特

に
、
雪
道
ネ
ッ
ク
解
消
事
業
と
道
路
情
報

提
供
装
置
の
整
備
を
組
み
合
わ
せ
、
雪
道
環
境

の
整
備
を
計
画
的
に
図
る
。

7

親
し
み
の
あ
る
道
路
環
境
整
備
の
推
進

の

親
し
み
と
う
る
お
い
の
あ
る
道
路
空
間
の
形

成
を
図
る
た
め
、
道
路
緑
化
の
重
点
的
推
進
、

み
ど
り
の
一
里
塚
モ
デ
ル
事
業
等
に
よ
り
、
良

好
な
道
路
景
観
の
創
出
を
図
る
。

②

沿
道
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
環
境

施
設
帯
、
遮
音
壁
等
の
設
置
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
緩
衝
緑
地
帯
の
整
備
お
よ
び
緩
衝
建
築

物
の
建
築
等
の
総
合
的
な
沿
道
整
備
事
業
を
推

進
す
る
。

8

渋
滞
対
策
の
推
進

の

道
路
の
交
通
渋
滞
を
緩
和
し
、
交
通
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
渋
滞
の
著
し
い
三
七
都
市

(圏
)
に
つ
い
て
は
渋
滞
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
渋

滞
箇
所
の
追
跡
調
査
を
行
い
、
対
策
完
了
箇
所

の
効
果
を
把
握
す
る
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
ア

と
し
、
全
国
の
残
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
ご
と
に
平
成
二
年
度
に
渋
滞
対
策
推
進
要

領
に
基
づ
い
て
各
種
渋
滞
対
策
の
総
合
的
な
計

画
を
策
定
し
、
渋
滞
対
策
の
全
国
的
展
開
を
図

る
が。

②

橋
梁
の
少
な
い
地
域
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の

解
消
を
図
る
た
め
、
渋
滞
対
策
橋
梁
整
備
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
渋
滞
の
著
し
い
束

名
･
名
神
高
速
道
路
に
つ
い
て
、
混
雑
区
間
の

六
車
線
化
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
休
憩
施
設

の
改
良
等
の
緊
急
改
良
事
業
を
推
進
す
る
。

め

し
ジ
ャ
ー
、
文
化
活
動
等
の
余
暇
活
動
の
活

発
化
に
伴
い
、
観
光
地
等
の
週
末
や
休
日
に
著

し
い
渋
滞
等
が
生
じ
て
い
る
地
域
を
対
象
に
、

渋
滞
交
差
点
の
改
良
、
駐
車
場
整
備
等
の
短
･

中
期
対
策
お
よ
び
道
路
景
観
整
備
等
を
組
み
合

せ
、
豊
か
な
余
暇
活
動
を
確
保
す
る
た
め
の
休

日
交
通
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
解
消
モ
デ
ル
事
業
を
推

進
す
る
。

9

道
路
空
間
の
有
効
利
用
と
機
能
の
充
実

の

大
都
市
等
に
お
け
る
混
雑
の
緩
和
、
交
通
環

境
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
増
大
す
る
道
路

地
下
空
間
利
用
の
要
請
に
対
応
す
る
た
め
、
地

下
道
路
、
共
同
溝
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
等
の
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幹
線
的
施
設
の
配
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
道
路

地
下
空
間
利
用
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
都
心
部
等
に
お
い
て
地
下

歩
道
、
地
下
駐
車
場
等
の
一
体
的
、
計
画
的
な

整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
地
下
物
流
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
研

究
、
開
発
を
推
進
す
る
。

②

道
路
の
掘
り
返
し
を
防
止
し
、
道
路
構
造
を

保
全
す
る
た
め
、
共
同
溝
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
高
度
情
報
社
会
に
対
応
し
た
道
路
空
間

を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
生
活
環
境
の
向
上
を

図
る
た
め
、
新
た
な
電
線
類
地
中
化
五
箇
年
計

画
に
基
づ
い
て
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推

進
す
る
。

③

道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
道
路
管
理
の
高
度
化
に
資
す
る

た
め
、
現
在
地
点
を
確
認
で
き
る
位
置
情
報
や

き
め
細
か
な
道
路
交
通
情
報
等
を
提
供
す
る
ビ

ー
コ
ン

(発
信
器
)
の
設
置
を
進
め
、
路
車
間

情
報
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
を
図
る
と
と
も
に
、

道
路
情
報
板
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
ジ
オ
等
の
整
備

を
推
進
す
る
。

ま
た
、
迅
速
か
つ
確
実
に
道
路
交
通
情
報
を

収
集
、
提
供
す
る
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
!
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
。

道
路
と
沿
道
地
域
と
の
一
体
的
整
備
の
推
進

の

大
都
市
圏
に
お
け
る
道
路
整
備
の
円
滑
化
を

図
る
と
と
も
に
、
良
好
な
市
街
地
環
境
の
整
備
、

土
地
の
高
度
利
用
に
資
す
る
た
め
、
道
路
と
建

築
物
と
の
一
体
的
整
備
を
図
る
立
体
道
路
制
度

を
活
用
し
て
、
幹
線
道
路
の
整
備
、
鉄
道
結
節

点
に
お
け
る
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
、

建
築
物
と
一
体
と
な
っ
た
駐
車
場
等
の
整
備
を

推
進
す
る
。

②

高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
、
道
路
利
用
を

促
進
し
、
地
域
振
興
に
資
す
る
た
め
、
開
発
利

益
の
吸
収
に
よ
る
開
発
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
沿
道
地
域
の
活
性
化

お
よ
び
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
の
休
憩
施
設
と
周
辺

の
都
市
公
園
等
と
の
一
体
的
整
備
を
図
る
ハ
イ

ウ
ェ
イ
･
オ
ア
シ
ス
を
推
進
す
る
。

三

お
わ
り
に

道
路
は
国
民
生
活
を
支
え
る
最
も
基
礎
的
な
施
設

で
あ
り
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、
真
に
豊

か
な
国
民
生
活
を
実
現
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
道
路
整
備
は
い
ま

だ
立
ち
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
社
会
資
本
の
充

実
が
国
の
内
外
を
問
わ
ず
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
中

で
、
道
路
整
備
に
対
す
る
期
待
が
一
段
と
大
き
な
も

の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
期
待
に
的
確
に
応
え
つ
つ
、

緊
急
か
つ
計
画
的
に
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
三
年
度
概
算
要
求
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
重
点
施
策
を
十
分
生
か
し
、

道
路
整
備
の
一
層
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
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圓
特
葉
/
平
成
霊
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

第
5
涙
特
定
秦
週
嚢
全
脆
讓
等
整
備
事
業

五
箇
箪
計
画
⑭
策
定

建
設
省
道
路
局
企
画
課
交
通
安
全
対
策
係
長

奥
谷"
正

一
は
じ
め
に

急
激
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴
い
昭

和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
急
増
し
た
交
通
事
故
に
対
処

す
る
た
め
、
昭
和
四
一
年
に
制
定
さ
れ
た

｢交
通
安

全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
｣
に
基

づ
き
、
公
安
委
員
会
と
道
路
管
理
者
は
協
力
し
て
2

次
に
渡
る
三
箇
年
計
画
、
4
次
に
渡
る
五
箇
年
計
画

を
策
定
し
、
公
安
委
員
会
は
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
の

設
置
や
信
号
機
の
高
性
能
化
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、

道
路
管
理
者
は
歩
道
、
自
転
車
道
の
整
備
、
交
差
点

の
改
良
、
道
路
標
識
、
道
路
情
報
提
供
装
置
の
設
置

な
ど
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
に
務
め
、
交
通
事
故

の
防
止
と
交
通
の
円
滑
化
を
図
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
交
通
安
全
施
設
の
重
点
的
な
整
備
を
は

じ
め
、
各
種
の
交
通
安
全
対
策
の
推
進
に
よ
り
昭
和

四
五
年
に
ピ
ー
ク

(
一
六
、
七
六
五
人
)
に
達
し
た

年
間
交
通
事
故
死
者
数
は
昭
和
五
四
年
に
は
概
ね
半

減
す
る

(八
、
四
六
六
人
)
な
ど
大
き
な
成
果
を
も

た
ら
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
以
降
、
交
通
事
故
死
者
数
は
再
び

増
加
に
転
じ
、
平
成
元
年
に
お
け
る
交
通
事
故
死
者

数
は
再
び
一
五
年
前
の
一
万
一
千
人
を
超
す
な
ど
憂

慮
す
べ
き
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
二
年
度
で
終
了
す
る
第
4
次
特

定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画
に
引
き

続
き
、
平
成
三
年
度
か
ら
新
た
な
五
箇
年
計
画
を
策

定
し
て
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
を
一
層
強
力
に
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

二

交
通
事
故
の
推
移

交
通
事
故
死
者
数
は
昭
和
四
五
年
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
昭
和
五
四
年
に
は
概
ね
半
減
し
た
が
、
昭
和
五

五
年
以
降
は
再
び
増
加
傾
向
に
転
じ
、
平
成
元
年
に

は
再
び
一
五
年
前
の
一
万
一
千
人
を
超
し
た

(図

1
)
。状態

別
死
者
数
の
推
移

(図
2
)
を
見
る
と
、
最

近
で
は
自
動
車
乗
車
中
の
増
加
が
著
し
く
、
ま
た
、

欧
米
諸
国
と
比
較
し
て
、
依
然
と
し
て
歩
行
中
、
自

転
車
乗
車
中
の
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
の
交
通
事
故
死

者
の
割
合
が
大
き
い

(図
3
)。

ま
た
、
最
近
の
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、
近
年
の

高
齢
化
、
余
暇
活
動
の
活
発
化
な
ど
社
会
経
済
活
動

の
動
向
を
背
景
と
し
て
夜
間
事
故
、
週
末
休
日
事
故
、
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イギリス l988年

西ドイツ 1988年

一
、
五
八
六
億
円
、
調
整
費
を
除
く
計
画
額
に
対
す

る
達
成
率
一
〇
0
･
七
%
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

沙 刈88年 罰嵩ゞ““鰯 (65,6) (中 盤の

アメリ湘 88年 目並翻さ影鰯 (o.窓) 偽 総(75.1)

、、 、、、

(28.7) (10,3)
･ (24.7) (36.0 )

- 一一一一[ ｢
,なきなき形ノン/′/ /ノノノ/" その他l m ら“蓑にニ ニニ｢ つつ 多// @逐) 刃"娘繁《- レノノ/ / / /ノン勿

■ 讐 u UU ･U′
日 本 1988年

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(% )

注 ) 1 国連欧州経済委員会資料等による

2 日本の交通事故死者数は警察庁資料による

3 ( )内は構成率(% )である

図 3 欧米主要国の状態別の交通事故死者構成率の比較

表 1 交通安全施設等整備事業計画の推移

特 定 事 業 地 方 単 独 事 業
備 考計 画

(億円)

実 績
(億円)
達 成 率
(% )
計 画

(億円)

実 績

(億円)
達 成 率
(% )

第 1次三箇年計画

(S 41~ 43)

道路管理者

公安委員会

721.9

60 .3

722 .1

60 .3

100 ･0

100 ･0

(134)

( 38)
253 .2

112 .O
閣議決定 (変更)
昭和42年l2月 1日

第 2 次三箇年計画
(S 44 ~ 46)

道路管理者

公安委員会

750 .O

46 .3

(507.4)

( 28.5)
67 .7

61.6

623.O

230.7

(456.2)

(151.1)

73 ,2

65.5

閣議決定

昭和44年12月 2 日

第 1次五箇年計画
(S 46 ~ 50 )

道路管理者

公安委員会

2,292 .8

685 .5

2,380 ,9

720 .9

103 .8

105 .2

2,304.l

1,052 .7

2,324.O

L OOO.1

109 .9

95.O
閣議決定 (変更)
昭和48年 2月20日

第 2 次五箇年計画

(S 51~ 55)

道路管理者

公安委員会

5,700

1,500

5,922 .l

1,424 .2

103 .9

94 .9

4,115 ,3

2,300.O

4,525.5

1,636.4

110 ･0

711

閣議決定
昭和51年11月 9日

第 3次五箇年計画

(S 56 ~ 60 )

道路管理者

公安委員会

9,100

1,900

8,153.8

1,311,5

89 .6

69 .O

6,876 .9

3,049 .6

6,144 .O

2,365 .4

89 .3

77 .6

閣議決定

昭和56年11月27日

第 4次五箇年計画

(S 61 ~ H 2)

道路管理者

公安委員会

(13,500)
11,500
( 1,350)
1,150

11,586

1,165

100･7

lol.3

10,235.O

3,680,l

閣議決定

昭和61年11月28日

(注) 1, 第 1次三箇年計画の地方単独事業は、 42~ 43年度の 2 箇年分の通学路分のみである,
2. 第 2次三箇年計画の実績は中途改定したので、 44~ 45年度の 2 箇年分である。
3. 第 4 次五箇年計画の特定事業の上段( )書きは、調整費を含む総計画額である。 また、実績は平成 2年度当初ま
での見込みである。



四

第
5
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業
五
箇
年
計
画
(案
)
の
概
要

l

基
本
方
針

第
5
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇
年

計
画
に
お
い
て
は
、
以
下
の
事
項
に
重
点
を
お
い
て

交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

1

自
転
車
･
歩
行
者
の
安
全
で

快
適
な
通
行
の
確
保

◇

①

歩
道
お
よ
び
自
転
車
等
の
整
備
を
引
続
き
重

◇

点
的
に
実
施
し
、
平
成
七
年
度
ま
で
に
歩
行
者

"

等
が
交
通
事
故
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
区

　◇

間
、
概
ね
二
五
、
0
0
0
如
程
度
に
つ
い
て
改

◇

築
事
業
等
に
よ
る
整
備
と
あ
わ
せ
て
歩
道
等
の

　か

整
備
を
推
進
し
、
歩
道
等
の
整
備
済
み
道
路
延

妙

長
を
概
ね
一
三
五
、
0
0
0
如
に
引
き
上
げ
る
。

疎

そ
の
際
･
快
適
な
通
行
空
間
を
十
分
確
保
し

画

た
幅
の
広
い
歩
道
等
の
整
備
に
努
め
る
。

趨

②

住
宅
地
域
等
に
お
い
て
･
通
過
車
両
の
進
入

鱗

を
押
え
、
人
と
車
の
調
和
の
と
れ
た
安
全
で
快

鰹

適
な
道
づ
く
り
を
め
ざ
す
ロ
ー
ド
ビ
ア
構
想
を

檄

進
め
る
た
め
、
｢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
｣
の
整
備

蛭

や

｢住
区
総
合
交
通
安
全
モ
デ
ル
事
業
｣
を
引

麺

き
続
き
推
進
す
る
o

定畑

2

安
全
か
つ
円
滑
な
自
動
車
交
通
の
確
保

策

①

全
交
通
事
故
の
約
六
割
、
死
亡
事
故
の
約
四

･◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐

割
が
集
中
す
る
交
差
点
お
よ
び
、
交
差
点
付
近

②

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
系
統
的
で
判
り
や

の
交
通
事
故
を
防
止
し
、
安
全
で
円
滑
な
交
通

す
い
案
内
標
識
の
充
実
を
図
る
。
そ
の
際
、
ロ

を
確
保
す
る
た
め
交
差
点
改
良
を
重
点
的
に
推

進
す
る
。

②

近
年
の
夜
間
死
亡
事
故
の
多
発
傾
向
に
か
ん

が
み
、
道
路
照
明
の
設
置
等
に
よ
る
夜
間
事
故

対
策
を
推
進
す
る
。

③

い
ら
い
ら
事
故
の
防
止
の
た
め
の
付
加
車
線

(ゆ
ず
り
あ
い
車
線
)
の
整
備
を
進
め
る
。

④

過
労
運
転
に
と
も
な
う
事
故
の
防
止
の
た
め

都
市
間
の
一
般
道
路
に
お
い
て
簡
易
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
の
整
備
を
進
め
る
。

3

増
加
す
る
駐
車
需
要
へ
の
対
応

①

多
数
の
路
上
駐
車
の
た
め
安
全
で
円
滑
な
道

路
交
通
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
都
市
内
の
道
路
に

お
い
て
、
路
外
駐
車
場
、
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ

ム
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

4

わ
か
り
や
す
く
、
使
い
や
す
い
道
路
交
通
環
境

の
整
備

①

道
路
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
安

全
で
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
を
図
る
た
め
、

異
常
気
象
時
の
道
路
状
況
に
関
す
る
情
報
、
都

市
間
の
ル
ー
ト
選
択
に
資
す
る
情
報
等
を
迅
速

か
つ
的
確
に
提
供
す
る
た
め
、
路
車
間
情
報
シ

ス
テ
ム
等
の
道
路
情
報
提
供
装
置
の
整
備
を
推

進
す
る
。

す
い
案
内
標
識
の
充
実
を
図
る
。
そ
の
際
、
ロ

ー
マ
字
表
示
、
シ
ン
ボ
ル
表
示
を
積
極
的
に
取

入
れ
る
。

③

車
の
現
在
位
置
や
目
的
地
ま
で
の
距
離
が
容

易
に
確
認
で
き
る
よ
う
な
キ
ロ
ポ
ス
ト
の
整
備

を
進
め
る
。

5

高
齢
者
等
の
利
用
に
も
配
慮
し
た
交
通
安
全
対

策
の
推
進

①

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
活
動
機
会
の
増

大
に
も
対
応
し
て
、
幅
の
広
い
使
い
や
す
い
歩

道
等
の
整
備
、
段
差
の
適
当
な
切
下
げ
等
を
推

進
し
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
の
確
保
に
努

め
る
。

②

駅
前
な
ど
高
齢
者
等
の
利
用
が
多
く
、
交
通

が
輻
輳
し
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
使
い
や
す
い

立
体
横
断
施
設
の
整
備
を
進
め
る
。

6

交
通
事
故
分
析
シ
ス
テ
ム
の
充
実

①

関
係
省
庁
と
連
携
し
て
、
交
通
事
故
多
発
箇

所
に
お
け
る
調
査
、
分
析
、
対
策
を
行
う
交
通

事
故
分
析
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
り
、
効
果
的

な
交
通
安
全
対
策
の
推
進
に
努
め
る
。

②

容
易
に
交
通
事
故
発
生
地
点
を
把
握
し
、
速

や
か
な
事
故
処
理
、
的
確
な
事
故
調
査
が
行
え

る
よ
う
キ
ロ
ポ
ス
ト
の
整
備
を
進
め
る
。



2

新
規
事
業
等

第
5
次
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
歩
道
等
の
整

備
、
交
差
点
改
良
、
道
路
標
識
の
設
置
な
ど
従
来
の

事
業
に
加
え
、
次
の
よ
う
な
事
業
に
つ
い
て
新
た
に

特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
で
実
施
す
る
こ
と

を
検
討
中
で
あ
る
。

①

付
加
車
線

(ゆ
ず
り
あ
い
車
線
)

第
4
次
五
箇
年
計
画
か
ら
、
登
坂
車
線
の
整

備
に
つ
い
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

登
坂
区
間
以
外
に
も
二
車
線
の
長
い
迫
越
し
禁

止
区
間
に
お
い
て
、
大
型
車
等
の
低
速
車
の
通

行
に
起
因
し
た
い
ら
い
ら
事
故
の
防
止
を
図
る

た
め
付
加
車
線
の
整
備
を
行
う
。

②

自
動
車
駐
車
場

都
市
部
に
お
け
る
路
上
駐
車
の
蔓
延
に
よ
り

安
全
で
円
滑
な
交
通
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
て
い

る
地
域
に
お
い
て
路
外
駐
車
場
の
整
備
を
行
う
。

ま
た
、
夜
間
運
転
や
過
労
運
転
に
よ
る
事
故

の
防
止
の
た
め
都
市
間
の
一
般
道
路
に
お
い
て

簡
易
パ
!
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
整
備
を
行
う
。

③

路
上
駐
車
施
設

沿
道
商
店
へ
の
立
ち
寄
り
や
荷
の
積
み
降
ろ

し
の
た
め
の
短
時
間
駐
車
需
要
に
対
応
し
、
幹

線
道
路
に
お
け
る
路
上
駐
車
施
設
の
整
備
を
行

ハノ
o

④

地
点
標

(キ
ロ
ポ
ス
ト
)

一
般
道
路
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
道

路
の
路
線
名
と
位
置
が
容
易
に
確
認
で
き
る
よ

う
な
キ
ロ
ポ
ス
ト
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
キ
ロ

ポ
ス
ト
は
平
成
二
年
六
月
に
勧
告
さ
れ
た
行
政

監
察
の
指
摘
に
も
あ
る
と
お
り
、
的
確
な
事
故

調
査
を
行
う
た
め
に
も
必
要
な
施
設
で
あ
る
。

⑤

道
路
照
明

平
成
元
年
ま
で
は
、
補
助
事
業
と
し
て
実
施

で
き
な
か
っ
た
が
、
夜
間
事
故
の
急
増
傾
向
に

か
ん
が
み
、
平
成
二
年
度
か
ら
予
算
補
助
に
よ

り
助
成
措
置
を
拡
充
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平

成
三
年
度
か
ら
は
、
法
律
補
助
と
し
て
取
り
込

む
こ
と
と
し
て
い
る
。

3

事
業
規
模
等

(案
)

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
第
5
次
特
定
交
通
安
全
施

設
等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
、
平
成
三
i

七
年
度
の
計
画
期
間
内
に
一
兆
九
、
○
○
0
億
円
に

相
当
す
る
事
業
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る

(表
2
)。

ま
た
、
工
種
別
の
内
訳
の
概
要
は
表
3
の
と
お
り

で
あ
る
。

四

お
わ
り
に

交
通
事
故
死
者
数
は
、
平
成
二
年
に
入
っ
て
も
な

お
増
加
し
て
お
り
、
平
成
二
年
七
月
末
現
在
で
六
、

表 2 第 5次特定交通安全施設等整備事業五箇年計画の事業親摸(案)
(事業費単位 ;億円)

第 4 次五箇年計画 年
C

箇
第
五
案
次
額
5

画

第
計

画
匐
計
ろ
次

C

4

率
対

倍
績
め
実

/
次

C

4

率
対

倍計 画 額 : A 実績見込み : B %A/R
)滓達

⑳蹴 廓
%
%搬 鰔 雄 弼

注1) 上段( )書割ま調整費 2,000億円を除いた計画額を対象としたもの
注2) 平成 2年度当初事業費を初項とする計画伸率 1,15

◇･◇‐◇‐◇‐



第5次特定交通安全施設等整備事業五箇年計画の策定◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇‐◇

表 3 工種別の内訳 (概要) 0
0
0
人
と
前
年
同
期
日
と
比
べ
て
四
七
人
、
0
･

0
0
0
人
と
前
年
同
期
日
と
上
べ
て
四

、
0
.

ま
た
、
総
合
的
な
交
通
安
全
対
策
の
実
施
の
観
点

八
%
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

か
ら
も
、
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
は
も
と
よ
り
、

道
路
管
理
者
と
し
て
も
こ
う
し
た
交
通
事
故
の
増

車
両
の
安
全
対
策
、
救
急
医
療
施
設
等
の
整
備
、
道

加
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
、
減
少
さ
せ
て
い
く
よ
う

路
利
用
者
各
層
の
運
転
モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
る
等
の

に
各
種
の
交
通
安
全
対
策
を
講
じ
て
行
か
な
け
れ
ば

交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
も
今
ま
で
以
上
に
重
点
を

な
ら
な
い
。

お
い
て
、
国
全
体
と
し
て
の
広
範
な
施
策
を
一
層
強

力
に
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(事業費単位 億円) な に 加 八
ら 各 傾 道 %

(案) 倍 率 な 種 向 路 の第 4 次五箇年計画実績 第 5次五箇年計画(案) 倍 率

(事業費)事 業 量 事 業 費 事 業 量 事 業 費

種
事
業

歩道等 (km )

交差点改良 (箇所)

登坂車線 (km )

付加車線 (km )

その他 (注 1 )

小 計

6,800

1,250

110

8,462

888

232

330

9,912

7,200

2,000

120

200

12,100

1,860

280

500

660

15,400

1.43

2.09

1.21

2.00

1.55

種
事
業

道路照明 (幕)

道路標識 (本)

道路情報提供装置(基)

その他 (注 2 )

小 計

21,400

34,300

1,600

102

357

573

642

1,674

42 ,600

43,600

20,300

210

560

880

1,950

3,600

2.06

1.57

1.54

3.04

2,15

合 計 11,586 19,00O 1.64

(注 1 ) その他は、立体横断施設、中央帯、視距の改良、車両停車帯、路肩改良、路上駐車

施設である。
(ジ主 2 ) その他は、防護柵、 区画線、視線誘導標、道路反射鏡、自転車駐車場、自動車駐車

場、キロポストである。
(注 3 ) 道路情報提供装置に#各車間情報システム、駐車場案内システムの整備を含む。
(注 4 ) 新規工種は、付加車線、自動車駐車場、路上駐車施設、キロポストである。



鬮
特
集
/
平
成
三
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策
鱗
藁
鷲
饗讓
襲榊
鷲
膿灘榊
鱗藁
嚢礒
鱗襲蘂癈鬘
臟騨
ぽ

騙
車
･
駐
車
場
対
策
の
推
進

建
設
省
道
路
局
有
料
道
路
課
技
術
第
二
係
長

茅
野

茂

は
じ
め
に

l

駐
車
需
要

日
常
生
活
や
経
済
社
会
活
動
に
お
け
る
自
動
車
利

用
の
増
大
は
、
人
口
増
加
、
都
心
部
へ
の
諸
機
能
の

集
中
と
相
ま
っ
て
、
都
市
内
の
恒
常
的
な
交
通
渋
滞

や
交
通
事
故
の
増
加
等
、
様
々
な
都
市
交
通
問
題
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
の
帰
社
･
帰
宅
を
除
く
一
日
の
延
べ

駐
車
需
要
は
、
昭
和
五
五
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
の
五

カ
年
間
で
五
、
一
六
〇
万
ト
リ
ッ
プ
か
ら
、
六
、
一

一
〇
万
ト
リ
ッ
プ
に
増
加
し
て
お
り
、
無
料
の
路
上

駐
車
も
一
、
三
五
〇
万
ト
リ
ッ
プ
か
ら
一
、
四
五
〇

万
ト
リ
ッ
プ
に
増
加
し
て
い
る
。

一
方
、
全
駐
車
需
要
の
四
分
の
三
は
路
外
に
駐
車

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
時
預
り
駐
車
場
は
三

%
と
少
な
い
。
ま
た
、
残
り
四
分
の
一
は
路
上

駐
車
と
な
る
が
、
そ
の
う
ち
九
○
%
は
無
料
駐

車
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
違
法
駐
車
と
思
わ
れ

て
い
る
。

こ
の
駐
車
場
不
足
に
よ
る
路
上
駐
車
の
蔓
延

は
、
特
に
都
市
に
お
い
て
は
交
通
渋
滞
や
交
通

事
故
の
要
因
と
な
る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地

の
活
力
の
低
下
を
招
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

駐
車
場
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
駐
車
対
策
は
緊

急
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

2

駐
車
場
の
分
類

駐
車
場
は
、
そ
の
駐
車
場
所
お
よ
び
駐
車
場

法
に
よ
る
分
類
は
図
1
･
2
の
よ
う
に
な
る
。

(自動車の保管場所等に関する法津)

　　　　　　　　

駐車場法)

･500m2以上で料金

を徴収する

の他路外駐車場

給

金

車

}

翳

場
料

駐

蛉

群

車
で

場

、
場

駐

)

と

る
駐
滴

る
車

法
車
)

醸

法

れ
す

外

来
す

駐
画

駐
法

場

梅

場
綿
収
路
誰
収
画
計
務
場

車

牢

車
痂
徴
他
鋺
徴
計
市
義
車

離

壇

駐
即

を

の
即
を

市

部
設

駐

用

)

　　

　
　

公
供
場

公
供

般
に
車

般
に

　
　
　

　

　　
　　　
　

の
な　　
　
　

　
　
　
　図 l 駐車場所による駐車場の分類
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表 1 駐車場整備計画調査実施地区

道 路 局 都 市 局
市 町 村 ･実 施

都市
数言十地方建設局等実施 都道府県実施

昭和62年度

昭和63年度

仙台市、東京都(浜松町)、新潟市、
金沢市、静岡市、神戸市、広島市、
松山市、大分市、札幌市

(計10都市)

10

昭和63年度

平成元年度

函館市、那覇市 (計2都市) 鶴岡市、横浜市、長岡市、岐阜市、
大阪市、倉敷市、高松市、北九州市

(小倉区)
(計8都市)

秋田市、宇都宮市★、越谷市、
浦和市、湯沢町、可児市★、堺市、
名古屋市★、加古川市、京都市、
神戸市(中央区)★、今治市、宮崎市、
長崎市★、 鹿児島市★

(計15都市)

25

平成元年度

平成 2年度

仙台市★、前橋市、津市、奈良市、
福山市、尾道市、観音寺市、福岡

市★ (計8都市)

札幌市★、 十和田市、盛岡市、
大館市、山形市、水戸市、大宮市、
千葉市、横浜市、川崎市、小松市、
浜松市★、沼津市、豊橋市★、
豊田市★、高山市、鈴鹿市、姫路市、
吹田市★、 尼崎市★、萩市★、
下関市★、 丸亀市★、福岡市★、
佐世保市★ (計25都市)

33

平成 2年度 日野市、上越市、大垣市、名古屋

市、一宮市、宝塚市、大津市、大

阪市、八代市 (計9都市)

小樽市、横手市、大和市、松本市、
岡崎市、安城市、宇治市、鳥取市、
東大阪市、広島市、 坂出市、
延岡市 (計惣都市)

21

計 89

★ :単年度調査
0 平成 3年度の実施予定

日野市、名古屋市等37都市で実施予定

路上に設置
されるもの

二

駐
車
-
･
駐
車
場
対
策
の
総
合
的
÷
計
一

画
的
な
推
進

駐
車
対
策
を
効
果
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
各

都
市
ご
と
に
駐
車
特
性
、
駐
車
場
の
整
備
お
よ
び
利

用
形
態
の
実
態
に
即
し
た
対
策
を
計
画
的
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
駐
車
場
整
備
に
関
す
る
基
本
計
画
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ

の
都
市
別
･
地
域
別
に
そ
の
特
性
に
応
じ
、
①
駐
車

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
、
②
道
路
施
設
と
駐
車
施

設
の
バ
ラ
ン
ス
、
③
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
、
④

‘

民
間
に
よ
る
駐
車
場
整
備
と
の
連
携
、
な
ど
の
観
点

　
路外に設置
されるもの

路

外

駐

車

場

‘ 道路交通法によ も
; る時間制限駐車 l
、 区間 ′ ｢駐車場法施行令1
う.覇鰻弱惣凝聚嬬弱::蕊;:;≦, L第2章 j

技術的基準が
適用される駐車場

(専用駐車場)

･一般公共の用 ←-
に供するもの

-→ 一般公共の用に
供さないもの

図 2 駐車場法等による駐車場の分類



も
含
め
、
都
市
別
･
地
区
別
に
総
合
的
な
駐
車
場
整

備
計
画
を
定
め
る
。

昭
和
六
二
年
度
か
ら
の
、
駐
車
場
整
備
計
画
調
査

実
施
地
区
を
表
1
に
示
す
。

三

路
外
駐
車
場
の
整
備

駐
車
は
原
因
者
お
よ
び
受
益
者
が
特
定
さ
れ
、
料

金
の
徴
収
も
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
よ
り
民

間
主
体
で
供
給
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
民
間

を
中
心
と
し
て
駐
車
施
設
の
整
備
の
促
進
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
そ
の
制
度
、
枠
組
み
の
充
実
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
地
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
民
間

に
よ
る
整
備
に
か
げ
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
民
間
へ
の
助
成
等
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

公
共
に
よ
る
駐
車
施
設
の
比
重
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
駐
車
場
整
備
に
関
す
る
官
民
の
役

割
分
担
を
明
確
に
し
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
、
都
市

機
能
の
維
持
お
よ
び
増
進
を
図
る
べ
き
地
区
や
交
通

結
節
点
等
の
重
点
的
に
駐
車
場
の
整
備
を
図
る
べ
き

7

地
域
に
お
い
て
、
公
的
主
体
に
よ
る
駐
車
場
整
備
を

推
進
す
る
。

こ
の
た
め
有
料
道
路
融
資
事
業
に
よ
る
無
利
子
貸

付
制
度
を
活
用
し
た
駐
車
場
の
積
極
的
･
計
画
的
な

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
特
定
交
通
安
全
施
設
等

整
備
事
業
に
よ
る
駐
車
場
整
備
等
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
道
路
開
発
資
金
制
度
を
活
用
し
た
民
間
に

よ
る
駐
車
場
整
備
を
促
進
す
る
。

さ
ら
に
、
都
市
空
間
の
有
効
利
用
に
よ
る
路
外
駐図 5 立体式路外駐車場

◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇



車
場
整
備
を
図
る
た
め
、
道
路
等
の
地
下
に
お
い
て
、

滑
な
交
通
を
阻
害
し
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
交
通
安

地
下
街
や
民
間
建
築
物
の
地
階
の
駐
車
場
と
一
体
に

全
対
策
の
観
点
か
ら
路
外
駐
車
場
の
整
備
を
緊
急
的

な
っ
た
地
下
駐
車
場
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

に
実
施
す
る
。

な
っ
た
地
下
駐
車
場
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

立
体
道
路
制
度
を
活
用
し
た
建
築
物
と
駐
車
場
の
一

体
的
な
整
備
を
進
め
る
。

o

特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
等
に
よ
る
駐

車
場
整
備

駐
車
場
不
足
に
よ
る
無
秩
序
な
路
上
駐
車
の
増
加

は
、
交
通
渋
滞
の
み
な
ら
ず
、
交
通
事
故
の
原
因
に

も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
道
路
の
安
全
か
つ
円

表 2 駐車場案内システム導入箇所

続

数所

継

箇
規
藏
新

箇

了

数所

完

箇
市都

戸神

施

、
府

実

甲
、

業-

崎

事

肯祠緘鉈

邱

S

S

Û QJ nv 緘
〆̂〕 QU リム

規

了
新
完
横浜
、
大阪
、
広島

横浜
、
大阪

H
･
1 41 QJ QJ 緘

莉
崎長
戸
山
神
福
府
、
甲

屋

、

古

崎

名
高

H
. 2, 4T 4T TL

親

続

了

新
継
完

外

屋

九

古
北
名
亀
崎

丸

長

橋

山

山

豊
福
福

崎
島
島

川

広

広

H
. 3 ○̂ 4マ 14

戸

井
神
軌
娩
亀
、
丸
松

、
屋

浜

橋

古

、
豊

名

官

、

、
屋

都
崎
崎
古

宇

川

長

名

親

続

了

新
継

完

四

既
存
駐
車
場
の
有
効
活
用

駐
車
場
の
利
用
状
況
は
、
そ
の
立
地
条
件
や
構
造

に
よ
っ
て
、
大
き
な
偏
り
が
出
て
く
る
。

た
と
え
ば
、
幹
線
道
路
に
面
し
た
駐
車
場
が
常
に

満
車
状
態
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
す
ぐ
近
く
の
裏
通

り
に
面
し
た
駐
車
場
に
空
車
部
分
が
目
立
つ
と
い
っ

た
状
態
も
見
ら
れ
る
。

一
方
、
駐
車
場
を
捜
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、

当
該
地
理
に
無
知
で
あ
る
と
、
迷
走
交
通
と
な
り
、

結
果
、
違
法
駐
車
へ
と
以
降
す
る
こ
と
と
な
る
。

･パークアンドライド用駐車場
･地下式駐車場
･その他の駐車場

駐車場

と一体的に整備する駐車場

･多大な建設費を要する地下式駐車場及び多額の

駐車場に対する無利子貸付率に

一
を
駝
た
ラ
ラ
場
一

場

増
お
効
率
朔
博
一

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

大
地
般
｣
下
の
｣

3

≦
多

用

一
バ

地

そ

｢1hI
I
JL
事
ト
ーr
1事
｣

表

.

･

そ
こ
で
、
当
該
地
域
内
の
複
数
の
駐
車
場
の
位
置

お
よ
び
滴
空
状
態
の
情
報
を
与
え
る
た
め
、
駐
車
場

案
内
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
既
存
駐
車
場
の
有
効
利

用
を
図
り
、
都
市
内
に
お
け
る
安
全
か
つ
円
滑
な
道

路
交
通
の
確
保
を
図
る
。

平
成
元
年
度
ま
で
に
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
が
導

入
さ
れ
た
都
市
は
、
一
三
箇
所
で
あ
り
、
平
成
三
年

度
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
四
箇
所
の
駐
車
場
案
内
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
図
る
。

五

路
上
駐
車
施
設

都
市
に
お
け
る
駐
車
を
駐
車
時
間
に
よ
っ
て
分
類

す
る
と
需
要
と
し
て
は
短
時
間
の
も
の
が
多
く
、
一

方
道
路
交
通
に
与
え
る
影
響
は
長
時
間
駐
車
に
よ
る

も
の
が
大
き
い
。
幹
線
道
路
で
も
、
沿
道
の
土
地
利

用
特
性
に
よ
り
、
路
外
駐
車
施
設
の
整
備
の
み
で
は

対
応
で
き
な
い
短
時
間
駐
車
需
要
も
多
く
存
在
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
駐
車
需
要
に
対
応
し
、
一
般
国
道

を
は
じ
め
と
す
る
幹
線
道
路
で
の
安
全
で
円
滑
な
道

路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
路
上
に
お
け
る
駐
車
施
設

(路
上
駐
車
施
設
)
を
整
備
す
る
方
向
で
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
路
上
駐
車
施
設
の
あ
り

方
を
見
直
し
、
幹
線
道
路
に
お
け
る
短
時
間
駐
車
需

要
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
建
設
大
臣
を
含
め
た

道
路
管
理
者
に
よ
る
路
上
駐
車
施
設
の
整
備
を
検
討

駐車 ,駐車場対策の推進◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇‐◇･◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇ ･◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐



す
る
と
と
も
に
、
小
売
業
が
集
積
す
る
地
区
等
に
お

い
て
は
、
荷
さ
ば
き
の
た
め
の
駐
車
施
設
の
整
備
を

推
進
す
る
。

ま
た
、
地
区
レ
ベ
ル
で
の
民
間
に
よ
る
整
備
を
誘

導
す
る
た
め
の
駐
車
施
設
整
備
に
関
す
る
制
度
の
創

設
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
建
築
物
に
は
駐
停
車
ス
ペ
ー
ス
等
の
設
置
を
義
務

付
け
る
こ
と
と
し
、
こ
の
た
め
の
指
針
を
策
定
す
る
。図 6 路上駐車施設のイメージ

六

附
置
義
務
駐
車
場
の
整
備

現
在
、
全
国
の
一
〇
三
都
市
で
附
置
義
務
条
例
が

定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
十
分
普
及
し
て
い
る
と
は
い

え
ず
、
ま
た
、
現
行
の
附
置
義
務
条
例
の
ほ
と
ん
ど

は
、
建
築
物
の
用
途
を
細
分
し
て
基
準
を
適
用
し
て

い
な
い
こ
と
、
大
規
模
建
築
物
に
の
み
適
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
実
態
に
即
し

た
基
準
に
よ
り
附
置
義
務
駐
車
場
の
適
切
な
整
備
を

進
め
る
。
ま
た
、
附
置
義
務
基
準
の
見
直
し
、
地
方

公
共
団
体
に
よ
る
駐
車
場
附
置
義
務
条
例
制
定
を
促

進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
小
規
模
建
築
物
の
附

置
義
務
駐
車
場
等
に
関
し
て
、
共
同
し
て
駐
車
場
整

備
を
行
う
制
度
を
確
立
す
る
。

七

住
宅
系
地
域
に
お
け
る
駐
車
対
策
の

推
進

･

違
法
駐
車
が
著
し
い
集
合
住
宅
周
辺
の
地
区
等
に

お
い
て
、
集
合
住
宅
等
に
対
す
る
駐
車
場
の
附
置
義

務
基
準
の
見
直
し
等
を
行
う
。

ま
た
、
各
地
方
公
共
団
体
が
定
め
る
宅
地
開
発
等

指
導
要
綱
に
関
し
、
駐
車
場
確
保
基
準
の
指
針
を
作

成
す
る
。
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■
特
葉
/
平
成
璽
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策
濃
樹讓
讓
壤
瀦
癩
灘
榊
鱗
壤
騨
讓
濃
繊癩鍬蝋

商
業
市
街
地
振
興
整
備
⑭
燈
鱗
の

遭
離
整
備
⑭
維
進

建
設
省
道
路
局

市
町
村
道
室

度
の
重
点
施
策
と
し
て
と
り
あ
げ
る
と
と
も
に
、
さ

ら
に
商
業
地
域
の
振
興
整
備
を
進
め
る
た
め
、
生
活

関
連
経
費
重
点
化
枠
分
を
確
保
す
べ
く
概
算
要
求
し

て
い
る
。

商
業
市
街
地
の
振
興
整
備
を
進
め
る
上
で
の
、
道

路
整
備
サ
イ
ド
か
ら
の
不
可
欠
な
施
策
と
し
て
は
、

①

魅
力
あ
る
商
店
街
の
創
出
に
資
す
る
道
路
空

間
の
整
備

②

人
や
物
資
の
集
散
を
支
え
る
駐
車
場
等
の
整

備
③

商
店
街
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の
幹
線

道
路
の
整
備

等
あ
り
、
道
路
事
業
等
に
よ
り
さ
ら
に
強
力
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
以
下
、
道
路
重
点
の

部
分
を
中
心
に
、
建
設
省
全
体
の
施
策
も
折
り
交
ぜ

一

は
じ
め
に

地
域
の
活
性
化
･
振
興
を
図
る
上
で
、
地
域
地
域

個
々
の
課
題
が
あ
り
、
そ
の
対
応
を
図
る
た
め
各
種

施
策
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
近
年
全

国
的
な
課
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
つ
つ
あ

る
も
の
に
、
既
存
の
商
店
街
の
活
性
化
を
中
心
と
し

た
商
業
市
街
地
の
振
興
整
備
が
あ
る
。

既
存
の
商
店
街
で
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
の
中
、
駐
車
、
駐
輪
施
設
の
不
足
、
商
店
街
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
の
立
ち
遅
れ
、
商
業
空
間

と
し
て
の
魅
力
の
薄
れ
等
に
よ
り
、
商
店
街
の
利
用

者
に
対
す
る
利
便
性
お
よ
び
商
店
街
と
し
て
の
相
対

的
な
魅
力
の
低
下
を
招
き
、
地
盤
沈
下
が
進
行
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
数
見
ら
れ
る
。

折
し
も
、
大
規

模
小
売
店
舗
法
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
従
来

大
規
模
店
舗
の
立
地
が
抑
制
さ
れ
て
い
た
地
域
に
お

い
て
、
大
規
模
店
舗
の
進
出
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
既
存
の
商
店
街
が
大
き
な
影
響
を
受

け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
逆
に
進
出
し
て

く
る
大
規
模
店
舗
を
活
用
し
、
そ
れ
を
核
と
し
て
、

地
元
の
商
店
街
と
一
体
と
な
っ
た
新
し
い
商
業
集
積

拠
点
の
形
成
を
進
め
る
施
策
の
展
開
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
既
存
の
商
店
街
に
お
い
て
は
活
力
･

魅
力
を
取
戻
し
、
郊
外
部
等
に
お
い
て
は
、
地
元
の

中
小
商
業
者
の
参
画
の
も
と
に
、
大
規
模
店
舗
と
共

生
し
う
る
商
業
市
街
地
の
振
興
整
備
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
建
設
省
に
お
い
て

は
、
商
業
市
街
地
の
振
興
整
備
の
推
進
を
平
成
三
年
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つ
つ
紹
介
す
る
。

設
省
の
重
点
施
策
の
基
本
ス
キ
ー
ム
を
図
1
に
示
す
。

施
策
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
ま
ず
、
市
町
村

二

基
本
ス
キ
ー
ム
(建
設
省
全
体
)

基
本
ス
キ
ー
ム
は
、
商
業
振
興
整
備
基
本
計
画
の
策

が
商
店
街
振
興
組
合
等
と
調
整
を
図
り
つ
つ
策
定
す

2

定
お
よ
び
そ
の
計
画
等
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
を
柱

る
商
業
地
域
振
興
整
備
基
本
計
画
の
策
定
に
対
す
る

商
業
市
街
地
の
振
興
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
建

と
し
て
い
る
。

助
成
を
行
う
と
し
て
い
る
。
計
画
の
内
容
と
し
て
は
、

道
路
･
公
園
等
の
基
盤
施
設
、
共
同
商
業
ビ
ル
等
の

建
物
整
備
、
快
適
な
買
物
･
商
業
空
間
を
創
出
す
る

た
め
の
景
観
･
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
整
備
や
商
店
街
振
興

の
ソ
フ
ト
の
施
策
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
等

に
つ
い
て
の
基
本
的
方
向
が
主
要
な
部
分
と
な
る
。

策
定
さ
れ
た
計
画
は
、
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
経

由
で
国
に
報
告
さ
れ
、
国
に
お
い
て
そ
の
計
画
は
了

知
さ
れ
る
。

さ
ら
に
了
知
さ
れ
た
商
業
地
域
振
興
整
備
基
本
計

画
お
よ
び
特
に
緊
急
を
要
す
る
地
区
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
等
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
既
存
の
商
店
街
活

性
化
に
関
す
る
計
画
等
に
基
づ
き
、
道
路
事
業
、
土

地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等
に
よ
り

関
連
公
共
施
設
の
整
備
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

道
路
重
点
で
は
、
建
設
省
全
体
の
基
本
ス
キ
ー
ム

を
踏
ま
え
、
実
施
計
画
策
定
の
助
成
お
よ
び
関
連
事

業
の
重
点
実
施
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
以
下
三

に
お
い
て
そ
の
詳
細
な
内
容
を
説
明
す
る
。

知

鞠
了

縣

の

府随

画

　

　

告端
本

　
　　商 業 地 域 振 興

を也

基

方

備

獏

整

轢

各省 の 支 援 措 置

三

道
路
重
点
の
施
策

ー

商
業
地
区
活
性
化
に
関
す
る
計
画
の
作
成

商
業
地
域
振
興
整
備
基
本
計
画
等
に
留
意
し
つ
つ
、

景
観

･

ア
メ
ニ
テ
ィ

図 1 基本スキーム

･◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇●

鬮圓 商店街振興組
合等との調整

商業地域振興整備基本計画の作成



｢商
業
地
区
活
性
化
に
関
す
る
計
画

(以
下

｢商
業

地
区
活
性
化
計
画
｣
と
い
う
)｣
を
策
定
す
る
約
四
〇

地
区
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
計
画
策
定

費
の
補
助
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

計
画
は
、
幹
線
道
路
、
交
通
広
場
、
駐
車
場
･
駐

輪
場
、
キ
ャ
ブ
等
の
基
盤
施
設
に
つ
い
て
そ
の
面
的

整
備
計
画
を
中
心
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
、
沿
道
建
築
物
の
建
替
･
共
同
化
等
の
整
備
計

画
、
商
業
振
興
策
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
計
画

を
盛
り
こ
ん
で
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
計

画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
商
業
地

域
振
興
整
備
基
本
計
画
の
場
合
と
同
様
に
、
道
路
事

業
等
を
重
点
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

2

関
連
す
る
道
路
事
業
等
の
重
点
実
施

商
業
地
域
振
興
整
備
基
本
計
画
、
商
業
地
区
活
性

化
計
画
、
さ
ら
に
は
市
町
村
等
に
お
い
て
自
主
的
に

策
定
さ
れ
た
既
存
の
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
、
道
路

事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
り
関
連
す
る
道

路
整
備
を
事
業
費
二
、
三
九
五
億
円

(生
活
関
連
重

点
化
枠
分
除
く
)
を
も
っ
て
約
六
〇
〇
地
区
に
お
い

て
重
点
的
、
機
動
的
に
実
施
す
る
。
事
業
の
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
は
、
商
業
市
街
地
の
利
便
性
の
向
上
お
よ

び
快
適
で
魅
力
あ
る
道
路
空
間
の
整
備
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
実
施
す

る

(図
2
)。

=

商
店
街
の
目
抜
き
通
り
の
整
備

沿
道
に
商
店
街
が
並
ぶ
商
業
地
区
内
の
目
抜
き
通

り
に
つ
い
て
、
拡
幅
整
備
、
街
な
み
景
観
整
備
等
を

例業事

灯 (交通安全事業等)

)

等

)

等

業

　
　

事

ク

ィ

ド

一

テ

一

パ

イ

ロ

ド

エ

　

　

　

補助 ･融資
高級舗装(カラー舗装等) (コミュニティ道路整備事業等)

電線類の地中化(キャプ) (キャブ事業、共同溝事業等)

トリートフアニチャ
(ベンチ 彫刻等)

転車駐車場 (有料融資等)
道
路
事
業
等
に
よ
り
実
施
し
、.道
路
空
間
を
魅
力
あ

る
快
適
な
も
の
と
し
て
整
備
す
る
。

補助 ･融資
冬期の交通空間の確保 (スノートピア道路事業等)

図 2 道路事業で実施可能な代表的メニュー

融資
広 幅 員 歩 道 の 設 置 (マイロード事業等)

遊 歩 道 ･ モ ー ル 化 (交通安全事業等)
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②

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
･
歩
行
者
専
用
道
の
整
備

商
業
地
区
に
お
け
る
買
物
行
動
は
、
見
て
歩
く
こ

と
を
基
本
と
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
商
業
地

区
に
お
け
る
歩
行
空
間
を
魅
力
的
で
か
つ
安
全
と
す

る
た
め
、
交
通
安
全
事
業
等
に
よ
り
歩
道
設
置
、
歩

行
者
専
用
道
路
の
整
備
等
を
重
点
的
に
行
う
。

③

駐
車
場
･
駐
輪
場
の
整
備

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
の
中
、
交
通
行
動

が
自
動
車
中
心
で
あ
る
た
め
、
商
店
街
の
利
用
者
も

自
動
車
を
使
う
場
合
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
現
在
不
足
し
て
い
る
商
業
地
域
に
お
け
る
駐

車
場
の
整
備
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
に
よ
っ
て
は
、
自
転
車
が
買
物
の
た

め
の
主
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、

駐
輪
場
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

④

キ
ャ
プ
事
業
等
に
よ
る
電
線
類
の
地
中
化

よ
り
快
適
で
魅
力
的
な
商
業
空
間
を
創
出
す
る
た

め
、
キ
ャ
ブ
事
業
等
を
重
点
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
電
線
類
の
地
中
化
を
推
進
す
る
。

③

道
路
景
観
の
整
備

カ
ラ
ー
舗
装
、
道
路
緑
化
等
に
よ
り
道
路
空
間
を

整
備
し
、
優
れ
た
景
観
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
商
業
空
間
を
整
備
す
る
。

◎

商
業
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

利
用
者
の
立
場
か
ら
商
店
街
の
選
択
を
考
え
た
場

合
、
対
象
と
な
る
商
店
街
へ
の
ア
ク
セ
ス
ビ
リ
テ
ィ

国

　
　
　

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

鍵
=
タ
キ　
　
　

◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐

共同商業ピ

□霊廟同藏也中化(キャヒ塞霊園口

図 3 イメージ図



が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
場
合
が
多
い
。

た
と
え
ば
大
規
模
店
舗
が
郊
外
に
立
地
す
る
強
い
理

由
と
し
て
、
そ
の
商
品
揃
え
の
豊
富
さ
も
あ
る
が
、

駐
車
場
等
を
含
め
た
ア
ク
セ
ス
ビ
リ
テ
ィ
の
よ
さ
が

一
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
商
業
市
街
地
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
必
要

と
な
る
商
店
街
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
等
を
重

点
的
に
実
施
す
る
。

四

お
わ
り
に

既
存
の
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
そ

の
関
連
す
る
基
盤
整
備
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
基

盤
の
一
つ
で
あ
る
道
路
の
整
備
は
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
、
商
店
街
は
、
そ
の
市
町
村
に
と

っ
て
中
核
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
場
合
が
多
く
、

そ
の
振
興
･
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
対

象
と
な
る
市
町
村
全
体
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
地
域
振
興
施
策
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
は
大
店
法
の
改
正
等
既
存
商
店
街
を

取
り
ま
く
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
よ
り
一
層
商
業
市
街
地
の
振
興
整
備
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
建
設
省
に
お
い
て
は
、
通

常
分
に
加
え
て
生
活
関
連
の
別
枠
予
算
を
要
求
し
て

お
り
(う
ち
道
路
関
係
一
四
九
億
円
)、
通
常
分
と
合

わ
せ
て
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
誌
は
、
本
年
四
月
の
創
刊
以
来
、
皆
様
の
御
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、

誌
面
の
な
お
一
層
の
充
実
の
た
め
、
読
者
の
皆
様
方
か
ら
の
原
稿
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

日
頃
道
路
･
道
路
行
政
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
現
場
か
ら
の
生
の
話
題
、
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
、
海
外
等
へ
の
出
張
報
告
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
立
場
か
ら
自
由
に
テ
ー
マ
を
選
び
、

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
j
一
〇
枚
程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

奮
っ
て
の
御
応
募
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
投
稿
原
稿
の
採
否
、
掲
載
号
、
送
り
ガ
ナ
等
文
章
表
現
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務

局
に
御
一
任
下
さ
い
。
掲
載
原
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

宛
先

〒
一
〇
〇

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
-

一
-
三

建
設
省
道
路
局
路
政
課
内

｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣
事
務
局
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鬮
特
集
/
平
威
亘
年
度
遵
騰
関
係
重
点
施
驚

き
≦
‘

※

ぷ袴
釣
淺
謬
を
※
茨
姿
浚
箋
珍
"

饉
鱸
竈
地
◎
傑
綸
と
萎
れ
癰
嚢
え
る

週
蟠
整
備
◎
雑
進

建
設
省
道
路
局
地
方
道
課

一

施
策
の
概
要

我
が
国
は
比
類
の
な
い
経
済
発
展
を
遂
げ
、
国
全

体
の
経
済
力
は
世
界
有
数
と
な
っ
て
い
る
一
方
、

個
々
人
の
暮
ら
し
の
上
で
の
生
活
実
感
と
し
て
は
十

分
な
豊
か
さ
を
享
受
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
様
々
な

面
が
あ
る
。
中
で
も
、
大
都
市
地
域
を
中
心
と
し
た

良
好
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
は
欧
米
諸
国
に
比
べ
立
ち
遅

れ
て
お
り
、
そ
の
充
実
が
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
現

し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

良
好
な
住
宅
お
よ
び
宅
地
の
供
給
を
促
進
す
る
た

め
に
は
、
最
も
基
本
的
な
基
盤
施
設
で
あ
る
道
路
整

備
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
道
路
整
備
の

促
進
に
よ
り
、
従
前
、
住
宅
･
宅
地
開
発
が
進
ん
で

い
な
か
っ
た
地
域
に
開
発
へ
の
強
力
な
呼
び
水
を
与

え
る
こ
と
と
な
る
と
と
も
に
、
既
成
市
街
地
に
お
い

て
は
、
通
勤
･
通
学
路
の
未
整
備
等
、
い
わ
ゆ
る
足

な
し
団
地
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
便
性
が
大

き
く
向
上
す
る
等
、
大
き
な
効
果
が
あ
る
。

ま
た
、
全
宅
地
供
給
量
の
四
0
%
を
担
う
土
地
区

画
整
理
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
整
備

と
あ
わ
せ
て
宅
地
の
一
体
的
整
備
が
図
ら
れ
、
健
全

な
市
街
地
の
形
成
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

建
設
省
に
お
い
て
も
、
先
の
第
一
一
八
国
会
で
改

正
さ
れ
た
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
お
よ
び
住
宅

地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
等
を
活
用

し
、
広
域
的
な
観
点
か
ら
、
国
と
関
係
地
方
公
共
団

体
が
一
体
と
な
っ
て
総
合
的
な
住
宅
･
宅
地
供
給
策

に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

都
市
局
区
画
整
理
課

道
路
局
高
速
国
道
課

道
路
局
市
町
村
道
室

道
路
事
業
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
、
住
宅
建
設

事
業
、
宅
地
開
発
事
業
に
関
連
し
て
必
要
な
道
路
の

整
備
を

｢住
宅
宅
地
関
連
道
路
｣
と
し
て
重
点
的
に

整
備
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
通
常
の
予
算
と
あ
わ
せ
て
、
住
宅
宅

地
関
連
公
共
施
設
整
備
促
進
事
業
等
の
既
存
の
制
度

を
活
用
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
三
年
度
に
お
い
て
は
、
大
都
市
地
域
等
に
お

け
る
住
宅
宅
地
の
供
給
を
促
進
す
る
た
め
、
以
下
の

施
策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

①

望
ま
し
い
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

を
図
り
つ
つ
地
域
の
良
好
な
生
活
環
境
･
交
通

環
境
を
創
造
す
る
た
め
、
住
宅
宅
地
の
供
給
に

必
要
と
な
る
道
路
に
係
る
基
本
計
画

(
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
)
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
道
路

◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇'◇‐◇‐◇‐◇‐◇◆◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐



土地区画整理事業の推進

　ン

セス道路
、 アクセス道路

バスストップ 　場、車-P
駐

.･

ドアンドレ

事
業
を
推
進
す
る
。

②

住
宅
地
の
通
勤
条
件
の
向
上
を
図
る
鉄
道
駅

結
節
総
合
整
備
事
業
、
高
速
道
路
と
鉄
道
を
有

機
的
に
活
用
す
る
ロ
ー
ド
ア
ン
ド
レ
ー
ル
事
業

等
、
道
路
事
業
の
各
種
施
策
を
総
合
的
、
計
画

的
に
推
進
す
る
。

③

宅
地
開
発
誘
導
道
路
整
備
推
進
制
度
お
よ
び

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
制
度
の
拡
充
を
行

う
等
、
住
宅
宅
地
の
供
給
を
促
進
す
る
道
路
事

業
の
一
層
の
推
進
を
図
る
。

な
お
、
基
本
計
画
の
策
定
は
都
府
県
の
策
定
す
る

住
宅
宅
地
供
給
基
本
計
画
に
対
応
し
て
策
定
す
べ
く
、

現
在
、
詳
細
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
下
に
住
宅
宅
地
関
連
の
各
種
道
路
事
業
の
概
要

を
述
べ
る
。

一
一
各
種
事
業
の
概
要

1

宅
地
開
発
誘
導
道
路
整
備
推
進
制
度

1

目
的

大
都
市
圏
等
の
既
成
市
街
地
周
辺
部
に
お
け
る
、

広
範
囲
に
宅
地
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
予
定
さ
れ

て
い
る
地
域
に
つ
い
て
、
当
該
地
域
へ
の
交
通
ア

ク
セ
ス
と
な
る
根
幹
的
な
道
路
『
宅
地
開
発
誘
導

道
路
｣
と
い
う
)
を
先
導
的
に
整
備
し
、
一
群
の

宅
地
開
発
を
積
極
的
に
起
動
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

住宅宅地の侠綸とそれを支える進路整備の推進◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇･◇'◇･◇

インターチェンジ 幹線道路(国道等)

アクセス道路

ノゞススハッフo

住宅宅地関連道路事業の総合的推進



2

施
策
の
概
要

の

対
象
地
域

本
制
度
を
適
用
す
る
地
域
は
次
に
掲
げ
る

地
域
の
う
ち
国
土
利
用
計
画
法
に
定
め
る
監

視
区
域
が
設
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
と
す
る
。

ア

首
都
圏
整
備
法
に
規
定
す
る
既
成
市
街

地
、
近
郊
整
備
地
帯
又
は
都
市
開
発
区
域

イ

中
部
圏
開
発
整
備
法
に
規
定
す
る
都
市

整
備
区
域
又
は
都
市
開
発
区
域

ウ

近
畿
圏
整
備
法
に
規
定
す
る
既
成
都
市

区
域
、
近
郊
整
備
区
域
又
は
都
市
開
発
区

域
エ

住
宅
不
足
の
著
し
い
県
庁
所
在
都
市
又

は
通
勤
圏
内
人
口
二
五
万
以
上
の
都
市
の

通
勤
圏

②

施
策
の
内
容

ア

宅
地
開
発
誘
導
道
路
の
指
定

建
設
大
臣
は
、
都
道
府
県
知
事
の
申
請

に
基
づ
き
根
幹
的
道
路
に
つ
い
て
、
そ
の

整
備
を
先
導
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

一
群
の
宅
地
開
発
が
見
込
め
る
道
路
で
そ

の
概
ね
%
以
上
の
区
間
が
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
り
適
切
な
開
発
利
益
を
吸
収
し

つ
つ
整
備
さ
れ
、
当
該
区
域
内
に
お
け
る

土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
面
積
の
合
計

が
三
0
m
以
上
あ
り
、
四
車
線
以
上
で
整

備
さ
れ
る
道
路
を
宅
地
開
発
誘
導
道
路
と

し
て
指
定
す
る
。

イ

宅
地
開
発
誘
導
道
路
の
整
備

指
定
を
受
け
た
宅
地
開
発
誘
導
道
路
等

に
つ
い
て
は
、
通
常
の
道
路
事
業
及
び
宅

地
開
発
誘
導
道
路
を
施
行
地
区
に
含
む
土

地
区
画
整
理
事
業
を
重
点
的
に
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
整
備
の
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
宅
地
開
発
誘
導
道
路
を
施
行
地
区
に

含
む
か
又
は
宅
地
開
発
誘
導
道
路
周
辺
の

一
定
区
域
内
で
実
施
さ
れ
る
組
合
等
土
地

区
画
整
理
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
採

択
基
準
の
緩
和
措
置
を
行
う
。

の

施
行
地
区
面
積
が

｢原
則
と
し
て
一

○
如
以
上
｣
を

｢原
則
と
し
て
五
m
以

上
｣
と
す
る
。

の

｢施
行
地
区
の
面
積
が
二
0
m
未
満

の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
幅
員
一
二
m
以

上
の
都
市
計
画
道
路
の
用
地
買
収
方
式

事
業
費
が
総
事
業
費
の
三
分
の
一
以
上

で
あ
る
こ
と
。｣
の
要
件
は
適
用
し
な

い
。

3

予
想
さ
れ
る
効
果

○

宅
地
開
発
誘
導
道
路
の
整
備
に
よ
り
一
群

の
宅
地
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
動
さ
せ
、

良
好
な
宅
地
供
給
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
で

き
、る
%

②

周
辺
の
市
街
化
に
先
行
し
て
道
路
整
備
を

?

行
う
こ
と
に
よ
り
、
道
路
整
備
費
用
の
軽
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

道
路
整
備
の
計
画
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
発
者
の
協

力
を
得
つ
つ
道
路
の
整
備
が
可
能
と
な
る
。

な
お
、
本
制
度
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
指

定
要
件
の
う
ち
当
該
区
域
内
に
お
け
る
土
地
区
画
整

理
事
業
の
施
行
面
積
を
三
0
m
か
ら
一
六
娠
に
、
整

備
さ
れ
る
道
路
の
車
線
数
を
必
要
に
応
じ
て
四
車
線

か
ら
二
車
線
に
緩
和
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

2

鉄
道
駅
結
節
総
合
整
備
事
業

1

目
的

大
都
市
圏
及
び
そ
の
近
郊
の
、
新
興
住
宅
地
を

有
す
る
駅
勢
圏
を
対
象
に
、
バ
ス
路
線
等
の
ア
ク

セ
ス
道
路
や
キ
ス
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
用
駅
前
広
場
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
用
駐
車
場
等
に
関
す
る
総

合
的
な
整
備
計
画
を
策
定
し
、
当
該
計
画
に
基
づ

き
関
連
諸
施
設
の
整
備
を
重
点
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
新
規
バ
ス
路
線
の
導
入
や
駅
周
辺
部

の
通
勤
時
の
渋
滞
解
消
を
図
り
、
新
興
住
宅
地
か

ら
都
心
へ
の
通
勤
時
間
距
離
を
短
縮
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
通
勤
環
境
の
良
好
な
住
宅
地
の
供
給
を

促
進
す
る
。



鬮

事
業
者
、
そ
の
他
関
係
者
か
ら
な
る
協
議
会

き
ジ

に
よ
る
、
通
勤
ル
ー
ト
と
な
る
バ
ス
路
線
、

　　

そ
れ
を
補
完
す
る
そ
の
他
の
ア
ク
セ
ス
道
路

宅地開発誘導道路開発イメージ図

及
び
駅
前
広
場
、
駐
車
場
等
の
整
備
計
画
の

策
定
、
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
関
連
事
業
の
重

点
実
施
。

②

整
備
計
画
の
内
容

ア

〔
ハ
!
ド
施
策
〕

例

住
宅
地
と
鉄
道
駅
を
結
ぶ
バ
ス
路
線

等
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

の

鉄
道
駅
前
の
整
備

(駅
前
広
場
、
駐

車
場
、
駐
輪
場
等
)

@

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
用
の
駐
車
場

整
備
、
キ
ス
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
用
の
駅
前

広
場
整
備

ピーク時渋滞区間(朝)

スバ 鑓平 常 時 約 55
ピーク時 20 $

ウン ピ“艇遼塞墾も(朝)

バス路線

心

　

　
　

　

　　
　

B 駅

′
夢

都心までの所要時間(分)

ノでス 鰐 計
短 縮 効 果

スバ 鑓 計

平 常 時
m 50 60

ハU にJ 広U
10 ro おピーク時

イメージ図 (新規バス路線の導入例)例

イ

〔ソ
フ
ト
施
策
〕

が

例

バ
ス
路
線
の
見
直
し
、
ダ
イ
ヤ
調
整

等

3

予
想
さ
れ
る
効
果

①

通
勤
時
間
距
離
の
短
縮
に
よ
り
、
都
心
地

区
へ
の
通
勤
可
能
な
新
興
住
宅
地
の
供
給

②

バ
ス
の
定
時
性
確
保

③

駅
周
辺
部
の
交
通
渋
滞
の
解
消

　

　
　

　

　
　

,.◆
“

市

ウ　
　-ユ二

ウ　
　ー

一戸

　
　
　
　

　

　
　
　

現況バ

住宅宅地の供給とそれを支える道路整備の推進 ･◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐



3

ロ
ー
ド
ア
ン
ド
レ
ー
ル
事
業

1

目
的

高
速
道
路
等
と
鉄
道
と
の
結
節
点
を
整
備
し
、

団
地
直
結
バ
ス
等
か
ら
鉄
道
へ
の
乗
り
替
え
を
容

易
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
心
へ
の
新
た
な
流
入

手
段
を
提
供
し
、
交
通
の
利
便
性
の
向
上
と
併
せ

高
速
道
路
沿
線
の
未
利
用
地
の
宅
地
開
発
の
誘
導

を
図
る
。

2

施
策
の
概
要

の

高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
及
び
タ
ー

　　　　　　　　　　　　
(鉄道) ;浦 歩　

　
　

　
　

　
　
　　
　　　

　
　
　　
　　　

-回
線
　
　

　
　
　
　
　
圓

　
　
　

　
　
　

　

　

　
　

通

′

鰻

(

　　　　　　　
(住宅団地) (団地直結パ

鉄道と R & R 利用の比較例

(R & R利用パターンの例)

　　　　

ミ
ナ
ル
ビ
ル
等
結
節
点
の
整
備
計
画
を
策
定

し
、
沿
道
の
宅
地
開
発
の
計
画
的
な
誘
導
を

図
る
。

②

バ
ス
ス
ト
ッ
プ

･
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
･
駐

車
場
等
を
民
間
活
力
を
活
用
し
つ
つ
、
一
体

的
に
整
備
し
、
団
地
直
結
バ
ス
等
と
鉄
道
と

を
連
結
す
る
。

3

予
想
さ
れ
る
効
果

の

都
心
へ
の
交
通
流
入
の
円
滑
化
。

②

新
た
な
通
勤
形
態
の
創
出
に
よ
る
宅
地
開

発
効
果
。

4

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
補
助
制
度
の
拡
充

1

目
的

大
都
市
圏
等
に
お
い
て
、
住
宅
宅
地
問
題
は
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
市
街
化
区
域
内
農
地
に
つ
い
て
は
、
大
都

市
圏
に
お
い
て
六
五
、0
0
o
m
も
あ
り
、
そ
の
う

ち
約
六
五
%

(東
京
圏
の
場
合
)
が
、
散
在
す
る

五
m
以
下
の
小
規
模
農
地
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
今

年
度
、
大
都
市
法
の
改
正
に
よ
り
土
地
区
画
整
理

促
進
区
域
の
面
積
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
土
地
所
有
者
が
主
体
と
な
っ
た

土
地
区
画
整
理
事
業
を
、
積
極
的
に
活
用
し
て
住

宅
宅
地
供
給
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
小
規
模
な
土
地
区
画
整
理
事
業
に
対
す

る
補
助
制
度
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
組
合
等
及

び
公
共
団
体
等
区
画
整
理
補
助
事
業
に
つ
い
て
施

行
面
積
に
係
る
採
択
基
準
を
緩
和
す
る
も
の
で
あ

る
。

2

施
策
の
概
要

の

組
合
等
区
画
整
理
補
助
事
業
の
施
行
面
積

に
係
る
採
択
基
準
を
、
特
定
土
地
区
画
整
理

事
業
で
、
整
備
済
み
又
は
整
備
さ
れ
る
こ
と

が
確
実
な
道
路
に
接
続
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
｢五
m
以
上
｣
か
ら

｢二
齦
以
上
｣
に
引

き
下
げ
る
。

②

公
共
団
体
等
区
画
整
理
補
助
事
業
の
施
行

面
積
に
係
る
採
択
基
準
を
｢二
m
以
上
｣
と
引

き
下
げ
る
要
件
を

｢特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
又
は
一
体
的
か
つ
総
合
的
に
市
街
地
の
再

開
発
等
を
推
進
す
べ
き
地
区
に
係
る
事
業
で
、

整
備
済
み
又
は
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
な

道
路
に
接
続
す
る
事
業
｣
と
改
正
す
る
。

3

予
想
さ
れ
る
効
果

市
街
化
区
域
内
の
小
規
模
点
在
農
地
に
お
け
る

土
地
区
画
整
理
事
業

(と
く
に
、
地
権
者
主
導
に

よ
る
組
合
施
行
土
地
区
画
整
理
事
業
)
の
事
業
化

が
促
進
さ
れ
、
住
宅
･
宅
地
供
給
の
促
進
と
無
秩

序
な
市
街
地
形
成
の
防
止
が
図
ら
れ
る
。

◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐ ◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐



鬮
特
簾
/
軍
戚
璽
隼
度
道
路
関
係
重
点
施
驚

き
礬焚
き〆
対
瀦
礬
皺
礬
鰍孃
礬
鬘
廳
礬
灘
増
溺

キ
ャ
ブ
ジ
ス
テ
壷
整
備
事
業
◎
推
進

-
-新
燈
な
計
画
彊
よ
る
地
嘩
化
範
囲
の
拡
大
-
-

建
設
省
道
路
局
国
道
第
一
課
共
同
溝
係
長

楠

丈
隆

一

電
線
類
の
地
中
化
事
業
の
背
景

道
路
は
日
常
生
活
お
よ
び
経
済
活
動
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
最
も
普
遍
的
か
つ
基
礎
的
な
交
通
空

間
で
あ
る
が
、
同
時
に
表
1
の
と
お
り
環
境
空
間
お

よ
び
ガ
ス
、
上
下
水
道
、
電
気
等
の
公
益
施
設
の
収

容
空
間
等
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

一
般
に
、
公
益
施
設
は
道
路
下
に
埋
設
す
る
地
下

占
用
の
形
式
を
と
る
場
合
が
多
い
が
、
配
電
線
お
よ

び
電
話
線
等
は
、
通
常
上
空
占
用

(架
空
線
)
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
支
持
物
で
あ
る
電
柱
は
主
に
歩
道

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
電
柱
は
歩
道
の
有
効
幅

員
を
狭
め
、
歩
行
者
、
自
転
車
、
車
椅
子
等
の
通
行

の
妨
げ
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
都
市
化
の
進
展
に
伴

い
上
空
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
電
線
は
、
都
市
内
に

お
い
て
消
防
活
動
に
著
し
い
支
障
を
与
え
て
い
る
場

合
が
あ
る
。

電
線
類
の
地
中
化
を
図
る
こ
と
は
、
前
記
理
由
の

ほ
か
災
害
時
の
安
全
性
、
二
次
災
害
の
発
生
防
止
、

避
難
路
の
確
保
等
の
都
市
防
災
上
か
ら
も
そ
の
重
要

性
は
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
良
好

な
都
市
景
観
を
形
成
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
そ
の

効
果
が
高
い
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
道
路
の
持
つ
多
様
な
機
能
を
十
分

に
果
た
し
、
快
適
な
道
路
環
境
を
形
成
す
る
た
め
に
、

地
中
化
を
促
進
す
る
こ
と
は
非
常
に
有
意
義
な
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
電
気
、
通
信
事
業
に
お
い
て
も
事

故
率
の
低
下
な
ど
安
定
性
の
向
上
に
も
寄
与
し
て
い

る
。
今
後
高
度
情
報
化
社
会
の
到
来
を
迎
え
、
道
路

を
占
用
す
る
電
線
類
の
需
要
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、

　　

　

　
　

　
　
　

歩

エ

道

両
損
隊

　　
　

　

　

　

　

　
　

　②
礬≦聾礬き等
③防災空間 - - - - 火災の遮断、 災害時の避難、救援物資の輪送等

④環境空間- - - -良好な都市景観の創造等
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表 2 地中化の効果

効 果 項 目 内 容

都

市

防

災

の

向

上

A 火災時の消防活動の円

滑化

A - 1 はしご車、シュノーケル車の消火 ･救助活動支障の解消
A - 2 (支障電線切断による停電に伴う )
建築防災設備の機能支障、避難支障の解消

B 大震災時の被害低減

B - 1 震災時の配電設備被害の低減、および停電発生による都市活動支障の低減
B ー 2 電柱倒壊、変圧器落下、電線垂れ下り等による避難支障の解消
B - 3 震災時の消防活動支障の解消

(B - 1、 B - 2 を原因とする A - 1、 A ー 2効果)

C 安定供給の促進
C - 1 台風、雷、雪、塩害等による配電設備被害の低減
C - 2 大容量、高圧需要家 (地区) への供給信頼性の確保

D 感電車故の防止
D - 1 架空設備に伴う労務災害 (高所作業、感電事故) の防止
D ー 2 沿道建設工事や子供の遊び (タコ上げ等) に伴う感電事故の防止

E 道路交通の円滑化

E - 1 狭あい道路、交差点等での車両交通障害の防止

E - 2 電柱、交通標識の接近による交通標識誤認の防止
E - 3 歩道部設置に伴う歩行者 ･乳母車 ･車イス ･自転車等通行支障の解消

快

適

性

の

向

上

F 都市景観の向上

F - 1 (代表的市街地、商業業務地区での地中化)

地区イメージアップ :商業業務価値の向上
F - 2 (観光地、文化施設、文化財地区での地中化)

文化 ･観光資源の保全

F - 3 (主として居住地区での地中化)

眺望 ･開放感阻害要因の除去

G 道路空間等の有効利用

G - 1 道路上の植栽空間、歩行者通行空間等の拡充
G - 2 道路占用施設 (街灯 信 号 ･諸標識 イー参景施設等) の設置融通性
G - 3 宅地側での建築限界 (制約) の解消

H 都市機能の安定性確保
H - 1 上記 C - 1、 C 一 刻こ対応

(事故時の迅速な復旧への配慮を含む)

、 ＼緘

難じ′~ :
fずき

電
線
類
に
よ
る
弊
害
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
中
化
は
緊
急
の
課
題

る

"＼ ＼＼ ←◇ ▼ ゞ ふく蕁
蒸、 ＼ ＼ ＼トミ＼〉 と＼

キャプシステム完成後 キャブシステム完成前

写真 1 キャブシステム整備によるまちなみの変化



ニ

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム

従
来
の
電
線
類
の
地
中
化
方
法
と
し
て
は
、
直
理

方
式
、
お
よ
び
管
路
方
式
が
あ
る
が
、
今
後
の
高
度

情
報
化
社
会
に
対
応
可
能
な
地
中
化
の
手
段
と
し
て

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

キ
ャ
ブ
と
は
、
各
種
ケ
ー
ブ
ル
を
集
約
し
て
限
ら

れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
収
容
す
る
た
め
の
蓋
か
け
式
の
U

字
構
造
物
で
あ
る
。
キ
ャ
ブ
は
、
,電
話
線
、
電
力
線

の
み
な
ら
ず
、
今
後
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
等
の
普
及

に
も
配
慮
し
、
同
時
に
こ
れ
ら
に
係
る
施
設
も
収
容

可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
キ
ャ
ブ
を
主
体

と
し
た
地
中
化
方
式
を
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム

(0
奪
お

閃
o
×

Z
伐
者
o
｢寿
の
添
付
日
)
と
呼
ん
で
い
る
。

ケーフ与し

フソレ

キャブの標準的な断面図

ブ

ル

一

プ

ケ

一

話

ケ

電

話

し

電

　　　ラ
ル

ケ

フ

図

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
表
3
の
と
お
り
数
多
く
の

長
所
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
有
効
性
は
非
常
に
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
年
安
全
か
つ
円
滑
な
道

路
交
通
を
確
保
し
、
道
路
利
用
者
の
利
便
性
の
増
進

を
図
る
た
め
の
道
路
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性

の
高
い
情
報
伝
達
基
盤
と
し
て
も
必
要
性
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
。

表 3 地中化の方式別特徴

方 式 長 所 短 所

①直 埋 方 式 ･ 最も安価な方式である。 ま

し

び

返
た
堀

難

の

び

困

理
た

が

管

の

等

持
要

守

維
需

保

の
な

o
の

件
た

る

件

物
新
じ
物

客

、
生

容

収
た

が
収

②管 路 方 式 と

よ

与

間

こ

に

を

空

o

く

o
と

響

路

い

お

る

こ
影

道

な

て

減

る

の

の

え

し

は

と

へ
来
与

設
し

を

等

将

を

敷

返

り
事

、
陣

に

掘

被

工

た

支

分

'
土

路

ま

に

余

り

の
道

、
用

を

よ
定

、
ず

利

管
に

親

り

え

の

の

面

一

規
路

ケ

0

新
な

る

る

や
模

ず
あ

要
親

化
で

需
大

o
中
済

ル

、
う

地

経

プ

際

伴

に
不

一
の
を

々

、

ケ

み

し

個

く

な

込

返

が
多

た

き

掘

者

が

新
引
の
各

ス

③供給管共同溝
による 方 式

ス

よ

図

ガ

に

が

、
と

止

道
こ
防

棟
据
肋

上
容
返

、
収

掘

か

に

の

ほ
時

路

の
同

道

o

線
を

、
る

電

管

り

れ

時に整調象
あ

が

o

歓
繍
旙

高
予
か

も

用

が

最

占

間

④キャ プ 方 式 穫礬
寮
総
礬

蹴繊縫蹴雙
鰐

礬
饗
絲讓
嚢

る
･ぼがでれ腰笋齢

の
調
繖
ぬ

三

キ
ャ
プ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
状
況

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五

八
年
度
よ
り
昭
和
六
○
年
度
に
か
け
て
全
国
の
一
般

国
道
五
箇
所
に
お
い
て
試
験
施
工
を
実
施
し
、
技
術

上
の
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
昭

和
六
〇
年
四
月
に
、
学
識
経
験
者
、
関
係
省
庁
、
関

係
公
益
事
業
者
か
ら
な
る

｢キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
研
究

キヤブシステム整備事業の推進◇･◇･◇･◇



委
員
会
｣
を
発
足
さ
せ
、
同
一
〇
月
に
、
キ
ャ
ブ
シ

｢総
合
経
済
対
策
｣
が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、

ブ
ル
の
移
設
費
用
、
変
圧
器
な
ど
の
諸
設
備
に
対

ス
テ
ム
の
技
術
的
問
題
の
他
、
地
中
化
地
域
の
考
え

五
年
間
で
一
、
○
○
○
如
の
地
中
化
を
図
る
こ
と
と

す
る
費
用
は
す
べ
て
各
公
益
事
業
者
の
負
担
と
な

方
、
費
用
負
担
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
基
本
的
方
針

が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
電
線
類
の
地
中

化
は
大
都
市
の
中
心
部
の
主
要
道
路
等
を
主
体
に
行

い
、
一
〇
年
間
に
一
、
0
0
0
如
を
目
標
と
し
て
進

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
六
〇
年

一
〇
月
以

降
の
急
激
な
円
高
に
よ
り
、
差
益
還
元
問
題
が
顕
在

化
し
た
た
め
、
六
一
年
四
月
八
日
に
、
経
済
対
策
閣

僚
会
議
に
お
い
て
、
地
中
化
の
促
進
を
盛
り
込
ん
だ図 2 東京都中央区日本橋馬喰町におけるキャプの断面図

m

2

00【

0のめ

0の

oo[

位

　　

　　　

　　

五
年
間
で
一
、
○
○
○
如
の
地
中
化
を
図
る
こ
と
と

な
り
、
地
中
化
計
画
は
急
速
に
加
速
さ
れ
た
。
現
在

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
年
度
末
ま
で
に
全
国
で
一
、

○
○
○
如
の
地
中
化
を
推
進
す
べ
く
事
業
を
展
開
し

て
お
り
、
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
す
る
見
込
で
あ
る
。

四

地
中
化
の
課
題

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
現
在

一
〇
〇
以

上
の
都
市
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
方
々
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も

積
極
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
各
方
面
か
ら
叫
ば
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
電
線
類
の
地
中
化
は
、
次

の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
。

①

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
構
造
上
道
路
と
一
体
不

可
分
の
関
係
が
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
道
路
空
間
の

有
効
利
用
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
秩
序
あ
る

道
路
の
使
用
を
図
る
こ
と
は
道
路
管
理
者
の
責
務

で
あ
る
こ
と
、
道
路
管
理
者
等
の
物
件

(道
路
照

明
、
道
路
情
報
管
理
ケ
ー
ブ
ル
等
)
も
収
容
す
る

こ
と
、
さ
ら
に
道
路
の
重
要
な
機
能
の
一
つ
で
あ

る
情
報
空
間
が
創
出
で
き
る
こ
と
か
ら
、
道
路
本

体
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
キ
ャ

ブ
本
体
は
、
公
益
事
業
者
の
建
設
負
担
金
を
得
な

が
ら
道
路
管
理
者
が
整
備
す
る
こ
と
が
基
本
と
な

っ
て
い
る
が
、
単
独
地
中
化
の
場
合
を
含
め
ケ
ー

す
る
費
用
は
す
べ
て
各
公
益
事
業
者
の
負
担
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
費
用
が
非
常
に
高
く
、
特
に
電

力
会
社
に
と
っ
て
は
地
中
化
に
対
し
二
の
足
を
踏

ま
せ
て
い
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

②

こ
の
よ
う
な
地
中
化
に
対
す
る
設
備
の
投
資
は
、

そ
れ
事
態
に
収
益
性
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

多
大
な
負
担
は
公
共
料
金
に
跳
ね
返
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

③

現
在
の
地
中
化
の
対
象
範
囲
の
考
え
方
は
、
公

共
性
、
公
共
料
金
に
対
す
る
地
方
間
の
公
平
性
、

設
備
の
更
新
を
抑
え
る
た
め
の
需
要
の
安
定
性
等

か
ら
、
配
電
線
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
電
力
需
要

密
度
が
お
お
む
ね
一
二
○
、0
0
0
蜥
/
蛭
以
上
の

箇
所
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
電
力
需
要
密
度
と
は
、

あ
る
道
路
に
対
し
て
直
接
面
し
て
建
っ
て
い
る
建

物
の
敷
地
面
積
で
、
当
該
建
物
の
契
約
電
力
を
除

し
た
も
の
で
あ
り
、
一
二
○
、
0
0
0
蜥
/
蛭
の
具

体
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
三
ー
五
階
建
の
ビ
ル

が
ほ
ぼ
連
担
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

今
後
と
も
こ
れ
に
よ
り
地
中
化
を
す
る
こ
と
と

し
た
場
合
、
事
業
箇
所
が
少
な
く
、
か
つ
限
定
さ

れ
る
た
め
、
適
切
な
整
備
の
進
捗
が
得
ら
れ
な
い

可
能
性
が
あ
る
。

④

ま
た
、
地
域
か
ら
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る

箇
所
は
、
こ
の
範
囲
以
外
の
も
の
が
多
い
た
め
、

お
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結
果
と
し
て
要
望
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。

⑤

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
構
造
物
の
大
き
さ
、
支

障
物
件
の
移
設
の
必
要
性
等
か
ら
、
歩
道
幅
員
の

比
較
的
広
い
箇
所
に
し
か
設
置
で
き
な
い
等
の
技

術
的
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

五

今
後
の
地
中
化
の
方
針

平
成
三
年
度
以
降
も
積
極
的
に
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム

整
備
事
業
を
推
進
す
べ
く
現
在
新
た
な
計
画
を
策
定

し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
新
た
な
計
画
に
お
い
て
は
、

前
記
の
課
題
を
踏
ま
え
、
従
来
方
針
に
よ
る
整
備
と

と
も
に
地
域
の
要
望
に
応
え
つ
つ
円
滑
な
事
業
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
現
在
関
係
各

省
庁
と
調
整
中
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
建
設
省
と
し

て
の
今
後
の
進
め
方
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

①

電
線
類
の
地
中
化
は
、
道
路
の
持
つ
各
種
の
機

能
を
十
分
果
た
す
た
め
に
そ
の
必
要
性
が
高
い
地

域
か
ら
段
階
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
要
件
と
し
て
前
述
の
基
準
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
地
方
都
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
等
に
つ
い
て
は
、
基
準
に
達
し
て
い
な
く
て

も
そ
の
利
用
者
は
多
く
公
共
性
の
高
い
箇
所
で
あ

り
、
日
常
の
生
活
環
境
向
上
等
の
観
点
か
ら
も
地

中
化
の
必
要
性
は
特
に
高
い
と
考
え
ら
れ
、
こ
の

よ
う
な
箇
所
に
お
い
て
も
地
中
化
を
推
進
す
る
。

②

公
益
事
業
者
の
設
備
投
資
の
増
大
の
観
点
か
ら

も
適
切
な
範
囲
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
逆
に
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。
(工
事
費
軽
減
等
の
た
め
の
技
術
的

検
討
お
よ
び
助
成
措
置
等
)

③

大
規
模
小
売
店
舗
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
現
在

商
店
街
の
活
性
化
対
策
が
関
係
省
庁
で
緊
急
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
建
設
省
に
お
い
て
も
こ
れ
に
積

極
的
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
一
助

と
し
て
、
電
線
類
の
地
中
化
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

④

そ
の
他
、
ま
ち
な
み
景
観
保
存
等
の
観
点
か
ら

も
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

六

今
後
の
展
開

電
線
類
の
地
中
化
は
、
各
地
方
毎
に
道
路
管
理
者
、

電
線
管
理
者
、
関
係
省
庁
か
ら
な
る
電
線
類
地
中
化

協
議
会
を
設
置
し
、
そ
の
中
で
各
者
の
意
見
を
十
分

調
整
し
箇
所
、
延
長
等
の
基
本
構
想
を
策
定
し
、
こ

れ
に
従
い
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

平
成
三
年
度
か
ら
の
新
た
な
計
画
に
つ
い
て
も
地

方
協
議
会
に
お
い
て
調
整
を
図
り
な
が
ら
順
次
事
業

を
推
進
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

七

あ
と
が
き

電
線
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
電
柱
が
林
立
す
る
我

が
国
の
道
路
の
雑
然
と
し
た
風
景
は
、
欧
米
の
先
進

諸
国
の
都
市
の
整
然
と
し
た
風
景
と
比
較
す
る
と
、

そ
の
差
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
従
来
か
ら
電
線

類
の
地
中
化
要
望
は
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
昭
和
六

一
年
度
か
ら
本
格
的
に
地
中
化
が
実
施
さ
れ
ほ
ぼ
計

画
ど
お
り
推
進
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
で
も
我
が
国

の
地
中
化
率
は
、
全
国
平
均
で
は
三
%
程
度
で
あ
り
、

東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
と
い
っ
た
大
都
市
に
お
い
て

も

一
0
i
三
0
%
程
度
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
欧
米

の
先
進
諸
国
に
比
べ
依
然
低
水
準
の
ま
ま
で
あ
る
。

一
方
、
電
線
類
の
地
中
化
、
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の

整
備
は
、
い
ず
れ
の
箇
所
で
も
地
域
か
ら
好
評
を
得

て
お
り
、
未
実
施
地
区
で
は
地
域
住
民
か
ら
の
地
中

化
要
望
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
お
り
地
中
化
へ
の
一
層

の
期
待
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後

と
も
新
た
な
計
画
に
よ
っ
て
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
整
備

が
一
層
円
滑
に
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
関

係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で

あ
る
。

を鋏も
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圓
特
簾
/
平
成
亘
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策
壤
蝋藁
畿惚瀕
蝋癩
讓
纖
讓
讓
鬘
孃
飜孃
-鍬鱸
藁
轢羸
^

騰
草
間
情
報
シ
ス
テ
ム
⑭

整
備
の
雑
進
唱
つ
い
で

建
設
省
道
路
局
国
道
第
一
課
技
術
第
三
係
長

有
田

幸
司

一

は
じ
め
に

車
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ

ム
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
自

動
車
内
に
お
い
て
も
多
様
な
情
報
通
信
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
建
設
省
を
始
め
と

す
る
道
路
管
理
者
は
、
道
路
利
用
者
の
利
便
の
増
進

を
図
る
と
と
も
に
道
路
管
理
の
高
度
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
の
早
期
実
用
化
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
新
た
に
三
大
都
市
圏

に
お
い
て
所
要
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
路
草
間
情
報
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
を
ま
さ
に

図
ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
は
来
年

度
か
ら
本
格
的
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
取
り
組
む
路
車

間
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
そ
の
目
的
、
特
色
等
に

つ
い
て
概
略
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

降
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
の
目
的

道
路
管
理
者
は
、
道
路
利
用
者
の
道
路
交
通
情
報

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
に
応
え
る
べ
く
、
各
種

の
メ
デ
ィ
ア
が
実
用
化
さ
れ
る
に
従
い
、
こ
れ
ら
の

メ
デ
ィ
ア
を
導
入
し
て
、
道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム

の
高
度
化
を
進
め
て
き
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
道

路
情
報
板
、
路
側
通
信
シ
ス
テ
ム
、
道
路
情
報
タ
ー

ミ
ナ
ル
等
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
、
さ
ら
に
は
情
報
化

の
進
展
等
に
伴
い
、
道
路
交
通
情
報
に
対
す
る
道
路

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は
、
一
層
の
即
時
性
、
詳
細
性
、

個
別
性
が
求
め
ら
れ
る
等
ま
す
ま
す
高
度
化
･
多
様

化
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
よ
り
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

一
方
、
近
年
の
半
導
体
素
子
技
術
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
、
通
信
･
放
送
衛
星
を
中
心
と
し
た
技
術
革
新
に

よ
る
情
報
処
理
･
通
信
技
術
の
発
展
は
目
覚
ま
し
い

も
の
が
あ
り
、
高
度
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
可

能
に
す
る
技
術
が
開
発
さ
れ
て
き
て
い
る
。
道
路
に

お
い
て
も
こ
こ
数
年
の
間
に
、
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の

整
備
の
推
進
を
図
る
ほ
か
、
気
象
観
測
装
置
、
I
T

V
、
道
路
情
報
板
等
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
等

に
よ
り
連
絡
す
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
･
ロ
ー
ド
･

◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐



ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
は
情
報
処
理
･
通
信
技
術

を
活
用
し
て
道
路
と
車
の
間
で
各
種
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
伝
送
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
道
路
交
通
情
報
を
確

実
か
つ
効
果
的
に
提
供
し
、
道
路
利
用
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
運
転
の
負
荷
を
軽
減

し
、
安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
環
境
を
実
現
す
る
も

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
適
時
適
切
な
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
既
存
道
路
の
有
効
利
用
を
図
り
、
渋

滞
緩
和
に
も
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
例
を
図
ー
に
示
す
。

車載機器

eピゲーション装置)

路上施設

情報誌等

ま
た
、
道
路
交
通
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
整
備
は
、

各
種
メ
デ
ィ
ア
が
相
互
補
完
的
に
機
能
し
、
全
体
と

し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
情
報
提
供
が
可
能
と
な
る

よ
う
各
々
の
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
と
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
等
の
情
報

へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー

を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
図
2
に
示
す
よ
う
に

路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
特
性
か
ら
、
道
路
交

通
情
報
シ
ス
テ
ム
の
体
系
化
･
高
度
化
に
役
立
つ
こ

と
が
明
白
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
早
期
実

用
化
を
図
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
期
仮

情
報
提
供
内
容

- ビス

三

降
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
の
特
色

路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
新
た
な
移
動
通
信
用

周
波
数
と
目
さ
れ
る
準
マ
イ
ク
ロ
波
帯

(
一
-
三
G

歳
)
を
使
用
し
、
路
上
局
･
車
両
間
の
極
小
ゾ
ー
ン

(五
0
-
-
○
○
m
)
で
間
欠
無
線
通
信
を
行
う
間

欠
極
小
ゾ
ー
ン
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

準
マ
イ
ク
ロ
波
帯
の
特
徴

準
マ
イ
ク
ロ
波
帯

(
一
ー
三
G
比
)
に
は
、
以
下

(デジタル道路地図)

道路交通情報提供システムの体系化 ･高度イ
ー-各メディアの有する機能の流れ一一

図 2 道路交通情報提供システムの体系化 ･高度化の流れれ流
)
肋鬘

道

･

テ

ィ

ア

の

流

れ
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ル
勘
“

判
“
＼
廳

図 4 自動車電話の通信友式

の
特
徴
が
あ
り
、
将
来
の
移
動
体
通
信
の
周
波
数
と

し
て
最
も
有
望
視
さ
れ
て
い
る
。

①

路
上
ア
ン
テ
ナ
の
指
向
性
を
適
当
に
選
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
通
信
領
域
の
範
囲
を
あ
る
程
度
自
由
に

設
定
で
き
る
o

②

搬
送
周
波
数
が
高
い
の
で
、
高
速
デ
ー
タ
通
信

が
可
能
と
な
り
、
狭
い
通
信
領
域
で
の
大
量
の
デ

ー
タ
通
信
が
期
待
で
き
る
。

③

波
長
が
短
い
の
で
、
ア
ン
テ
ナ
の
小
型
化
が
可

能
で
あ
る
。

2

間
欠
極
小
ゾ
ー
ン
方
式

周
波
数
は
有
限
な
資
源
で
有
効
に
使
う
べ
き
も
の

で
あ
る
と
の
考
え
方
か
ら
、
移
動
体
通
信
の
世
界
で

は
通
信
ゾ
ー
ン
の
マ
イ
ク
ロ
セ
ル
化

(極
小
ゾ
ー
ン

化
)
が
真
剣
に
研
究
さ
れ
て
い
る
。

　き　ービ
ン　　　

　
　

-

に
鼾

ビ

図 5 路車間情報システムの通信方式

タ
ク
シ
ー
無
線
の
よ
う
な
業
務
用
無
線
に
使
わ
れ

て
い
る
呂
O
P

(旨
□
匡

6
汀
鰻
目
匹
P
R
霧
の)
で
は
、

図
3
の
よ
う
に
基
地
局
を
中
心
と
し
て
広
い
範
囲
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
動
車
電
話
で
は
、
図

4
の
よ
う
に
、
半
径
五
j
七
癜
の
通
信
範
囲
を
相
互

に
重
複
さ
せ
、
全
体
と
し
て
広
い
範
囲
を
カ
バ
ー
す

る
方
式
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
シ
ス

テ
ム
で
は
、
図
5
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ッ
ト
的
な
無
線

通
信
ゾ
ー
ン

(五
0
j
一
〇
0
m
)
が
間
欠
的
に
形

成
さ
れ
る

(重
複
し
な
い
)
間
欠
極
小
ゾ
ー
ン
方
式

を
採
用
し
て
い
る
。

間
欠
的
な
通
信
ゾ
ー
ン
方
式
で
あ
る
た
め
、
自
動

車
電
話
の
よ
う
な
連
続
的
な
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
で
き

な
い
が
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

①

ゾ
J
ン
間
の
干
渉
が
な
い
た
め
、
全
国
を
同
一

周
波
数
で
サ
ー
ビ
ス
可
能
。
(
ユ
ー
ザ
ー
の
数
に
制

限
が
な
い
。)

②

ゾ
ー
ン
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
用
の
位
置
情
報
、
道
路
交
通
情
報
等
の
局

地
的
な
運
転
支
援
に
利
用
可
能
で
あ
る
。

③

電
波
に
よ
る
通
信
が
安
定
し
て
い
る
た
め
、
高

速
デ
ジ
タ
ル
通
信
に
よ
る
大
容
量
の
情
報
交
換
が

可
能
で
あ
る
。

④

送
信
電
力
が
小
電
力
で
良
い
た
め
、
無
線
機
の

小
型
化
、
軽
量
化
、
低
廉
化
が
期
待
で
き
る
。

⑤

ビ
ー
コ
ン
の
設
置
密
度
が
自
由
に
変
え
ら
れ
る

た
め
、
地
域
の
規
模

(道
路
網
密
度
、
交
通
量
)

に
応
じ
て
粗
密
を
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
。
ま
た
、

将
来
の
全
国
レ
ベ
ル
の
統
合
化
を
担
保
し
つ
つ
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
独
立
し
た
シ
ス
テ
ム
と

し
て
の
整
備
が
可
能
で
あ
り
、
容
易
に
全
国
展
開

が
で
き
る
。

四

路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
の
概
要

路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、
道
路
上
に
設
置
し

た
情
報
通
信
施
設

(ビ
ー
コ
ン
)
と
マ
イ
コ
ン
付
き

の
車
載
機
器
と
の
間
で
通
信
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

①

現
在
位
置
案
内
"
現
在
走
行
中
の
路
線
名
、
地

名
な
ど
を
伝
え
る

(図
6
)。

②

道
路
案
内
"
道
路
構
造
な
ど
を
伝
え
る

(立
体

交
差
、
急
カ
ー
ブ
等
)
(図
7
)。

7
′
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③

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
…
車
両
の
現
在
位
置
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、
目
的
地
へ
の
的
確
な
経
路
探

索
、
経
路
誘
導
を
行
う

(図
8
)。

④

情
報
サ
ー
ビ
ス
…
道
路
交
通
情
報
や
駐
車
場
情

報
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る

(図
9
)。

等
の
多
様
な
機
能
を
有
す
る
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
道
路
利
用
者
に
対
し
て
以
下
の

サ
ー
ビ
ス
を
可
能
と
し
、
よ
り
安
全
か
つ
円
滑
、
快

適
に
道
路
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
●。

①

ビ
ー
コ
ン
か
ら
提
供
さ
れ
る
位
置
情
報
に
よ
っ

て
、
車
両
の
位
置
を
確
認
し
、
目
的
地
ま
で
迷
わ

ず
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

ビ
ー
コ
ン
か
ら
提
供
さ
れ
る
道
路
交
通
情
報
等
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の
中
か
ら
、
目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
、
イ
ラ
イ
ラ
の
解
消
や
安
全
性

の
向
上
等
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
か
な
り
フ

レ
シ
キ
ビ
リ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
ビ
ー
コ
ン
種
別

や
情
報
提
供
内
容
あ
る
い
は
提
供
方
法
を
考
え
る
こ

と
に
よ
り
、
目
的
に
応
じ
た
シ
ス
テ
ム
構
成
が
可
能

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
シ
ス
テ
ム
は
将
来
の
発
展
性
に
富
ん

で
お
り
、
実
験
に
お
い
て
は
片
方
向
通
信
ば
か
り
で

な
く
、
双
方
向
通
信
の
検
討
も
行
っ
て
い
る
。

五

路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
経
緯

路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
の
研
究
は
、
昭
和
五
九
年

度
に
働
道
路
新
産
業
開
発
機
構
の
自
主
研
究
と
し
て

　　　　　 　 　 　

渋滞情報の表示

路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
会

(主
査

高
羽
東
大

教
授
)
を
設
置
し
て
始
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
建
設
省
が
土
木
研

究
所
を
中
心
に
自
動
車
･
電
気
メ
ー
カ
ー
な
ど
二
五

社
と
と
も
に
実
験
を
含
め
た
共
同
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
、
こ
れ
に
は
京
浜
地
域
の
関
係
道
路
管
理
者

も
研
究
に
参
加
し
て
い
る
。

す
で
に
、
昭
和
六
二
年
三
月
、
昭
和
六
三
年
四
月

に
主
に
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
公
開
実
験
を
行

っ
て
お
り
、
平
成
元
年
三

月
一
五
日
か
ら
将
来
の

発
展
性
も
含
め
た
最
終
の
シ
ス
テ
ム
総
合
実
験
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
実
用
化
へ
の
動
き
と
し
て
は
、

①

昭
和
六
三
年
八
月
に
㈱
日
本
デ
ジ
タ
ル
道
路
地

図
協
会
が
設
立
さ
れ
、
平
成
元
年
四
月
よ
り
、
美

勢を

し

礒
讓
礎
い
ま

　
　

　

嶽
膨簾
騒

ご G、

ハゞノ、、

　
　
　

　
　　
　

　　
　
　

駐車場情報

図 9 情報サービス表示例
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開発の経緯

開発段階 開 発 内 容

第 1段階

(昭和61年度)

ナビゲーション機能 証掾
茂
難
解
右
図茅縦
坊
癪
コ
ハダ

一
ジ

ビ

デ
①
②

第 2段階

(昭和62年度)

ナビゲーション機能

情報提供機能
シ

情

成

外
勤

枠

ビ

駐

ッ

け
ゃ

0ヤ

よ

報

導

ォ

に

情

誘
フ

入

通

路

準

導

交

経

標

の

路

適
の

グ

o
道

最
図

ン

上
の

る

地

チ

向

ム

ず

路

ッ
の

イ

o
避

道

た
臓
彰
繖
蛔
熱

ツ
ン
ア

の
滞

ジ

マ

ョ
リ

報

渋

デ

①

②

③
④

絲鸚
機ョ能
能

シ
機

機

一
供
信

ゲ

提

通

ビ
報
別

ナ

情

個

聯車--･
0
湘
叺

O

発
計

信

0
問
間

通

別
の

時

ジ

識

ン

行

一

の

コ
旅

セ

向

一
る

ッ

方
ピ

よ

メ

行

波

に

速

走

ロ
信

高

の

ク

通

の

車
イ
向

o
量

動

マ
方
理
容

自

準

双

管

大

①
②
③

④

用
レ
ベ
ル
で
の
デ
ジ
タ
ル
道
路
地
図
が
供
給
可
能

と
な
っ
た
。

②

平
成
元
年
九
月
に
路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
実
用

化
促
進
協
議
会
が
民
間
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
。

③

平
成
二
年
三
月
に
警
察
庁
お
よ
び
郵
政
省
と
と

も
に
道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
連
絡
協
議
会

を
設
置
し
た
。

等
が
あ
り
、
平
成
三
年
度
か
ら
の
路
車
間
情
報
シ
ス

約

･◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐



路車間情報システムの整備の推進について ･◇･◇･◇･◇･◇･◇‐◇･◇･◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐◇‐

テ
ム
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
て
の

つ ア
六

お
わ
り
に

路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
開
発
段
階

か
ら
実
用
段
階
へ
と
進
展
し
つ
つ
あ
る
が
、
導
入
に

あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
整
備
･
普

及
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、
三
大
都
市
圏
お
よ
び
地
方

中
枢
都
市
か
ら
計
画
的
に
整
備
を
進
め
、
早
期
に
全

国
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
情
報
提
供
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
利
用

者
の
立
場
に
立
ち
、
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
に
配
慮
し
て

内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
今
後
と
も
、
路
車
間
情
報
シ

ス
テ
ム
の
整
備
が
一
段
と
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

　 　　
　　
綣 ラ

圏道路得敵の動毫圈
(平成 2年 7月中旬~ 8月中旬)

月 ･日 項 目 内 容

7 ･31

8 ･
1 ~ 31

l

2

3

6

9

10

14

山陽自動車道一部供

用開始

道路をまもる月間

節立体道路推進機構

発足

一般国道45号気仙沼

バイパス供用開始

道路審議会基本政策

部会開催

第二束名 ･名神の構

造基準等について

(通達)

建設省平成 3年度重

点施策を決定

道の日

マイロード事業実施

の決定

高速自動車国道の施

行命令

姫路西 I C ~ 竜野西 I C n ,okm開通

道路愛護思想の啓発等を図るため、 各種行事

等を開催

道路空間の有効活用する立体道路事業の推進

母体として発足

気仙沼市内10,2km開通

･第二束名 ･名神高速道路の整備の基本的な

あり方

･駐車対策の基本的考え方

･道路整備の長期構想

140km/hの走行の実現を目指す第二束名･名神

について、 構造基準 ･環境影響評価の実施に

ついて定める

記念式典を始め、 全国各地で記念行事 ･イベ

ント等が行われる
｢夢ロード2lJ 表彰式

全国71箇所を選定し、 各県、市町村に選定証

を交付。

3区間について日本道路公団に施行命令が出

される

･東北横断自動車道酒田線

寒河江市~ 山形県西村山郡西川町 31km

･東北横断自動車道酒田線

山形県東田川郡朝日村田麦俣~

同県同郡同村越中山 9 km

･常磐自動車道東京相馬線
いわき市好間町~ 同市四倉町 13km

計53km

し、

普 に 階 つ



平
成
二
年
｢国
土
建
設
の
現
況
(建
設
白
書
)｣
は
、
去
る
七

月

一
七
日
の
閣
議
に
配
布
後
公
表
さ
れ
た
。
白
書
は
、
第
｢
総

説
｣、
第
二

｢国
土
建
設
施
策
の
動
向
｣
、
第
三

｢建
設
活
動
の

動
向
、
建
設
産
業
と
不
動
産
業
｣
の
三
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
以
下
そ
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

第
仲

総
説

ー
ー
暮
ら
し
の
豊
か
さ
と
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
ー
-

は
じ
め
に

我
が
国
は
、
今
や
世
界
を
リ
j
ド
す
る
経
済
大
国
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
我
が
国
の
経
済
力
は
、
必
ず
し
も
個
々
人
や
各
地
域

の
豊
か
さ
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
特
に
暮
ら
し
の
面
に

お
い
て
そ
の
豊
か
さ
を
十
分
に
実
感
で
き
な
い
様
々
な
状
況
を

も
た
ら
し
て
き
て
い
る
。

中
で
も
、
暮
ら
し
の
基
盤
と
な
る
住
宅
や
社
会
資
本
整
備
は

欧
米
諸
国
に
比
べ
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実

現
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
の
一
つ
と

な

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
今
年
の
白
書
で
は
、
我
が
国
全
体
と
し
て
の
経
済

的
豊
か
さ
と
暮
ら
し
の
面
に
お
け
る
豊
か
さ
の
実
感
に
つ
い
て

振
り
返
り
、
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
等
が
必
要
か
を
探
る
。

第
l
章

暮
ら
し
の
豊
か
さ
と
住
宅
･
社
会
資
本

第
1
節

豊
か
さ
の
実
像

ー

活
発
な
経
済
活
動
と
経
済
的
繁
栄

(国
全
体
と
し
て
の
経
済
的
豊
か
さ
)

我
が
国
の
経
済
的
発
展
は
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。

今
や
我
が
国
の
国
民
一
人
当
た
り
所
得
は
米
国
の
そ
れ
を
上
回

り
、
東
京
都
の
一
人
当
た
り
所
得
は
ス
イ
ス
を
超
え
る
豊
か
さ

と
な
っ
て
い
る
(図
1
)。
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
経
済
力
は
、
十

分
な
対
外
投
資
力
を
も
た
ら
し
、
資
本
を
海
外
に
投
資
還
元
す

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
経
済
的
豊
か
さ
を
達
成
し
て
き
た
今
、
我
が
国

は
経
済
的
発
展
に
見
合
っ
た
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
現
し
て
い

く
べ
き

｢豊
か
さ
と
ゆ
と
り
の
時
代
｣
に
き
て
い
る
。

2

豊
か
さ
の
実
態

(国
の
豊
か
さ
と
暮
ら
し
の
豊
か
さ
の
ギ
ャ
ッ
プ
)

急
速
な
経
済
成
長
の
た
め
に
、
我
々
国
民
は
暮
ら
し
の
多
く

の
部
分
を
費
や
し
て
お
り
、
一
方
、
経
済
活
動
や
生
活
の
基
盤

と
な
る
実
質
ス
ト
ッ
ク
の
整
備
は
不
十
分
で
あ
る
。
経
済
的
繁

栄
が
暮
ら
し
の
豊
か
さ
に
ど
の
く
ら
い
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
、

豊
か
さ
指
数
を
用
い
て
先
進
諸
国
と
比
較
し
て
み
る
と
、
我
が

国
は
国
と
し
て
は
経
済
的
に
豊
か
で
あ
り
な
が
ら
、
個
々
人
の

暮
ら
し
の
面
に
お
け
る
豊
か
さ
は
、
依
然
遅
れ
て
い
る
面
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る

(図
2
)。

ま
た
、
我
が
国
の
G
N
P
を
労
働
時
間
と
購
買
力
平
価
を
用

い
て
評
価
し
な
お
し
て
み
る
と
(生
活
G
N
P
)、
我
々
の
所
得

は
米
国
に
比
べ
三
五
%
以
上
も
低
い
状
態
に
あ
る
(図
3
)。
住

平
成
三
年
建
議
自
書
の
概
要建

設
省
建
設
大
臣
官
房
政
策
課

総
括
計
画
官
室



さ
ら
に
、
暮
ら
し
の
基
本
と
な
る
住
宅

･
社
会
資
本
等
の
実

質
ス
ト
ッ
ク
は
、
大
幅
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
。

居
費
、
教
育
費
の
増
加
、
余
暇
関
連
消
費
価
格
の
上
昇
、
労
働

時
間
等
長
い
拘
束
時
間
、
土
地
高
騰
に
と
も
な
う
資
産
格
差
の

拡
大
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
、
個
々
人
の
暮
ら
し
は
豊
か
で
あ

第 質 る 拡 時 居 トル
住 2 ス さ と 大 間 費 24,ooo
宅 節 卜 ら は と 等 、

ッ に い い 長 教 22-000

第
2
節

豊
か
さ
の
向
上
と
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
役
割

住
宅
･
社
会
資
本
が
暮
ら
し
の
豊
か
さ
向
上
に
果
た
す
役
割

と
効
果
を
検
討
す
る
。
こ
の
場
合
、
豊
か
さ
を
ゆ
と
り
、
安
心

え っ い 育 20P OO

な た 拘 費 18,ooo

14,000

l2,00O

り 土 余 lq ooo
･ 地 暇 8,000
個 高 関 60 00々 .

･車

スイス 月本 稿′柁4)アメリカ西ドイツフランス沖縄鋤イタリア

注) 1, 建設省資料
2. 経済企画庁 ｢国民経済計算J r県民経済計算J より作成。
3. 東京、福井及び沖縄は昭和62年度の一人当たり県民所得であり、 ( )は国内の順位である。離 勇 姿 潴 回 一 蹴 国.所得“国際比較砺牢)
①日本

家計の豊かさ ･家計の豊かさ
15o ③英国 l5o 円の大きさは国の経済力

時
間
の
ゆ
と
り

為

経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
た
今
、

一
日
二
四
時
間
を
い
か
に
充

%
め

④

め

即

め

節

"

卸

"

印

め

約

加

加

め

o

実
さ
せ
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
労
働
時
間

と
と
も
に
、
通
勤
時
間
、
移
動
時
間
の
短
縮
が
必
要
で
あ
る
。

方
、
地
方
部
に
お
い
て
は
、
目
的
地
ま
で
の
距
離
の
長
さ
に

し
か
し
、
大
都
市
圏
に
お
け
る
通
勤
時
間
は
、
年
々
増
加
傾
向

る
長
い
移
動
時
間
を
改
善
す
る
た
め
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

に
あ
る
。
都
市
に
お
け
る
移
動
時
間
も
渋
滞
等
に
よ
り
増
加
し

ク
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

て
い
る
。
そ
こ
で
、
渋
滞
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
パ
ス
等
の
整
備

(図
4
)、
駐
車
場
等
の
整
備
な
ど
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。
一

公
平
の
三
つ
に
わ
け
て
み
る
。

て に し と 1 ム
ーo5.2 1の

(1人当たりGDP)を表すい あ か と さ 経 時 平 脚･ 脚
121 7 “8降る る し も せ 済 間 ゆ の

′ 恥 75ぉo o 、 に る 的 の と 三
〆
、、＼

……1960年

そ 者 、 か に ゆ り つ アト、、
こ 市 都 通 が 旦 と あ
で に 市 勤 大 か り るで に 市 勤 大 か り る つ 66･2 107･9 2 ………… 105,2
、 お 圏 時 き に 彎 娑 空間的豊かさ 時間的豊かさ 空間的豊かさ 時“““‐“渋 け に 間 な な
滞 る お 、 課 っ し み 指数 120 u 5,1に 移 け 移 題 た る ②米国 家計の豊かさ

④総合的豊かさ
っ 動 る 動 で 今 0 150 指教の推移
し｢ 、-

、
、

、 1lo.3 1の
メー-′
/ 106.1

　　　
　　　　

85.7

- - 日本

　　　　　

……英国

124,5 ---------------- 11l,0

空間的豊かさ
時間的豊かさ

60 65 70 75 80 85 88年

注) 1. 建設経済研究所 r実質的豊かさ指数の作成 ･活用に関する調査｣による。
2. 3つの豊かさの指数は、 1980年の 3カ国平均を100としている。
3. 経済力については、 1988年の3カ国平均を100としている。

万 %
、 図 2おO

アメリカ

注) 1. 建設省資料
2. 一人当たり国民所得は経済企画庁 r国民経済計
算｣ による。
3. 労働時間は、日本銀行 ｢国際比較統計｣ より算

奏 為替レート換算 1時間割 (為 1時間 割 消 定。

に
替レート換算) 費購買力平価換 4. 消費購買力平価は、60年のO ECD公表値をもと

よ
算) に消費者物価の変化率を用いて延長推計。

図 3 一人当り国民所得の対米水準(63年)



空
間
の
ゆ
と
り

暮
ら
し
の
豊
か
さ
は
、
生
活
空
間
が
量
的
に
充
足
し
、
質
的

に
快
適
で
あ
っ
て
初
め
て
実
現
さ
れ
る
。
し
か
し
、
我
々
の
生

活
空
間
は
、
量
的
に
も
質
的
に
も
不
十
分
で
あ
る
。
ま
ず
、
職

場
、
住
ま
い
、
公
共
空
間
(道
路
、
公
園
等
)、
移
動
時
の
空
間

(通
勤
電
車
等
)
い
ず
れ
に
お
い
て
も
良
好
な
空
間
が
欠
け
て

お
り
(図
5
)、
今
後
住
宅
、
道
路
、
公
園
等
を
よ
り
積
極
的
に

整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
水
や
緑
へ
の
近
接
性
、

景
観
等
美
的
環
境
、
水
質
等
環
境
条
件
も
不
十
分
で
あ
る
。
こ

の
た
め
に
も
、
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
を
一
層
推
進
す
る
必
要

C
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高速三ッ沢線(下り :金港 I C →三ッ沢)の渋滞状況変化

三ッ沢線(下り)については、 渋滞がほぼ解消した。
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図 4 首都高速道路の渋滞緩和状況
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精
神
的
ゆ
と
り

(充
実
し
た
人
間
関
係
)

真
の
ゆ
と
り
の
実
現
に
は
、
や
す
ら
ぎ
や
情
緒
的
な
満
足
感

が
必
要
で
あ
る
。
快
適
で
充
実
し
た
生
き
方
の
た
め
に
は
、
仕

事
、
家
庭
、
遊
び
が
一
体
と
な
っ
た
、
ま
た
様
々
な
世
代
、
階

層
の
人
々
が
住
む
新
し
い
賑
わ
い
の
街
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
充
実
し
た
人
間
関
係
の
た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
地
域
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
配
慮
し
た
社
会

資
本
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

2

安
心
で
き
る
暮
ら
し

我
々
の
生
活
に
お
い
て
、
と
か
く
忘
れ
が
ち
で
あ
る
が
重
要

な
も
の
が
、
安
全
で
あ
る
。
経
済
的
豊
か
さ
を
実
現
し
た
と
し

て
も
、
そ
の
背
後
に
不
安
が
あ
れ
ば
、
暮
ら
し
の
豊
か
さ
が
実

現
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。

災
害
の
不
安

我
が
国
は
、
水
害
、
土
砂
災
害
、
水
不
足
、
地
震
災
害
、
交

通
災
害
な
ど
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
災
害
の
防
止

･

危
機
管
理
は
、
我
々
の
暮
ら
し
の
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
水
害
を
と
り
あ
げ
る
と
、
我
が
国
の
平
地
の
約

三
分
の
一
は
想
定
氾
濫
区
域
で
あ
り
、
そ
こ
に
人
口
･
資
産
が

集
中
し
て
い
る
。
浸
水
面
積
や
死
傷
者
数
が
減
少
し
て
も
、
水

害
被
害
額
は
一
向
に
減
少
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
ス
ー
パ

ー
堤
防
や
総
合
的
都
市
内
水
対
策
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

将
来
の
不
安
定
感

将
来
の
暮
ら
し
に
対
す
る
安
定
感
は
、
豊
か
さ
を
実
感
す
る

た
め
の
前
提
で
あ
る
が
、
老
後
の
不
安
を
訴
え
る
人
は
増
加
し

て
き
て
い
る
(図
6
)。
こ
の
た
め
、
住
宅
融
資
等
に
お
い
て
高

齢
者

(を
含
む
)
世
帯
に
対
す
る
政
策
的
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

3

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
豊
か
さ

資
産
格
差
の
拡
大

勤
労
所
得
と
資
産
保
有
か
ら
の
所
得
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、

非
保
有
者
の
不
公
平
感
を
生
み
出
し
、
勤
労
意
欲
等
に
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
特
に
昨
今
の
地
価
高
騰
は
、
土
地
資

産
格
差
を
ま
す
ま
す
大
き
く
し
、
土
地
に
対
す
る
不
公
平
感
を

増
大
さ
せ
、
さ
ら
に
大
都
市
圏
に
お
け
る
持
家
の
取
得
を
ま
す

ま
す
難
し
い
も
の
と
し
た
(図
7
)。
賃
貸
住
宅
市
場
に
お
い
て

も
採
算
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
小
規
模
タ
イ
プ
の
供
給
が
伸
び
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
は
不
足
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
持
家
、

賃
貸
住
宅
を
通
じ
、
広
域
的
見
地
か
ら
公
的
住
宅
供
給
、
都
市

計
画
等
関
連
諸
施
策
を
総
合
的
、
集
中
的
に
実
施
す
べ
き
状
況

に
あ
る
。
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図 6 年齢層別の老後の不安(心配)度

さ
を
額

の
返

売
率
能
収

ン

料
版
比
可
年

一

資
で
の
達
が

ロ

省
圏
額
満
額
宅

設
郡
能
金
済
住

建
首
可
資
返
を

.
･
達

･
の
額

　

　
　
達可能額の比率を昭和50年= 100とした表示。

版冗されたマンションの平均価格に対する平均的資金調
比率を昭和50年= 100とした表示。
可能額は、 IH;講説に住宅金融公庫及び民間住宅ローンへ
年収の25% になるまで借り入れた借入れ額及び住宅減税
一ン返済に充当した場合の借入れ額を加えたものである。

図 7 住宅取得能力指数の推移(首都圏)



%

10

0
度

地
域
格
差
の
拡
大

昨
今
の
大
都
市
、
特
に
東
京
へ
の
人
、
機
能
の
集
中
に
よ
り
、

東
京
等
大
都
市
圏
の
経
済
的
優
位
性
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
た
。

ど
こ
に
住
ん
で
も
十
分
な
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
社
会
を
つ
く

り
あ
げ
る
た
め
に
は
、
地
方
部
を
活
性
化
し
、
自
立
的
地
域
経

済
の
育
成
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
道
路
整
備

は
、
交
通
量
の
増
加
や
移
動
時
間
の
短
縮
を
も
た
ら
し
、
そ
の

地
域
に
お
け
る
経
済
活
動
を
直
接
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
る

(図
8
)。

第
2
章

暮
ら
し
の
豊
か
さ
実
現
と国土
建
設
の
あ
り
方

第
1
節

住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
効
率
的
な
推
進

1

生
活
と
地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ
へ
の
機
動
的
対
応

生
活
の
物
質
的
充
足
度
の
向
上
と
と
も
に
、
我
々
の
欲
求
は

点

　
　

　
　

い
わ
き
中
央
ま
で
開
通

-
-
75

87
エ
弱

7
8
1
5
一戸

　
　

　
　
　

…
…

…

…
は

　
　

　
　

…

…

…

…
号

　

　

　
　
　　　

　　
　　
　　
　　
　

･
･
ウム

、

･
日
立
北
ま
で
開
通
ー-
-
--

.

.
2
0
道

整
度
各

の

こ

･
日
立
南
太
田
ま
で
開
通

刻
め
鬘
4
国

獺
群
は
醸
塊…

…
…

…
…
道
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地域振興整備公団資料、道路時刻表
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2 . 家計における必需的支出及び選択的支出の額を昭和54年を
100として表示。
3 .原データに総務庁 ｢家計調査年報｣

ま
す
ま
す
高
度
化
、
多
様
化
、
個
性
化
し
て
き
て
い
る

(図

9
)。
し
た
が
っ
て
、
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

全
国
二
千
以
上
の
市
町
村
で
未
着
手
の
下
水
道
整
備
を
開
始
す

る
な
ど
基
礎
的
ニ
ー
ズ
に
早
急
に
対
応
し
て
い
く
と
同
時
に
、

個
々
の
生
活
者
や
地
域
か
ら
の
よ
り
個
別
性
の
高
い
ニ
ー
ズ
に

も
よ
り
機
動
的
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

経
済
･
社
会
の
潮
流
変
化
へ
の
対
応
と
先
導
的
な
住
宅
･

社
会
資
本
整
備
の
推
進

今
日
の
我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化

等
急
速
な
潮
流
変
化
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

住
宅
･
社
会
資
本
整
備
に
お
い
て
は
、
住
宅
金
融
公
庫
の
高
規

格
住
宅
融
資
の
よ
う
に
、
今
後
の
潮
流
変
化
を
一
歩
先
取
り
し

生
活
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
、
そ
し
て
こ
れ
を
や
が
て
通
常
の
生

活
形
態
と
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
、
今
や
世
界
経
済
を
左
右
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー

化度
向
高
傾
の
の

費
化
消
様多

図

で
あ
る
我
が
国
に
お
い
て
、
安
全
性
の
向
上
等
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
当
た
っ
て
の
諸
課
題
は
、
国
際
協
調
の
た
め
の
内
需
拡
大
の

必
要
性
は
も
と
よ
り
、
国
際
社
会
の
繁
栄
の
た
め
に
も
重
要
性

を
増
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。

3

適
正
な
国
土
利
用
の
実
現

国
土
利
用
に
お
い
て
は
、
ま
ず
東
京
へ
の
一
極
集
中
と
地
域

経
済
の
格
差
拡
大
を
是
正
し
、
全
国
的
見
地
か
ら
の
国
土
利
用

の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
の

施
策
と
し
て
、
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
定

･
支
援
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
都
市
部
に
お
い
て
も
、
中
心
と
周
辺
、
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料
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広域計画体系 =三大都市圏ピ ー
<潴騰繋駕淺隧

l嶺開業瓣促進-I
L都市計画制度の拡充 I

r幅画法及び建 暴く都市計画法及び建築基準法の改正>

供給基本方針 (建設大臣が策定)
･低層住宅密集市街地の再開発

饑併存地域における住宅供給の促進 i用途別擬型地区讓の創設 l -･住宅に対する容積率の割増(饗場癈給目標量)
◎低未利用地の有効利用
(工場跡地等)

遊休土地転換利用促進地区の創設
･おおむね5,000罷以上の低未利用地
-遊休土地の通知 (1,000厨以上)、計画変更等の勧
告、買取り協議

(都府県が策定)

(撰縦鐘槍目標量)
住宅市街地開発整備方針 (知事が策定)

･都市計画の整備、開発又は保全の方針に定
める。

◎市街化区域内農地の宅地化

保全と宅地化の区分
第一種住居専用地域等の市街化区域内農地等にお
ける中高層住宅供給の促進
基盤整備と併せ、容積率、高さ制限等の緩和

(宅地化するもの) - '地区計画等による計
土地区画整理促進区域等の改善

-
蹴 顔 罐和等(5ha一2ha)l　　　　　　　　
　　　　　　　　

･市街化区域内農地等における住宅市街地の形成

画的な宅地化への誘
l宅地開発協議会I(国、公共団体、住都公団)

･住宅市街地の計画的開発の促進

l国、公共団体の責務｣

･供給基本方針、供給計画の達成努力
･重点地区における供給促進策の集中的実施
･監視区域の指定
･税制上の措置

(保全するもの) - .臨時の線引き見直し <引き続き検討すべき事項>

颪係留フレ-ムの活 t生産緑地の見直し I

･生産緑地の指定

◎新市街地の計画開発
宅地開発と交通アクセス整備の一体的推進等
優良宅地開発促進法の活用

◎住宅供給の推進等

○関連公共施設整備の促進

図10 大都市対策特別措置

へ
の
対
応
等
の
観
点
か
ら
、

施
設
の
総
合
的
、
一
体
的
整

市
地
域
に
お
け
る
住
宅
･
宅

地
対
策
の
強
力
な
推
進
を
図

か
つ
健
全
な
形
態
で
の
土
地

利
用
の
実
現
が
重
要
な
課
題

へ な 4 っ 地 で か バ
て 対 地 あ 用 つ ラの 活 限

対 用 ら 施 い 策 域 る の 健 ン
応 、 れ 策 る の に o 実 全 ス
等 ニ た の ( 強 お こ 現 な の
の 1 資 総 図 力 け の が 形 と
観 ズ 源 合 10 な る た 重 態 れ
点 の の 化 汚 推 住 め 要 で た
か 多 効 の 進 宅 、 な の 合
ら 様 率 推 を ･ 大 課 土 理
、 化 的 進 図 宅 都 題 地 的

業
務
と
住
宅
の
間
に
お
け
る

用 1,60

摸也 L 5o
ら 1‐40
ク
率 1,30

用
地
ス
ト
ッ
ク
率

年
分
年 1,20
ノが
1.10

備
(地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
)、
多
様
な
政
策
手
段
の
組

合
せ
(渋
滞
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
)、
空
間
の
複
合

利
用

(下
水
道
終
末
処
理
場
の
地
下
化
と
上
部
の
公
園
化
等
)、

民
間
活
動
の
連
携

(開
発
イ
ン
タ
ー
制
度
等
)
等
に
よ
り
施
策

の
総
合
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い

地 ト 1 第 る の 民 利 合 備
下 ッ 公 2 0 総 間 用 せ

ー

土
地
、
資
源
の
有
効
活
用

公
共
事
業
用
地
に
つ
い
て
は
、
低
下
を
続
け
て
い
る
用
地
ス

ト
ッ
ク
率
を
回
復
す
る
と
と
も
に
(図
=
)、
地
価
上
昇
の
中
で

地
下
利
用
、
開
発
利
益
の
還
元
等
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
建
設
資
材
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
利
用
シ

箋

ス
テ
ム
の
確
立
等
に
よ
り
建

度

年

設
残
土
や
下
水
汚
泥
の
利
用

該

3
年

当

6

を

を
増
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

2

面

2

新
し
い
建
設
技
術
の
開

M $ 56 醐 那 胎 “ “ 62 63 獲難錨竈節
年度 資 、 を 業 、 を

　　　
　　　 　
の
条
件
整

;i") 1 .建設省資料
2 ,建設省直轄事業の値である。
3 .用地ストック率とは、前年度末新規工事着工可能面積を当該年度
新規工事着工面積で除したものである。

鯛
鯲
指

速
化
、
安
全
化
等
の
た
め
･

末

の

の

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
活
用
や

る
露

埣

プ
レ
ハ
ブ
技
術
の
導
入
を
進

で

･
除

ッ

め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

値

は
で

ト
･

知
戟
饑
ス

従
来
実
施
が
困
難
で
あ
っ
た

螂
“
紅
地

規
模
、
条
件
等
の
事
業
を
可

図= 公共事業用地ストック率の推移

建
設
機
械
等
が
必
要
で
あ
る
。

建 材 能 規 従 め プ メ 速 2 を 設 ス 呆 の 命 但 備
増 残 テ す 工 費 下 …
新 進 土 ム る 夫 じ を

設 ･ と 模 来 る レ カ 化 建 発
機 材 す 、 実 必 ハ ト 、 設
械 料 る 条 施 要 プ ロ 安 事 し す や の と が 、 続
等 や た 件 が が 技 ニ 全 業 い る 下 確 と 必 地 け
が 構 め 等 困 あ 術 ク 化 の 建 必 水 立 も 要 価 て
必 造 、 の 難 る の ス 等 省 設 要 汚 等 に で 上 い
要 ･ で 0 、 の の 力 技 が 泥 に 、 あ 昇 る

機娑 襄等
　　 　　･ 新 事 で 0 導 の の 力 技 が 泥 に 、 あ 昇

装 た 業 あ ま 入 活 た 化 術 あ の よ 利 る の
置 な を っ た を 用 め 、 の る 利 り 用 o 中
、 素 可 た 、 進 や 、 迅 開 り 用 建 シ ま で



第
3
節

建
設
産
業
、
不
動
産
業
の
近
代
化

1

国
土
づ
く
り
を
担
う
建
設
産
業

建
設
産
業
は
豊
か
な
国
土
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
り
、
そ
の

重
要
性
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
建
設
産
業
は
、
元
請
･

下
請
関
係
等
複
雑
な
産
業
構
造
、
経
営
基
盤
の
脆
弱
性
等
の
問

題
点
を
抱
え
て
お
り
、
と
く
に
労
働
力
不
足
が
顕
在
化
し
て
い

る

(図
綾
)。

労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
賃
金
、
労
働
時
間
、
雇
用

形
態
の
改
善
や
技
術
開
発
等
に
よ
る
作
業
環
境
の
改
善
、
生
産

性
の
向
上
等
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
従
来
の
建
設
産
業
の
イ

メ
ー
ジ
を
解
消
し
、
建
設
産
業
が
持
っ
て
い
る
魅
力
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、
労
働
力
需
給
の
安

定
の
た
め
、
季
節
変
動
の
大
き
い
建
設
工
事
量
の
平
準
化
を
図

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

低
迷
を
続
け
る
労
働
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
は
、
経
営
管

理
能
力
の
向
上
等
に
よ
り
企
業
経
営
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、
生
産
工
程
の
改
善
に
よ
り
工
事
現
場
の
省
力
化
を
進
め
な

表 1 都市施設の整備水準

部 門 整備指標 単 位 日 本 イギリス 西ドイツ フランス イタリア アメリカ

下 水 道 普 及 率 % 響 ⑳% 噂 ⑳“ ⑳琉 ㈱ね
都市公園 一人当たり面積 m2/人鯰轡
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二

注) 建設省調べ。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

不
動
産
業
の
近
代
化

不
動
産
業
は
、
住
宅
･
宅
地
供
給
の
担
い
手
で
あ
り
、
重
要

資
産
を
適
正
に
供
給
す
る
役
割
を
有
し
て
い
る
が
、
中
小
零
細

性
が
著
し
い
、
参
入
退
出
率
が
高
い
等
の
問
題
点
を
有
し
て
い

る
。
ま
た
、
流
通
市
場
の
円
滑
化
、
適
正
化
の
た
め
、
契
約
関

係
の
整
序
や
十
分
な
情
報
提
供
の
必
要
性
も
高
い
。

こ
の
た
め
、
分
譲
、
流
通
、
賃
貸
、
管
理
等
の
様
々
な
面
に

お
い
て
き
め
細
か
な
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
2

国
土
建
設
施
策
の
動
向

ー

活
力
あ
る
都
市
の
形
成
と

都
市
開
発
の
推
進
お
よ
び
建
築
行
政
の
推
進

我
が
国
に
お
け
る
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
水
準
は
、
欧
米
先

進
諸
国
と
比
し
て
依
然
と
し
て
立
ち
遅
れ
て
い
る
(表
1
)。
今

後
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
･
多
様
化
、
産
業
構
造
の
高
度

化
、
国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
の
進
展
と
い
っ
た
基
本
的
な

点
に
配
慮
し
な
が
ら
、
経
済
･
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
都
市

政
策
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
都
市
基
盤
施
設
は
も
ち
ろ
ん
地
域
特
性
や
ア
メ

ニ
テ
ィ
、
経
済

･
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
都
市
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
住
宅
問
題
等
東
京
の
一
極
集
中
に
よ
る
歪
み
の

是
正
や
地
方
都
市
の
活
性
化
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
建
築
物
に
つ
い
て
も
、
生
活
空
間
、
経
済
活
動
の
場
、

市
街
地
環
境
の
構
成
要
素
と
し
て
そ
の
重
要
性
が
増
し
つ
つ
あ

り
、
良
好
な
整
備
、
規
制
･
誘
導
が
必
要
で
あ
る
。

=

良
質
な
住
宅
･
宅
地
の
供
給

我
が
国
の
住
宅
は
、
量
的
に
は
充
足
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、

質
的
に
は
十
分
な
水
準
に
達
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い

(図

協
)。
今
後
、
誘
導
居
住
水
準
の
達
成
、
大
都
市
の
住
宅
問
題
の

解
決
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
良
好
な
居
住
環
境
の
形
成
と

い
っ
た
課
題
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

%
P

O

P

注

　　

　　

　　

　　　

　　

　　 55 60 1 2 年

1. 建設省｢建設労働需給調査｣による。
2. 平成 2年は、 1、2、3月の季節調整済値の平均。

図l2 建設技能労働者不足率の推移



注) 1. 供用延長 :｢W orld R oad Statistics 1989｣ (I R F) による1987年末値。
イギリスは1988年 4月当初値。西ドイツ、フランスはl988年末値。日本は建設省道路局調べの1990年 3月末
値。
2. 国土面積 ; ｢国際統計要覧1989｣ (総務庁統計局)
3 , 人口 :｢M onthly Bulletin of Statistics N ovem ber l989｣ による1988年央値。
4 . 自動車保有台数 :｢主要国自動車統計1989｣ (日本自動車工業会) による1988年末値。
5 . G N P :｢日本経済を中心とする国際比較統計1989｣ (日本銀行調査統計局) による1987年名目値。
6, 上記のほかにフランスには Prolongem entd A utorouteがあり、イギリスには M ajor D ua1C arriagew ayがある。

宅
地
供
給
は
近
年
停
滞
気
味
に
推
移
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
素
地
取
得
の
困
難
化
、
事
業
採
算
性
の
見
通
し
の
悪

化
、
慎
重
な
地
方
公
共
団
体
の
対
応
、
大
規
模
計
画
開
発

を

の
停
滞
等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
要
因

鱗
の
解
消
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
o

o
滯

と
く
に
、
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
宅

地
に
つ
い

離
敵

て
は
、
地
価
･
住
宅
価
格
の
上
昇
、
住
宅
立
地
の
外
延
化
、

　　
　
　
　　
　
　
　　
　

　　
　
は
桝
計
画
的
新
市
街
地
開
発
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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表 2 高速道路整備水準の国際比較
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旧

活
力
あ
る
社
会
を
支
え
る
道
路
整
備

多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
と
地
域
社
会
の
活
性
化
、｢く

る
ま
社
会
｣
の
進
展
等
に
対
応
し
、
経
済
･
社
会
を
支
え

る
た
め
、
道
路
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
我
が
国
の
道
路
ス
ト
ッ
ク
は
い
ま
だ
立
ち
遅
れ
た

状
況
に
あ
り

(表
2
)、
道
路
整
備
へ
の
期
待
も
大
き
い
。

こ
の
た
め
、
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
よ
り
よ
い

都
市
の
た
め
の
道
路
づ
く
り
、
地
方
部
の
定
住
と
交
流
を

促
進
す
る
道
路
づ
く
り
、
多
様
な
道
路
機
能
の
充
実
に
配

慮
し
つ
つ
、
各
種
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

N

安
全
で
豊
か
な
社
会
を
支
え
る

国
土
保
全
と
水
資
源
開
発

我
が
国
は
、
地
形
面
で
も
気
候
面
で
も
治
水
上
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
全
国
至
る
所
で
水
害
、
土
砂
災
害
が
発
生

し
て
い
る
。
ま
た
、

一
人
当
た
り
降
水
総
量
の
少
な
さ
や

急
勾
配
の
河
川
等
の
た
め
、
渇
水
被
害
も
各
地
で
発
生
し

て
お
り
、
都
市
化
等
に
と
も
な
い
河
川
環
境
も
悪
化
し
て

い
る
。
特
に
、
人
口
、
資
産
、
中
枢
管
理
機
能
等
の
集
中



L 不良不適格業者の排除

御 建設業法に基づく適正な技術者配置の徹底

(2) 共同企業体の適正な活用の推進

2 .建設生産システムにおける新しい′レールの確立

(3) 元請 ･下請関係合理化指導要綱の改訂

(4) 元請 ･下請構造改善協議会(仮称)の設置

3 ,経営管理能力の向上

(5) 経営改善指導体制の確立

(6) O A機器の活用等による経営管理能力の向上

建設生産システムにおける新し
いルールづくり

に
ょ
り
、
大
都
市
地
域
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
致
命
的
影

第
3

建
設
産
業
の
動
向
、
建
設
産
業
と
不
動
産
業

響
が
懸
念
さ
れ
る
(表
3
)。
一
方
、
地
域
の
新
し
い
水
文
化
の

ィ

創
造
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

-

平
成
元
年
度
の
我
が
国
経
済
と
建
設
活
動
の
動
向

こ
の
た
め
、
安
全
で
豊
か
な
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、

平
成
元
年
度
の
わ
が
国
経
済
は
、
引
き
続
き
個
人
消
費
、
設

各
方
面
に
お
い
て
治
水
対
策
や
水
資
源
対
策
に
一
層
の
努
力
が

備
投
資
な
ど
内
需
主
導
に
よ
る
拡
大
局
面
に
あ
り
、
実
質
国
民

必
要
で
あ
る
。

総
生
産
は
前
年
度
比
五

･
0
%
と
堅
調
に
推
移
し
た
。

平
成
元
年
の
建
設
投
資
は
、
建
築
が
好
調
に
推
移
し
、
土
木

も
堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
名
目
で
前
年
度
比
九

･
八
%

増
の
七
二
兆
九
、
五
〇
〇
億
円
、
実
質

(五
五
年
度
価
格
)
で

上

成

三
.
四
%
増
の
六
六
兆
一
○
○
億
円
程
度
と
な
り
、
名
目
、
実

物

始
欄

を質
と
も
に
過
去
幽最総局
額
と
な
っ
た
o
六
三
年
--度
の
公
丑
舎
≠業
m̂関

力

備

婦

臥

係
予
算

(補
正
後
ベ
ー
ス
)
は
、
六
三
年
度
に
比
べ
て
九
,
五

%
増
と
な
っ
た
。
一
方
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
前
年
度
を

影
蹴
蹴
ダ
競

上
回
り
、
六
二
年
--皮
に
次
い
で
舘中(上
四
番
円目
の
高
~い
"水
準
Iに
な

っ
た
。
ま
た
、
民
間
企
業
建
設
投
資
は
、
建
築
は
過
去
最
高
に
、

　
　

　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　
　

　　
　
　　

し
た
。

　　
　
　
　

　　
　

　
　
　
　
　
　

建
設
産
業
は
、
国
民
生
活
と
産
業
活
動
の
基
盤
を
築
く
基
幹

産
業
で
あ
る
一
方
、
産
業
構
造
や
企
業
経
営
の
面
で
様
々
な
問

題
点
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
不
良
不
適
格
業
者
の
排
除
、

要

元
請
,
下
請
関
係
の
合
理
化
、
生
産
性
の
向
上
、
若
年
建
設
従

保

　

　

　　
　
　　　　
　
　
　
　

誇

蹴

羞み
覊

馨

ろ
襄
な役割
葱

み
信頼
性
と

璧

縦

檄鮴殺鎗離膨僑皺多様傾枕取締り“吻彬城股婦嫁瞼なけ溺だ

4

推

こ
の
た
め
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
の
改
正
と
運
用
の
強
化
、
不

図

動
産
流
通
市
場
の
整
備
･
近
代
化
等
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

不良不適格業者の排除

表 3 河川氾濫区域内の人口 ･資産の推移

区 分
昭和40年 昭和50年 昭和55年 昭和60年

実 数 シェア- 実 数 シェア- 実 数 シェア- 実 数 シェア-

口
刃

産
㈲

人
伍

資
挑

国

域

国

城

駆

駆

氾

氾

=増

=増

全

河

全

河

総
畿
蘂

則
珀

燐
似
泓

鶏

則
邱

纖
臨
銘

100

艘

100

72

競
機
螂
鍔

お

推 進 事 業

格業者の排除



一
は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
わ
が
国
の
道
は
、
雨
が
降
れ
ば
ぬ
か
る

む
道
を
舗
装
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
拡
幅
、
安
全

性
の
向
上
、
高
速
化
な
ど
、
社
会
や
経
済
の
成
長
･

高
度
化
に
あ
わ
せ
た
進
化
を
と
げ
て
き
ま
し
た
が
、

国
際
化
、
高
齢
化
、
余
暇
化
、
ハ
イ
テ
ク
化
と
い
っ

た
社
会
･
経
済
の
変
化
の
な
か
、
道
路
も
こ
う
し
た

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
進
化
を
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
踏
ま
え
、
専
門
家
を
は
じ
め
、

日
頃
道
路
を
利
用
し
て
い
る
一
般
の
方
々
の
ニ
ー
ズ

を
広
く
収
集
し
な
が
ら
、
二
一
世
紀
へ
向
け
て
道
づ

く
り
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
建
設
省
で
は
日
頃
道
路
を
利
用
し
て

い
る
一
般
の
方
々
の
道
に
対
す
る
夢
や
ア
イ
デ
ア
を

も
と
に
、
豊
か
な
未
来
生
活
の
た
め
の
こ
れ
か
ら
の

道
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
導
き
出
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
｢夢
ロ
ー
ド
祖
｣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

二

｢夢
ロ
ー
ド
"
｣プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

概
要

こ
の

｢夢
ロ
ー
ド
祖
｣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
次
の

よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
道
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①

｢夢
ロ
ー
ド
祖
｣
委
員
会
の
設
置

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
母
体
と
し
て
、

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
な
ど
か
ら
な
る

｢夢
ロ

ー
ド
牡
｣
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

②

こ
れ
か
ら
の
道
づ
く
り
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

｢夢
ロ
ー
ド
祖
｣委
員
会
に
お
い
て
、
こ
れ
か

ら
の
道
づ
く
り
の
方
向
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
議
論
し
ま
す
。

③

公
募
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
公
募
に
よ
り
、
日
頃
道
路

を
利
用
し
て
い
る
一
般
の
方
々
の
道
に
対
す
る

夢
や
ア
イ
デ
ア
を
集
め
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

④

審
査
･
発
表

｢夢
ロ
ー
ド
祖
｣委
員
会
が
応
募
さ
れ
た
作
品

の
中
か
ら
入
賞
作
品
を
選
定
し
、
発
表
し
ま
す
。

⑤

フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ

･
ス
タ
デ
ィ

入
賞
作
品
等
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ

を
選
び
、
多
彩
な
分
野
の
専
門
家
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
構
造
や
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
面
か
ら

実
現
の
可
能
性
を
検
討
し
ま
す
。

⑥

道
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
ま
と
め

み
ん
な
の
夢
や
ア
イ
デ
ア
の
集
大
成
と
し
て

道
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
ま
と
め
ま
す
。

てLV
フロシエク ト
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建設省道路局企画課

企画第二係長 石川 雄章
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｢夢
ロ
ー
ド
錠
｣
委
員
/
審
査
委
員

@

委
員
長

堺
屋

太
一
(作
家
)

　

副
委
員
長

中
村

英
夫
(東
京
大
学
教
授
)

委

員

坂
根

進
(グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
)

石
岡

瑛
子
(ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
)

川
嶋

弘
尚
(慶
応
大
学
助
教
授
)

陣
内

秀
信
(法
政
大
学
教
授
)

山
際

淳
司
(作
家
)

草
柳

文
恵
(T
V
キ
ャ
ス
タ
ー
)

@

概

　　

　

　　

　
　

き

域

　

　
　

@

表
團

地 域 全応募作品数

瀬

道

北

東

陸

部

畿

国

国

･

海

外

北

東

関

北

中

近

中

四

九

RU
リム
4校
｢D
QU
増ま
ゑ4
ゑ4
14

4

即

製

15

8

7

2

6

11

部
459

駕
臘
609

517

178

464

816

鴻
L
L

計

纖

鬮作品内容傾向

内 容 応募作品

化

ン
さ

ク

様
備
イ
孔

一

多

整

ザ

爆

ワ
用

造

･
体

デ
舛

ト

活

構

能

一
･
ヲ

ッ
闇

路

機

合

観

霧

ネ

空

道

多

複

景

ア

ハリ
nV
0̂
14
14
QU
AU

5

7

野

郎

6

12

節

計 ⑳

三

公
募
の
概
要

｢夢
ロ
ー
ド
鎚
｣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
的
役
割

を
担
う
一
般
の
方
々
か
ら
の
道
に
対
す
る
夢
や
ア
イ

デ
ア
の
公
募
を
、
昨
年
の
三
一月
か
ら
本
年
五
月
一

〇
日
ま
で
の
間
、
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
等
で
実
施
し

ま
し
た
。

･
応
募
テ
ー
マ

あ
な
た
が
考
え
る

｢未
来
の
道
｣

･
応
募
資
格

年
齢
、
性
別
、
国
籍
を
問
わ
ず
。
グ
ル
ー
プ

応
募
も
可
。

･
応
募
方
法

圏年齢別傾向

年齢区分 全応募作品数 年齢区分 全応募作品数

歳

歳

歳

歳

歳

歳

5

u

=

"

れ

即

~

~

~

~

~

~

QU
AYシ
ー墨
凄q
C[U
nD

nV
RU
ワー
AV
ヴ‘
14

11

11

1盛
りム
ー4
QU
メ4
QJ

岬Iム
にU
塗4
にU
RU

工
,

歳

歳

歳

明

40

50
~

~

~

視

41

51

不 選
計

鱒

論
文
ま
た
は
イ
ラ
ス
ト
、
絵

･
賞
建
設
大
臣
賞

一
点

賞
状
お
よ
び
副
賞
一
〇
〇
万
円

優
秀
賞

四
点

賞
状
お
よ
び
副
賞

五
〇
万
円

佳
作

一
〇
点

賞
状
お
よ
び
副
賞

一
〇
万
円

そ
の
結
果
、
小
中
学
生
か
ら
八
〇
歳
を
こ
え
る
高

齢
の
方
ま
で
全
国
各
地
よ
り
七
、
三
〇
五
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

作
品
傾
向
と
し
て
は
、
道
路
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空

間
と
し
て
活
用
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
ア
メ
ニ
テ

ィ
･
楽
し
さ
に
視
点
を
お
い
た
提
案
、
道
路
の
持
つ

機
能
を
多
様
化
に
視
点
を
お
い
た
提
案
、
立
体
的
な

空
間
活
用
等
道
路
構
造
に
視
点
を
お
い
た
提
案
等
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
幅
広
い
各
層
か
ら
数
多
く
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
が
、
特
に
小
中
学
生
か
ら
は
一
、
八
〇
〇
点

に
も
の
ぼ
る
応
募
が
あ
り
、
二
一
世
紀
を
に
な
う
彼

ら
の
夢
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
主
旨
か
ら
、
あ
ら

た
に
、
賞
の
中
に
小
中
学
生
部
門
を
設
け
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

四

審
査
結
果

予
備
審
査
を
経
て
七
月
一
八
日
に
最
終
審
査
の
た

め
の

｢夢
ロ
ー
ド
錠
｣
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
建
設

れ@ /@′@ @ /@ / @ /@ ら々れ@〆@ /@〆@ /@
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表 2 r夢ロード21J 入賞作品の概要
< 建設大臣賞> (一般部門)

都道府県 タ イ ト ル I生 別 応募者氏名 作 品 概 要
そりI-県 ロード浪?曼サクセスストーリー

~ 銀の花びらが舞う21世紀道路~

(論文)

女 ′性 三 田 ･薫 子 女性らしい繊細な感覚を生かしながら、 道の利便
性、 道の装飾性、 道の情緒的可能性などの視点か
ら捉えた16の夢ロードの提案である。
道の安全性 ･快適性についての提案 : '二階建、
動く道、 ･芝生公園ロード…芝生を敷き詰めた公
園のようなここちよい道。
道の美的 ･文化的な面についての提案 :微風と香
りちりふるシャワーロード…音や香りのする道路
機能、 ･人情のある下町横丁…下町の歴史的な情
緒を再現する。
アートとテクノロジーの融合 "グラスロード…遮
音、断熱効果のあるガラス張りの道路、 ･樹下を行
くトンネルロード…都市空間の中にいて自然を楽
しむことのできる道。

動く道、 ･芝生公園ロード…芝生を敷
園のようなここちよい道。
道の美的 ･文化的な面についての提案

< 優秀賞 > (一般部門)

京都府 H y p er R o ad & H y p er C ity
2020年の高速道路

(イラスト)

男 ′性 高 岸 恒 夫 高速道路を多機能化し、 多層構造にする。 地下 1
階と 2階を新設し、 地下 1階には高度情報網と緊
急自動車および高速バス専用道、 地下 2階には高
速地下鉄網をつくり、 地上では走行する車のそれ
ぞれに対して個別の情報を提供する。 道路自体は
地下 1階の高度情報網によってコントロールされ
る。また、インターチェンジを衛星都市化し、人々
が暮らすためのさまざまな施設や、 バス ･地下鉄
などのターミナル、 ヘリポート、 物流センターな
どをつくり道と都市を連動させた2020年の交通シ
ステムの提案。

東京都 呼吸する道 ･新しい敷石の
システム

(イラスト)

グルーフ0 エコロジー &
デザイン& デ
ザイナーズ
松 沢 千尋
加 藤 三 喜
木村 雅 彦
広 瀬 俊 介

自然界の循環から発想し、 大地が呼吸できる、 貴
重な空間としての道路の役割に着目。
路面をユニット式の石畳として、 そこにゴミ集積
所や街灯、 サイン灯などをユニット毎に収納する
と共に、 解放感のある路上空間を確保する。 また、
地下空間には、 水道、 ガス、 電気、 電話などの公
共施設の集中管理システムも設置する。

東京都 D riv e an d T ran sp o rtatio n
S y ste m of A O R T A

(イラスト)

グノレーフ0 守 屋 弓 .男
津 國 博英
小 山 勝宣
鈴 木 秀雄
橋 本 哲 夫

道路の機能を、 産業と余暇との視点からアプロー
チ。
リニアを利用した無人物流システム、 ･快適な空間
のための開閉式ルーフと、 情報、 エネルギーライ
ンをひとつにまとめたシステムを提案。
既存の地形-とに自立式に建造し、 自然環境に対す
る影響を最小限にする。

東京都 イ ンテルネス21秀篝想

(論文)

グループ 安 岡 啓一
江田 周次郎
桜 井 英 二
横 山 浩 司

機能別に道路を分離し、 それぞれ有機的にネット
ワーク化する。
コアロード :さまざまなコミュニケーションが可
能なふれあいの広場であり、 緑やせせらぎなどの
自然が多く、 ここでのアクセスは動く歩道か徒歩
である。 アーバンロード :地上 ･半地下 ･地下の
3層構造からなる幹線道路。 地上を人専用の道路
とし半地下を車道専用道路とし、 透明な屋根 ･空
気清浄機などを設置。 地下は物流ラインの機能を
持っている。 ハイパーロード :物流システムや個
別交通情報システムなどさまざまな機能を持つ新
しい高速道路であり、 都市間をリンクする。 道路
は環境保全に配慮すると共に、 情報化 ･高速化を
すすめる。

< 特別賞 > (小中学生部門)

秋田県 地面が暖かい道路

(論文)

男 性 齋 藤 奨 地下でゴミを燃やして路面から吸収した水を沸か
し、 道路を暖かくして雪を溶かす。 路面はスポン
ジ状になっていて水を吸収。 ゴミ問題解消と雪害
防止を提案。

◎々/ @ソ@ / ⑬ @〆@レ@し@メルでし@ッ@し@し@し@し@し@し@し@し@し@し@し@し廻し@ /@ッ@し@し@し@し @促し⑩/@レ@し @ @ 珍々々し@ /@ 々

　　



大
臣
賞
に
は
、
石
川
県
の
主
婦
･
三
田
薫
子

(み
た

か
お
る
こ
)
さ
ん
の
作
品
が
、
小
中
学
生
特
別
賞
に

は
秋
田
県
の
小
学
生
･
斎
藤
奨

(さ
い
と
う

す
す

む
)
君
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
他
、

優
秀
賞
四
点
、
佳
作
一
〇
点
、
小
中
学
生
部
門
奨
励

賞
二
一
点
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

入
賞
作
品
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

著
建
設
大
臣
賞
(
一
点
)
(表
2
、
図
1
参
照
)

共
優
秀
賞
(四
点
)
(表
2
、
図
2
j
5
参
照
)

共
佳
作
(
一
〇
点
)

共
小
中
学
生
部
門
特
別
賞
(
一
点
)
(表
2
、
図
6
参

照
)
共
小
中
学
生
部
門
奨
励
賞
(二
一
点
)
(表
3
参
照
)

@ @“でも' @ @‘@ / @ / @ /@ ｣ @ソ@ンべき /@'＼@' @ /@ '@ 発 き 滲 透 @ ＼きく@ @ @ ＼約処で き でもン@ @ @

表 3 小中学生部門奨励賞

都道府県 タ イ ト ル 応募者氏名

道

県
県
県
部

県

県
県
府

県
県
県
県
県
県
県

海
"

森
島
木
京
…

月

"
岡
知
阪
〃

庫
根
島
島
曲

岡

北

青
福
栃
東

新

静
愛
犬

兵
島
広
徳
香
鹿
福

ト

ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
"
文
ト
ト
ト
ト

ト
文
文
ト
ト
ト
ト
ト

奴場
数
ゑ

卒
論
ゑ奴
数
姦
鱒
ゑ

奴奴

“
の
g
g
“
“
“
“
“
戯

け
“
“
“
W
g

イ
イ
イ
イ
イ

ね

路

“

ら

ふ

道

の

た

と

雪

な

遣

っ

ま

更

ん

の

あ

路

ド

る

る
の

み

来

が

道
ド

山

一

く

て
用

る

末

路

路

い

一

瞬

道

口

ぶ

き
利
道

と

い
熱
の

磚
教
増
潴
猪
麺
鏡
蜘
道
ト
勃
↓

鯛を
鰍
嬬綵
鱸鯛
蝋
胤
赦
絲棘
絲
談
鰍餓
あ竣
鰓札
列

幣壽

義

穀
壽

蜜

旗
炎

‘
“““

浩
里
勝
ぐ

俊

鷄繃
駒野饑鵺槍酎
萩
譲収鍼鮴愁
杣鋏鉢鯛機縁湖

※このイメージ図は、 三田さんの作品をもとに
｢夢ロード21｣ 事務局で作成したものです。
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お
わ
り
に

る

遊
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海底ロード

グラスロード
迄音･断熱するガラス張
り。地下は水族館、橈物

ロード浪漫
(ロマンのある道)

(道の利便性)

表通りは風格ある伝統工
芸店が並び、褒通りは茶
追華道の楯古場が 美的感覚でみた口『ド

アートとテクノロジーの合体

　
　
藁
群　　

　　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　　

ド醗　　
　

図 1 ☆建設大臣賞 ｢ロード浪漫サクセスストーリー｣
~ 銀の花びらが舞う21世紀道路~
三田 薫子 (石川県)〔論文〕

今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

｢夢
ロ
ー
ド
鎚
｣プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
み
な
さ
ん

か
ら
の
応
募
作
品
を
も
と
に
、
多
彩
な
分
野
の
専
門

家
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
道
づ
く
り
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。



r夢ロード2脳 ブロジエクトについて/@ /@ /@ /@ /@ / @ @′@ / @ @ /@′@ @
′@ @′@ / @ @ / @ / @ @ /@ / @ / @ / @ / @′@ きく◎/ @

図 2 ☆優秀賞 H yper R oad & H yper C ity
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微
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ギヤトメ

　　　　　　　　　　　　
　
　　　　　

　 　　　
　　　　　　　　　　　　　　

恭 し " まきう 図 4 ☆優秀賞 Dri氾 節d T 鯲 阿 tatim s踞tem of A0 RTA
･ 守屋 弓男 津國 博英 小山 勝宣

鈴木 秀雄 橋本 哲夫
図 3 ☆優秀賞 呼吸する道 ･新しい敷石のシステム (東京都)〔イラスト〕

エコロジー & デザイン & デザイナーズ

松沢 千尋 加藤 三喜 跿ンテ膵ス“

木村 雅彦 広瀬 俊介
(東京都)〔イラスト〕 どうぞ叙淺橇きき総べ☆(

図 6 ☆小中学生部門特別賞 地面が暖か 図 5 ☆優秀賞 インテルネス21機想

い道路 安岡 啓一 江田周次郎

齋藤 奨 (秋田県)〔論文〕 桜井 英二 横山 浩司 (東京都)〔論文〕
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道
路
は
国
民
経
済
を
支
え
、
国
民
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
施
設
だ
が
、

水
や
空
気
の
よ
う
に
余
り
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
た

め
に
、
そ
の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

一
方
、
明
日
を
め
ざ
し
た
道
路
づ
く
り
、
円
滑
な
道

路
整
備
･
道
路
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
民

の
理
解
と
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

建
設
省
で
は
、
道
路
審
議
会
の
建
議
や
全
国
道
路
利

用
者
会
議
の
提
言
な
ど
を
受
け
て
、
道
路
の
意
義
や

重
要
性
に
つ
い
て
国
民
の
関
心
を
喚
起
す
る
と
と
も

に
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
昭
和
六
一
年

度
か
ら
八
月
一
〇
日
を

｢道
の
日
｣
と
し
、
全
国
民

的
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

八
月

一
〇
日
が

｢道
の
日
｣
と
さ
れ
た
の
は
、
七

〇
年
前
の
大
正
九
年
八
月
一
〇
日
に
わ
が
国
で
最
初

の
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
長
期
計
画
で
あ
る

｢第
一

次
道
路
改
良
計
画
｣
が
成
立
し
た
こ
と
と
、
広
く
一

般
国
民
に
定
着
し
て
い
る

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣

(八
月
一
日
ー
三
一
日
)
の
期
間
中
で
あ
る
こ
と
な

ど
に
よ
る
。

そ
し
て
、
｢道
の
日
｣制
定
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
そ

の
存
在
を
広
く
国
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
道
路

関
係
団
体
九
団
体
に
よ
り

｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会

(会
長
"
尾
之
内
由
紀
夫
氏
)
が
組
織
さ
れ
、
昭
和

六
一
年
度
以
来
、
中
央
で
の
様
々
な
行
事
を
実
施
し

て
き
た
。

五
年
目
を
迎
え
た
今
年
の

｢道
の
日
｣
は
、
八
月

一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
当
日
関
東
地
方
を
直
撃
し
た

台
風
一
一
号
の
た
め
、
強
い
風
雨
の
中
で
の
中
央
行

事
の
実
施
と
な
っ
た
。

台
風
一
一
号
に
よ
る
朝
か
ら
の
強
い
風
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
朝
日
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
に
は
、
牧
野
建
設
事
務
次

官
を
は
じ
め
と
し
た
建
設
省
幹
部
、
関
係
省
庁
並
び

に
関
係
公
団
等
幹
部
、
｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
委

員
･
協
賛
団
体
関
係
者
、
報
道
関
係
者
お
よ
び
一
般

か
ら
の
参
加
者
を
ふ
く
め
て
約
七
百
人
の
方
々
の
参

,加
を
い
た
だ
い
た
。

午
後
一
時
か
ら
始
ま
っ
た
記
念
式
典
は
、
ま
ず
主

｢道
の
日
｣
記
念
式
典

平成 2等度



平成2年度 r道の日J 行事

催
者
を
代
表
し
て
、
尾
之
内
由
紀
夫

｢道
の
日
｣
実

行
委
員
会
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
を
代

表
し
て
、
海
外
出
張
中
の
綿
貫
建
設
大
臣
の
代
理
と

し
て
牧
野
徹
建
設
事
務
次
官
か
ら
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
後
表
彰
式
を
行
う
｢夢
ロ
ー
ド
刻
し

委
員
会
の
委
員
長
で
も
あ
る
作
家
の
堺
屋
太
一
氏
に

よ
る
記
念
講
演
が
な
さ
れ
た
。

次
に
、
｢夢
ロ
ー
ド
21
｣表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
｢夢

ロ
ー
ド
21
｣
は
、
日
頃
道
路
を
利
用
し
て
い
る
方
々

の
夢
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
と
に
、
豊
か
な
未
来
生
活

の
た
め
の
道
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
導
き
だ
す
こ

r夢ロード21｣ 表彰式

と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
の
方
々
か
ら
作
品
を
公
募

し
た
も
の
。

引
き
続
い
て
、
キ
ロ
ポ
ス
ト
一
般
募
集
発
表
と
マ

イ
ロ
ー
ド
事
業
の
概
要
説
明
が
行
わ
れ
た
。
キ
ロ
ポ

ス
ト
は
、
車
の
現
在
位
置
や
目
的
地
ま
で
の
距
離
の

確
認
が
容
易
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
事

故
分
析
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
資
す
る
た
め
に
整
備
を

進
め
る
も
の
で
、
一
般
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
や
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
マ
イ
ロ

ー
ド
事
業
は
、
地
方
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
地
域

振
興
施
策
に
関
連
す
る
道
路
整
備
を
、
地
域
の
個
性

的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
つ
つ
、
重
点
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
と
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
そ
の

事
業
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

休
憩
の
後
、
｢道
の
日
｣
の
歌
コ
ン
サ
ー
ト

(ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク

･
オ
ン
･
ザ

･
ロ
ー
ド
)
が
行
わ
れ
た
。

ダ

･
カ
ー
ポ
に
よ
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ア
ン

コ
ー
ル
も
行
わ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
記
念
式
典
は
終

了
し
た
。

｢道
の
日
｣
直
前
の
日
曜
日
で
あ
る
八
月
五
日
に
、

銀
座
松
屋
前
に
お
い
て
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
ス
タ
イ
ル

の
デ
ィ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド

･
ジ
ャ
ズ

･
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。
こ
の
と
き
は
、

そ
の
前
日
ま
で
台
風
一
〇
号
が
関
東
直
撃
コ
ー
ス
を

と
っ
て
お
り
、
プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施
が
危
ぶ
ま

れ
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、
台
風

の
コ
ー
ス
は
大
き
く
そ
れ
て
、
当
日
に
は
銀
座
中
央

通
り
の
歩
行
者
天
国
も
実
施
さ
れ
、
プ
レ
コ
ン
サ
ー

ト
は
予
定
通
り
行
わ
れ
、
多
く
の
人
達
が
ス
ト
リ
ー

ト
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
ん
だ
。

八
月

一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
当
日
は
、
有
楽
町
マ

リ
オ
ン
･
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
ジ
ャ
ズ

･

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
ス

タ
ッ
フ
の
願
い
も
む
な
し
く
、
今
度
は
台
風
一
一
号

｢道
の
日
｣ス
ト
リ
ー
ト
･ジ
ャ
ズ

･

フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル



が
関
東
地
方
を
直
撃
し
て
し
ま
い
、
そ
の
強
い
風
雨

の
た
め
、
や
む
な
く
中
止
と
し
た
。

｢道
の
日
｣
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
、
台
風

一
一
号

の
た
め
、
予
定
し
て
い
た

｢道
の
日
｣
ク
イ
ズ
は
中

止
し
、
新
宿

(ア
ル
タ
前
)、
渋
谷

(1
0
9
前
)
の

各
会
場
に
お
い
て
、
う
ち
わ
な
ど
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の

配
布
を
実
施
し
た
。

交
通
安
全
施
設
等
の
点
検
と
整
備
、
道
路
の
正
し

い
利
用
と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
の
徹
底
を
図
り
、

道
路
を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
使
用
す
る
気

運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

｢道
路
を
ま
も
る

月
間
｣
が
実
施
さ
れ
て
今
年
で
三
三
回
目
を
、
道
路

の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛

護
の
精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
｢道
の
日
｣

八
月
九
日

(木
)
か
ら
一
九
日

(日
)
ま
で
渋
谷

の
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
･
N
H
K
展
示
プ
ラ
ザ
内

｢N
H
K
ぎ
や
ら
り
-
｣
に
お
い
て
、
人
々
の
生
活

と
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ
道
路
を

｢高
速
道
路
と
私

た
ち
の
暮
ら
し
｣
と
い
う
観
点
か
ら
具
体
的
に
分
か

り
や
す
く
展
示
･
解
説
す
る
展
示
会
を
開
催
し
た
。

夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
連
日
小
学
生
を
中

心
に
親
子
連
れ
の
人
達
で
賑
わ
い
、
期
間
中
七
万
人

以
上
の
入
場
者
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
中
央
行
事
の
ほ
か
に
、
八
月
一
〇
日
を

中
心
と
し
て
、
建
設
省
地
方
建
設
局
、
地
方
公
共
団

体
、
道
路
関
係
公
団
、
関
係
法
人
、
関
係
団
体
等
に

よ
り
、
｢道
の
日
｣
の
運
動
を
各
地
で
幅
広
く
展
開
し

た
。

が
制
定
さ
れ
て
か
ら
は
五
年
目
を
迎
え
、
各
道
路
管

理
者
に
よ
っ
て
全
国
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
に
な

っ
て
き
て
い
る
中
で
、
関
東
地
方
建
設
局
で
は
昨
年

に
引
き
続
き
、
新
宿
駅
東
口
新
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

ク
エ
ア
に
お
い
て

｢新
宿
道
路
フ
ェ
ア
｣
を
挙
行
し

た
。
一
昨
年
は
管
内
の
公
園
に
て
親
子
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
、
い
わ
ゆ
る
個
人
の
参
加
が
必
要
な
参
加

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
が
、
昨
年
か
ら
よ
り
広

域
的
な
宣
伝
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

大
量
宣
伝
で
き
る
観
覧
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と

に
し
た
も
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
･ム
発
足

昨
年
の
｢新
宿
道
路
フ
ェ
ア
薄
｣
は
画
期
的
な
行

事
で
あ
り
、
お
お
む
ね
成
功
で
あ
っ
た
と
の
感
触
を

持
っ
た
が
、
課
内
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
も
従
来
の

よ
う
な
一
つ
の
係
の
固
有
の
事
務
と
い
う
形
式
よ
り

も
、
課
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
雰
囲
気
が
欲
し
い

と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
つ
の
係
が
事
務
局
と

な
り
、
各
係
か
ら
企
画
委
員
等
を
選
出
す
る
よ
う
な

形
式
を
制
度
化
す
る
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
ま
た
、
さ

ら
に
イ
ベ
ン
ト
を
充
実
し
た
内
容
に
さ
せ
る
た
め
に

も
早
い
時
期
か
ら
企
画
立
案
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
、
今
年
一
月
に
課
内
に

｢道
路
を
ま
も
る

月
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

(以
下

｢プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
｣
と
い
う
。
)｣
が
発
足
し
た
。
そ
の
目
的

は

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
お
よ
び

｢道
の
日
｣
の

本
局
主
催
行
事
等
に
つ
い
て
、
企
画
、
立
案
の
検
討

お
よ
び
実
施
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
構
成
員
は
担
当
建
設
専

門
官
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
担
当
係
長
を
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
担
当
係
に
事
務
局
に
置
き
、
さ
ら
に
担
当
係

以
外
の
係
か
ら
係
員
各
一
名
に
よ
り
構
成
し
、
運
営

｢道
の
日
｣街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

･N
H
K
ぎ
や
ら
り
-
｣展
示
会

･

｢暮
ら
し
と
道
路
展
L
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を
行
う
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
課
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
お
け
る
議
事
等
の
指
導
お
よ
び
助
言

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
会
議
に
お
い
て
は
、
ま

ず
イ
ベ
ン
ト
自
体
を
行
う
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
た
。
道
路
関
係
事
務
所
で
は
各
々
地
域
ご
と

に
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
し
て
お
り
、
本
局
が

事
務
所
と
同
列
に
具
体
的
な
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
っ
て

広
報
活
動
を
行
う
の
で
は
な
く
、
関
東
地
方
建
設
局

管
内
を
対
象
と
し
て
、
よ
り
宣
伝
効
果
の
高
い
方
法

(例
え
ば
、
テ
レ
ビ
C
M
、
ラ
ジ
オ
C
M
、
新
聞
雑

誌
広
告
等
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
総
合
広
報
活

動
な
ど
)で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
ほ
う
が
結
果
と

し
て
は
効
果
が
上
が
る
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
内
部

職
員
の
意
識
改
革
、
つ
ま
り
普
段
の
業
務
で
は
道
路

管
理
と
疎
遠
に
な
り
が
ち
な
他
の
部
署
の
職
員
が
協

力
す
る
こ
と
で
、
道
路
管
理
に
つ
い
て
の
認
識
が
生

ま
れ
る
か
、
ま
た
は
変
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
こ
と
に
決
定
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
方
法
に
つ
い
て
は
昨
年
の
よ
う
に
単

に
ス
テ
ー
ジ
の
催
し
も
の
を
眺
め
る
と
い
う
や
り
方

で
も
大
勢
の
人
が
集
ま
る
が
、
道
路
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
て
も
ら
う
と
い
う
効
果
が
薄
い
の
で
特
定

の
人
に
道
路
を
理
解
さ
せ
る
ほ
う
が
よ
り
効
果
的
と

判
断
し
、
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
も
導
入
す
る
こ
と

と
し
た
。

場
所
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
多
く
の
人
々
の
目

に
留
ま
る
よ
う
、
世
代
性
別
を
超
え
て
多
く
の
人
が

集
ま
る
街
と
い
う
こ
と
で
少
々
狭
い
が
再
び
新
宿
を

選
ん
だ
。

内
容
に
つ
い
て
も
、
小
学
生
以
上
を
夕
!
ゲ
ッ
ト

と
し
て
知
名
度
の
高
い
タ
レ
ン
ト
を
選
定
し
、
よ
り

多
彩
に
な
る
よ
う
考
慮
し
た
。

さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
配
布
物
等
と
し
て
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
入
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
こ
っ
ち
だ

ヨ
ウ
平
の
図
柄
入
り
の
ラ
ッ
ク
を
、
ス
タ
ッ
フ
用
と

し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
帽
子
お
よ
び
T
シ
ャ
ツ
を
作
成

し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
す
ぐ
に
読
み
捨
て
ら
れ
な

い
よ
う
に
気
象
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
を
織
り
込
む
な
ど
内

容
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
中
心

に
構
成
し
、
読
み
易
く
薄
い
も
の
に
し
た
。

八
月
七
日
(火
)
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
あ
た
っ
て
、

よ
り
多
く
の
参
加
者
を
促
す
た
め
に
事
前
P
R
に
は

力
を
入
れ
た
。

①

ポ
ス
タ
ー
五
百
枚
、
ち
ら
し
二
千
枚
を
作
成

し
、
本
局
内
、
管
内
事
務
所
、
鉄
道
会
社
お
よ

び
関
連
機
関
に
配
布

②

本
局
内
C
A
T
V
文
字
放
送
お
よ
び
庁
内
放

送
に
て
宣
伝

③

雑
誌

｢ぴ
あ
｣
に
掲
載

④

新
宿
区
広
報
に
掲
載

⑤

ラ
ジ
オ
日
本
で
一
日
二
回

(八
月

一
日
か
ら

七
日
)、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
で
一
日
一
国

(同
)、

イ
ベ
ン
ト
告
知
の
ス
ポ
ッ
ト
放
送
を
流
し
た
。

こ
れ
は
、
イ
ベ
ン
ト
開
始
前
か
ら
最
前
列
を
陣
取

っ
て
い
た
カ
メ
ラ
所
持
の
熱
烈
な
?
フ
ァ
ン
が
い
た

こ
と
か
ら
も
、
あ
る
程
度
効
を
奏
し
た
と
い
え
る
。

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
主
眼
は
ラ
ジ
オ
日
本
の
公
開

録
音
番
組
シ
ョ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
と
こ
ろ
に
あ

る
。
総
合
司
会
に
落
語
家
の
金
原
亭
駒
平
師
匠
を
起

用
し
、
録
音
番
組
終
了
後
、
｢道
の
日
｣ク
イ
ズ
、
一

日
事
務
所
所
長
お
よ
び
少
年
少
女
国
道
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
コ
ー
ナ
ー
、
神
田
明
神
将
門
太
鼓
で
構
成
し
た
。

1

ラ
ジ
オ
日
本
公
開
録
音
番
組
シ
ョ
ー

｢歌
の
交
差
点

(ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
)
｣
と
称
し
て
ラ

ジ
オ
日
本
の
武
田
肇
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
司
会
と
し
て

伍
代
夏
子
、
滝
里
美
、
マ
ル
シ
ア
、
川
越
美
和
、
晴

山
さ
お
り
の
五
人
の
人
気
歌
手
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

織
り
混
ぜ
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
曲
な
い
し
二
曲
歌
っ

て
も
ら
う
形
で
華
麗
な
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
展
開
し

た
。
そ
の
中
で
関
東
地
方
建
設
局
長
が
伍
代
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
形
で
約
五
分
間
、
道
路
の
意
義

"

お
よ
び
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
、
広
報
を
行
っ
た
。

新
宿
道
路
フ
ェ
ア
卸



ま
た
、
番
組
の
中
で
集
ま
っ
た
人
々
お
よ
び
ラ
ジ

オ
聴
取
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
道
路
時
刻
表
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
お
よ
び
ヨ
ウ
平
ラ
ッ
ク
を
抽

選
で
三
〇
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

な
お
、
こ
の
公
開
録
音
番
組
シ
ョ
ー
は
八
月
一
〇

日

(金
)
午
後
二
時
一
五
分
か
ら
三
〇
分
間
放
送
さ

れ
た
。

2

｢道
の
日
L
ク
イ
ズ

道
に
関
す
る
簡
単
な
ク
イ
ズ
を
一
〇
問
出
し
、
三

択
形
式
で
集
ま
っ
た
人
々
に
答
え
て
も
ら
い
、
正
解

　
　さ

一
、
′

　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
主催鈴建設省関東地方建設獨
後報翁(社)関東建設弘済会

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　　

　
　

尭

ね

‘"'

は

きれ
ん
、ゞ粍

　

　

江戸っ子気質を受け継ぐ神田明神将門太鼓

者
に
は
T
シ
ャ
ツ
等
の
記
念
品
、
不
正
解
者
に
も
粗

品
を
進
呈
し
、
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
金

原
亭
師
匠
の
機
転
の
き
い
た
司
会
に
よ
っ
て
、
我
も

我
も
と
沢
山
の
手
が
上
が
り
、
大
変
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。

3

一
日
事
務
所
長
お
よ
び
少
年
少
女
国
道
パ
ト
ロ

ー
ル
隊

東
京
国
道
工
事
事
務
所
が
主
催
す
る
参
加
型
コ
ー

ナ
ー
で
、
新
人
歌
手
の
宍
戸
留
美
を
一
日
事
務
所
長

に
任
命
し
、
都
内
子
供
会
の
小
学
生
等
と
一
緒
に
日

本
橋
道
路
元
標
、
日
本
橋
馬
喰
町
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
、

上
野
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
、
首
都
高
速
道
路
公

団
の
情
報
管
理
室
な
ど
普
段
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
道

路
施
設
を
見
学
し
、
道
路
に
関
す
る
認
識
を
深
め
て

も
ら
い
、
そ
の
後
、
新
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア

に
登
場
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
こ
で
歌
を
二
曲
、
ク
イ
ズ
三
間
を
実
施
し
た
と

き
は
、
道
路
上
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る
よ
う
な
、

ま
る
で
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
の
り
で
、
大
受
け
で
あ

っ
た
。

4

神
田
明
神
将
門
太
鼓

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
の
は
女
性
三
一人
で
編
成

さ
れ
た
郷
土
芸
能
。
真
夏
の
昼
過
ぎ
と
い
う
最
も
暑

い
時
間
帯
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
迫
力
あ
る
揃
い
打
ち

で
三
曲
熱
演
願
っ
た
。
海
外
演
奏
を
は
じ
め
他
の
催

し
も
の
に
も
多
々
出
演
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
そ
の

力
量
も
確
か
で
あ
り
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
良
い
太
鼓
が
演
じ
ら
れ
た
。

以
上
、
酷
暑
の
中
二
時
間
三
〇
分
に
亘
っ
て
イ
ベ

ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
ま
ず
は
事
故
も
な
く

無
事
閉
幕
し
た
。

ま
た
、
昨
年
よ
り
規
模
が
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
実

施
体
制
面
で
の
心
配
が
あ
っ
た
が
特
に
支
障
は
な
く
、

-む
し
ろ
課
内
の
一
体
感
を
強
め
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。

P
R
効
果
と
し
て
は
、
ラ
ジ
オ
日
本
の
放
送
日
に

お
け
る
こ
の
時
間
帯
の
聴
取
率
は
ビ
デ
オ
リ
サ
ー
チ

に
よ
る
と
二

･
一
%
と
な
っ
て
お
り
約
七
一
万
人
強

の
人
々
に
道
路
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い

た
こ
と
と
な
る
。

一
方
、
ラ
ジ
オ
日
本
お
よ
び
ニ
ッ

ポ
ン
放
送
の
ス
ポ
ッ
ト
に
よ
る
広
報
は
一
千
百
万
人

強
の
人
々
が
聴
取
し
て
い
る
。
そ
の
他
大
手
町
、
銀

座
等
地
下
鉄
主
要
六
駅
へ
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
イ

ベ
ン
ト
が
始
ま
る
前
に
通
行
者
等
を
対
象
と
し
て
約

千
枚
ほ
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
を
行
っ
た
こ

と
等
も
含
め
る
と
相
当
の
人
々
に
お
よ
ん
だ
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
八
月
一
〇
日

(金
)
か
ら
二
四
日

(金
)
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ま
で
の
一
五
日
間
、
科
学
技
術
館

(北
の
丸
公
園
)

に
お
い
て
写
真
展
を
実
施
し
た
。

内
容
は
鎌
倉
街
道
お
よ
び
日
本
の
道
100
選
の
写
真

や
、
夢
ロ
ー
ド
牡
の
イ
ラ
ス
ト
作
品
の
展
示
、
パ
ネ

ル
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
回
答
者
に
ノ
ベ
ル
テ

ィ
J
用
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
ま
た
、
会
場
で
は

常
時
ビ
デ
オ
放
映
を
行
っ
た
り
、
東
京
湾
岸
横
断
道

路
お
よ
び
川
崎
縦
貫
道
路
の
模
型
を
展
示
し
、
楽
し

め
る
一
角
と
な
る
よ
う
努
め
た
。

な
お
、
同
時
に
第
三
回
道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式

(八
月
一
〇
日
)
が
行
わ
れ
、
小

学
生
、
中
学
生
お
よ
び
高
校
生
の
入
選
作
品
が
そ
れ

ぞ
れ
展
示
さ
れ
た
。

小
･
中
学
生
を
対
象
と
し
た
こ
の
行
事
で
は
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
パ
ネ
ル
ク
イ
ズ
や
ス
イ
ッ
チ
を
作

動
さ
せ
る
模
型
が
好
評
で
あ
っ
た
。

同
じ
場
所
で
実
施
し
て
、
今
回
で
三
回
目
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、｢昨
年
も
こ
の
時
期
に
来
て
ク
イ
ズ
を

し
た
。｣
と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
す
で
に
定
着
し
つ
つ

あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
今
後
も
長
く
継
続
す
る
よ

う
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

上
旬
は
猛
暑
、
下
旬
は
台
風
が
予
想
さ
れ
、
ま
た

夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
を
利
用
し
て
海
、
山
、
そ
の

他
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
等
各
地
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
八
月
は
公
共
機
関
の
乏
し
い
予
算
枠
の

中
で
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
工
夫
が
い

る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
の
目
的
は
、
道

路
に
関
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
に
あ
る
が
、
運
動

の
趣
旨
自
体
、
一
般
的
･
抽
象
的
に
す
ぎ
る
面
が
あ

る
。
そ
も
そ
も
一
年
の
う
ち
特
定
の
一
カ
月
間
の
み

大
々
的
な
宣
伝
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
年
間
を
通
じ

て
道
路
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
地
道
な
努
力

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
へ
の
取
組
み

近
畿
地
方
建
設
局
は
、管
内
の
道
路
関
係
機
関
(福

井
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈

良
県
、
和
歌
山
県
、
京
都
市
、
大
阪
市
、
神
戸
市
、

日
本
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
、
本
州
四
国

連
絡
橋
公
団
第
一
建
設
局
)と
、
｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
お
よ
び

｢道
の
日
｣
の
広
報
活
動
と
し
て
、
八

月
四
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
、
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会

会
場
内
に
あ
る
政
府
苑
に
お
い
て
、｢W
A
Y
′
･W
A

Y
/
･フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
を
開
催
し
、
入
場
者
に
道

路
の
重
要
性
を
P
R
し
、
道
路
の
安
全
か
つ
適
正
な

利
用
の
促
進
と
道
路
愛
護
思
想
の
啓
発
お
よ
び
高
揚

を
し
、
そ
れ
が
八
月
の

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
お

よ
び

｢道
の
日
｣
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
あ
る
。

本
局
に
お
い
て
も
今
年
の
行
事
は
す
べ
て
終
了
し

た
が
、
反
省
す
べ
き
点
を
よ
く
検
討
し
た
上
で
今
後

の
参
考
と
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
と
し

て
来
年
に
向
け
て
始
動
し
た
い
。

を
図
り
、
道
へ
の
理
解
を
求
め
た
。

初
日
の
四
日
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ

･
セ
レ
モ
ニ
ー

と
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
堀
地
建

局
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
各
機
関
の
代
表
者
で
く

す
玉
が
割
ら
れ
、
い
よ
い
よ
開
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、

パ
レ
ー
ド
に
は
、
各
機
関
の
女
性
職
員
の
先
導
に
よ

り
、
道
路
を
ま
も
る
月
間
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

｢
こ
っ
ち
だ
ヨ
ウ
平
｣
君
の
バ
ル
ー
ン
が
参
加
し
、

｢
W
A
Y
′
･W
A
Y
/
･フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
L
の
開
催

を
P
R
し
た
。

数
あ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
の
な
か
で

も
、
｢道
、
な
ん
で
も
ク
イ
ズ
｣
は
、
九
面
マ
ル
チ
ビ

ジ
ョ
ン
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
映
し
出
さ
れ
る



｢
こ
っ
ち
だ
ヨ
ウ
平
｣
君
が
、
道
の
発
展
と
役
割
り

を
映
像
で
紹
介
し
な
が
ら
問
題
を
出
す
構
成
で
、
一

番
の
人
気
を
集
め
た
。
幼
児
か
ら
小
学
生
を
対
象
と

し
た
は
ず
が
、
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
層
の
人
達
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
子
や
孫
た
ち
と
張
り
合
う
姿
が

あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
ら
れ
た
。
状
況
の
一
端
を
紹
介

す
る
と
、
『交
差
点
で
は
、
人
と
車
が
安
全
に
、
ス
ム

ー
ズ
に
通
行
で
き
る
た
め
、
信
号
機
が
大
切
な
役
割

り
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
問
題

で
す
。
信
号
機
の
三
つ
の
色
は
、
左
か
ら
ど
の
順
序

で
並
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。
一
、
赤
黄
青
。
二
、
黄

赤
青
。
三
、
青
黄
赤
。

ハ
イ
′
･
一
番
、
二
番
、
三

番
、
正
解
は
何
番
で
し
ょ
う
。』
(画
面
で
は
、
イ
ラ

ス
ト
で
三
つ
の
信
号
が
写
し
出
さ
れ
て
い
る
。)
『さ

す
が
に
二
番
は
な
い
で
す
ネ
。
み
な
さ
ん
黄
色
は
真

ん
中
と
い
う
の
は
ご
存
じ
の
よ
う
で
す
･!
!
。
お
父

さ
ん
、毎
日
車
に
乗

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
?
』

『
ハ
イ
、
乗
っ
て
い
ま
す
。』
『
一
番
で
す
が
、
自
信

は
あ
り
ま
す
か
?
』
『も
ち
ろ
ん
、
あ
り
ま
す
ョ
』
『ボ

ク
/
お
父
さ
ん
と
違
う
け
れ
ど
正
し
い
と
思
う
?
』

『ウ
ー
ン
、
わ
か
ん
な
い
。
』
こ
の
よ
う
な
や
り
と
り

が
、
参
加
者
と
司
会
者
の
間
で
行
わ
れ
た
。
ふ
だ
ん

何
気
な
く
見
て
い
る
信
号
機
も
、
改
め
て
問
わ
れ
る

と
一
瞬
と
ま
ど
う
よ
う
だ
。

｢
み
ん
な
元
気
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
｣
で
は
、
歌
の

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
が
、
客
層
に
あ
わ
せ
て
道
に

関
す
る
歌
を
歌
い
、
年
配
者
が
多
い
場
合
は
、
｢銀
色

の
道
｣
や

｢夏
の
思
い
出
｣
な
ど
を
一
緒
に
歌
っ
た

り
、
マ
イ
ク
を
渡
し
て
参
加
者
に
歌
っ
て
も
ら
う
な

ど
の
試
み
を
行
っ
た
。
マ
イ
ク
を
向
け
ら
れ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
昔
を
し
の
び
な
が
ら
、
張
り
の
あ

る
大
き
な
声
で
歌
っ
て
お
ら
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

が
演
出
さ
れ
た
。
｢A
B
C
ロ
ッ
ク
｣
は
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
を
片
面
に
書
き
、
も
う
一
面
に
単
語
と
イ
ラ

ス
ト
を
書
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
参
加
者
に
持
っ
て
も

ら
い
、
時
に
は
外
国
か
ら
の
入
場
者
に
発
音
の
指
導

を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
歌
に
あ
わ
せ
て
プ
ラ
カ
J

ド
を
上
げ
下
げ
し
、
遊
び
な
が
ら
英
語
の
勉
強
を
す

る
と
い
う
も
の
。
歌
い
終
わ
る
と
、
A
、
D
、
0
、

R
を
持
っ
て
い
る
人
が
舞
台
に
上
り
、
｢
R
O
A
D
｣

の
文
字
を
作
っ
た
と
こ
ろ
で

｢道
の
日
｣
の
説
明
と
、

道
の
大
切
さ
を
訴
え
る
趣
向
と
し
た
。

特
に
、
幼
い
子
供
達
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

｢ぬ

い
ぐ
る
み
シ
ョ
j
｣
で
は
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の

｢
こ
っ

ち
だ
ヨ
ウ
平
｣
君
の
紹
介
の
あ
と
、
タ
ヌ
キ
の

｢道

夫
｣
君
、
ウ
サ
ギ
の

｢路
子
｣
ち
ゃ
ん
の
三
匹
に
よ

る
交
通
安
全
教
室
と
記
念
撮
影
会
。
ま
た
、
暑
い
中

屋
外
へ
出
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
サ
ー
ビ
ス
満

点
の
シ
ョ
ー
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
余
談
で
あ
る

が
、
出
演
の
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
三
人
仝
ニ
匹
)

と
も
演
技
に
余
裕
が
で
き
、
上
手
に
な
っ
て
い
き
、

｢
ヨ
ウ
平
｣
君
な
ど
は
、
だ
ん
だ
ん
顔
つ
き
ま
で
が

ぬ
い
ぐ
る
み
に
似
て
き
た
よ
う
だ
っ
た
。

自
動
車
に
道
路
交
通
情
報
等
を
提
供
し
、
目
的
地

ま
で
の
最
適
経
路
の
誘
導
を
行
う

｢ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
(路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
)｣
の
紹
介
で

は
、
子
供
よ
り
大
人
の
方
の
興
味
を
集
め
、
デ
モ
機

に
よ
る
目
的
地
で

一
番
多
か
っ
た
の
は
ゴ
ル
フ
場
ま

で
の
案
内
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
九
面
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
を
利
用
し
た
映

像
で
は
、
古
代
の
け
も
の
道
か
ら
始
ま
っ
た
道
の
発

達
を
、
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
現
在
の
道
、
そ
し
て

二
一
世
紀
へ
と
続
く
道
を
紹
介
す
る

｢日
本
の
道
･

世
界
の
道
。
道
、
そ
の
歴
史
と
未
来
｣。
さ
ま
ざ
ま
な

橋
の
景
観
を
美
し
い
音
楽
に
の
せ
て
紹
介
す
る

｢日

本
の
橋
、
世
界
の
橋
｣。
そ
し
て
、
御
堂
筋
の
一
日
の

表
情
を
、
二
四
時
間
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
タ
ッ
チ
で

捉
え
、
そ
の
時
ど
き
の
様
子
や
維
持
管
理
の
状
況
を

紹
介
す
る
｢御
堂
筋
は
眠
ら
な
い
!
。｣
を
放
映
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
、
一
日
四
ス
テ
!
ジ
を
一

週
間
に
わ
た
り
実
施
し
、
一
日
約
一
万
人
の
方
の
ご

参
加
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な

世
代
の
人
に
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣、
｢道
の
日
｣

の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
た
こ
と
は
、
い
ず
れ
こ
の
種
が

芽
を
出
し
、
花
が
咲
き
、
実
を
つ
け
る
と
き
が
く
る

と
い
う
大
き
な
期
待
感
を
い
だ
か
せ
る
に
十
分
な
イ

ベ
ン
ト
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

近
畿
地
建
で
は
、
道
の
日
を
一
層
盛
り
上
が
っ
た



も
の
に
す
べ
く
、
各
事
務
所
に
お
い
て
も
多
彩
な
催

し
を
行
っ
た
が
、
以
下
、
滋
賀
国
道
、
浪
速
国
道
、

奈
良
国
道
、
和
歌
山
の
各
工
事
事
務
所
で
の
催
し
を

紹
介
す
る
。

平成2年度 r道の日J 行事

滋
賀
国
道
工
事
事
務
所
に
お
い
て
、
今
年
は
じ
め

て
開
催
し
た

｢道
の
日
親
子
ふ
れ
あ
い
劇
場
｣
だ
っ

た
が
、
司
会
者
の

｢今
日
は
何
の
日
で
し
ょ
う
?
じ

と
の
質
問
に

｢道
の
日
｣
と
答
え
た
子
供
達
の
元
気

な
声
に
始
ま
り
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は

｢道
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
/
･｣
と
会
場
は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
の
元

気
な
声
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

｢も
し
も
し
、親
子
ふ
れ
あ
い
劇
場
の
申
込
電
話
を

朝
か
ら
か
け
て
い
る
の
で
す
が
、
話
し
中
ば
か
り
で

全
然
か
か
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。｣

事
務
所
に
受
付
専
用
電
話
を
二
台
設
置
し
た
が
、

受
付
開
始
の
八
月
一
日
九
時
に
な
る
前
か
ら
電
話
の

ベ
ル
は
な
り
っ
ぱ
な
し
。
前
記
の
よ
う
に
事
務
所
の

執
務
用
の
電
話
に
ま
で
申
込
み
が
か
か
っ
て
く
る
始

末
で
、
午
前
中
だ
け
で
受
付
予
定
の
一
、
0
0
0
名

に
達
し
、
結
局
会
場
定
員
の
一
、
一
五
〇
八
ま
で
受

付
け
た
。

当
日
も
午
後
一
時
か
ら
の
開
館
予
定
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
正
午
頃
か
ら
会
場
前
に
親
子
連
れ
の
行
列
が

で
き
、
担
当
者
は
大
慌
て
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
た
。

親
も
子
も
、
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
持
っ
て
い

る
道
が
あ
る
o

歩
い
て
き
た
人
生
の
道
、
遊
び
に
行
く
楽
し
い
道
、

親
子
で
通
い
な
れ
た
親
し
い
道
、
そ
し
て
街
と
街
を

結
ぶ
道
や
経
済
を
支
え
て
い
る
道
、
!
'!
そ
の
道
の

大
切
さ
を
一
年
に
一
度
み
ん
な
で
考
え
よ
う
と
い
う

道
の
日
に
、
こ
れ
を
メ
イ
ン
テ
ー
ゼ
に
子
供
達
に
、

道
の
大
切
さ
や
生
活
と
の
か
か
わ
り
を
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
の
中
で
啓
蒙
し
、
押
し
つ
け
で
な
く
自
然
に

そ
の
気
持
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
主
旨
と
し

て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
た
。

舞
台
は

｢機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
｣
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
登
場
す
る
コ
ミ
カ
ル
な
シ
ョ
ー
で
始
ま
り
、
道

に
関
す
る
問
題
を
子
供
達
が
考
え
る

｢ク
イ
ズ
で
M

Y
ロ
ー
ド
｣
で
は
、
道
博
士
合
最
後
に
残
っ
た
一
人
)

が
誕
生
、
事
務
所
長
か
ら
賞
状
と
賞
品
が
渡
さ
れ
た
。

傑
作
コ
メ
デ
ィ

･
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

｢
そ
れ
ゆ
け
ピ

ー
タ
ー
パ
ン
｣
で
は
親
子
と
も
ど
も
大
笑
い
。
楽
し

い
楽
し
い
雰
囲
気
の
う
ち
に
二
時
間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
道
の
日
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
流
れ
る
中
、

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

帰
途
に
つ
く
親
子
へ
の
琵
琶
湖
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、

｢
ぜ
っ
た
い
来
年
も
し
て
ほ
し
い
｣

｢道
の
大
切
さ
が
と
て
も
よ
く
わ
か
っ
た
｣

｢こ
れ
か
ら
は
空
缶
や
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
す
｣

等
々
、
素
直
な
意
見
が
聞
か
れ
た
。

そ
の
子
供
達
の
声
に
応
え
る
べ
く

｢道
の
日
親
子

ふ
れ
あ
い
劇
場
｣
を
道
の
日
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
滋
賀
の
子
供
達
の
中
に
定
着
さ
せ
、
道
路
愛
護

の
精
神
を
啓
蒙
し
て
い
き
た
く
思
っ
て
い
る
。

八
月
一
〇
日
、
浪
速
国
道
工
事
事
務
所
で
は
、
京

道
の
日
親
子
ふ
れ
あ
い
劇
場

客席と舞台が一つになっての楽しいショー



財
団
法
人
道
路
管
理
セ
ン
鬱
ー
◎
柳
襲

財
団
法
人

道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

一

設
立
の
趣
旨
･
背
景

道
路
の
目
的
は
、
本
来
交
通
機
能
の
確
保
に
あ
る
が
、

道
路
を
根
幹
と
し
て
生
活
圏
が
形
成
さ
れ
、
諸
々
の
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
道
路
は
こ
れ
ら
の

活
動
に
必
要
不
可
欠
な
電
話
、
電
力
、
ガ
ス
、
水
道
、
下

水
道
等
の
施
設
の
た
め
に
も
場
所
を
提
供
し
、
社
会
生
活

向
上
の
一
翼
を
に
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
高
度
情
報
化
社
会
、
ソ
フ
ト
化
社
会
の
到
来
を

迎
え
、
占
用
物
件
の
多
様
化
、
大
量
化
が
急
速
に
進
ん
で

お
り
、
道
路
に
お
け
る
公
益
物
件
の
収
容
空
間
と
し
て
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
、
道
路
管
理
者

特
に
そ
の
管
理
す
る
道
路
に
大
量
の
占
用
物
件
を
有
す
る

大
都
市
の
道
路
管
理
者
に
お
い
て
は
、
占
用
物
件
の
管
理

を
含
め
た
道
路
管
理
行
政
の
高
度
化
お
よ
び
合
理
化
が
必

要
と
さ
れ
て
い
た
。

一
方
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
た
、
図
面

を
基
礎
と
し
た
デ
ー
タ
処
理
シ
ス
テ
ム

(
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

･
マ
ッ
ピ
ン
グ

･
シ
ス
テ
ム
)
の
目
覚
ま
し
い
技
術
的

発
展
が
あ
り
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
建
設
省
、
東
京
都
お

よ
び
一
○
政
令
指
定
都
市
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
道
路
管
理
行
政
の
高

度
化
お
よ
び
合
理
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
施
機
関
と
し
て
、
前
述

の
道
路
管
理
者
が
中
心
と
な
り
、
関
係
占
用
企
業
者
の
協

力
を
得
て
、
鰯
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
道
路
お

よ
び
道
路
占
用
物
件
の
現
況
デ
ー
タ
の
シ
ス
テ
ム
化
に
つ

い
て
調
査
、
研
究
お
よ
び
技
術
開
発
を
行
う
と
と
も
に
、

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
、
加
工
お

よ
び
提
供
等
の
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
、
道
路
空
間
利
用

の
適
性
化
お
よ
び
道
路
交
通
機
能
の
確
立
に
貢
献
す
る
こ

と
に
よ
り
、
道
路
交
通
の
安
全
と
円
滑
化
を
通
じ
国
民
生

活
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

二

執
行
体
制
等
の
概
要

節
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
六
一
年
三
月
に
設
立

さ
れ
た
。
役
員
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
｢理
事
会
｣

は
、
業
務
執
行
の
最
高
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
寄
付

行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
業
務
の
執
行
に
関
す
る

重
要
事
項
に
つ
い
て
議
決
を
行
っ
て
い
る
。

組
織
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の

業
務
の
性
格
上
、
東
京
都
お
よ
び
各
政
令
指
定
都
市
に
支

部
を
設
置
し
業
務
の
展
開
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
設
置
状

況
は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。



表 3 地区支部および支部の設置状況 表 l 役員

支 部 名 設 置 月 日

札 幌 H . 元 , 2 . 16

東 京 H , 元 , 5 . 1

川 崎 S , 64. 1 . 1

神 奈 川(地区) S , 62. 7 . 20

名 古 屋 S . 63. 9 . 1

京 都 H , 元 , 5 , 16

関 西(地区) H , 元 , 5 , 1

神 戸 H . 元 . 5 . 1

広 島 H . 元 . 2 . 1

北 九 州 H . 元 . 4 . 1

九 州(地区) H . 元 , 4 . 1

理事長(非常勤) 尾之内由紀夫
常 務 理 事 早 坂 剛

楢 崎 泰 道
多 田 浩 彦

理 事(非常勤) 板 垣 武 四 札幌市長
鈴 木 俊 一 東京都知事
山 本 克 忠 東京都新宿区長
高 橋 清 川崎市長
高 秀 秀 信 横浜市長
西 尾 武 喜 名古屋市長
田 邊 朋 之 京都市長
西 尾 正 也 大阪市長
笹 山 幸 俊 神戸市長

〃 荒 木 武 広島市長
末 吉 興 - 北九州市長
桑 原 敬 - 福岡市長
高橋 国 一 郎 働道路施設協会理事長
草 加 英 資 日本電信電話㈱代表取締役常務取締役
野 澤 清 志 電気事業連合会副会長
渡 邊･ 宏 ㈲日本ガス協会副会長

監 事(非常勤) 高 橋 修 大阪市収入役

久保 木 哲 彦 側道路新産業開発機構専務理事
顧 問(非常勤) 小 林 幸 雄 ㈱建設業情報管理センター理事長

｢評
議
員
会
｣
は
、
寄
付
行
為
の
変
更
、
解
散
な
ど
の
重

要
事
項
に
つ
い
て
議
決
を
し
、
ま
た
、
理
事
長
の
諮
問
し

た
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

｢道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
委
員
会
｣
は
、
実
質
的
な
シ

ス
テ
ム
構
築
の
推
進
機
関
で
あ
り
、
理
事
長
の
諮
問
を
受

け
て
、
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
技
術
開
発
お
よ
び
標
準
化

に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
建
議
を
行
っ
て
い
る
。
委

員
会
の
下
に
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
け
具
体
的
な
検
討
を

行 員 に け ス
っ 会 関 て テ 暑
て の す 、 ム 撮
い 下 る 道 構 墾
る に 重 路 築 曰

表 2 組織

評議員会 監 事 道路管理システム開発委員会

総 務 部

理事長 理事会 事務局 企画業務部

システム開発部

札 幌 支 部

東京 支 部

者 理 理 係 専
表 4 出損団体 神奈川地区支部

秀妻煮臺秀嬰爺 舷擬需委難語寮鸚別実磯崎市 川 崎支 部

全 は 公 ン 意 員 区
神戸市 広島市 北九州市 福岡市の じ 益 タ 見 会 に

名古屋支部支 め 事 l を お お 鰯道路新産業開発機構 節道犀各施設協会

各
地
区
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
区
連
絡
協
議
会
、

専
門
委
員
会
お
よ
び
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
関

係
者
の
意
見
を
調
整
し
な
が
ら
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
業
務
の
性
格
上
関
係
者
が
、
道
路
管

理
者
、
公
益
事
業
を
行
う
占
用
企
業
者
と
限
ら
れ
て
お
り
、

理
事
を
は
じ
め
、
職
員
の
出
向
、
出
捐
金
の
拠
出
等
関
係

者
の
万
全
の
支
援
体
制
の
下
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
最
後

に
出
捐
団
体
は
表
4
の
と
お
り
で
あ
る
。

札幌市 東京都 東京都特別区 川崎市
横浜市 名古屋市 京都市 大阪市
神戸市 広島市 北九州市 福岡市

鰯道路新産業開発機構 節道路施設協会
日本電信電話㈱

電気事業連合会 (北海道電力㈱ 東京電

力㈱ 中部電力㈱ 関西電力㈱ 中国電
力㈱ 九州電力㈱)

北海道ガス㈱ 東京ガス㈱ 東邦ガス㈱

大阪ガス㈱ 広島ガス㈱ 西部ガス㈱

関西地区支部

京都 支 部

神 戸支 部

広 島 支 部

九州地区支部

北九州支部



三

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
で
取
り
扱
う
業
務

シ
ス
テ
ム
内
に
は
道
路
管
理
者
が
有
し
て
い
る
道
路
台

帳
図
(道
路
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
)、
各
公
益
事
業
者
の
占
用
物

件

(占
用
物
件
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
)
等
の
情
報
を
蓄
積
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
利
用
し
て
、
道
路
管
理
シ
ス
テ

ム
で
取
り
扱
う
業
務
を
大
別
す
れ
ば

1

道
路
占
用
許
可
関
係
業
務

2

道
路
工
事
調
整
業
務

3

道
路
お
よ
び
占
用
物
件
管
理
業
務

で
あ
る
。

1

道
路
占
用
許
可
関
係
業
務

道
路
占
用
許
可
関
係
業
務
に
お
い
て
シ
ス
テ
ム
で
取
り

扱
う
業
務
は
、
占
用
許
可
申
請
書
お
よ
び
添
付
図
書
の
様

式

(レ
イ
ア
ウ
ト
)
お
よ
び
記
載
事
項
並
び
に
記
載
要
領

等
の
占
用
許
可
関
係
の
標
準
化
の
進
展
、
高
度
情
報
社
会

の
進
展
に
伴
う
文
書
に
よ
る
行
政
手
続
き
の
見
直
し
、
手

作
業
の
帳
票
に
よ
る
管
理
か
ら
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
管
理
に
よ
り
従
来
の
行
政
手
続
き
の
省
略
化
等
の
検
討

状
況
を
踏
ま
え
、
逐
次
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
将

来
は
で
き
る
限
り
業
務
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
み
、
従
来

の
手
続
き
を
簡
素
化
す
べ
き
で
あ
る
が
、
当
面
は
、
シ
ス

テ
ム
を
よ
り
確
実
か
つ
効
率
的
に
立
ち
上
が
ら
せ
る
た
め

に
図
面
お
よ
び
図
面
に
密
接
に
関
連
す
る
業
務
か
ら
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
許
可
申
請
書
に
添
付
す
る
位
置
図
、
平

面
図
、
断
面
図
お
よ
び
占
用
物
件
調
書
の
作
成
、
占
用
許

可
審
査
の
た
め
の
検
索
、
占
用
料
算
定
書
の
作
成
並
び
に

竣
工
図
の
作
成
を
行
う
。

2

道
路
工
事
調
整
業
務

近
年
の
経
済
活
動
の
活
発
化
、
国
民
生
活
の
多
様
化
で

道
路
に
お
け
る
交
通
渋
滞
は
以
前
に
も
増
し
て
深
刻
な
状

態
に
あ
る
。
一
方
道
路
管
理
者
に
あ
っ
て
は
安
全
で
円
滑

な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
の
改
築
あ
る
い
は
路
面

の
維
持
補
修
等
常
に
道
路
状
態
を
良
好
に
保
つ
た
め
の
工

事
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
上
下
水
道
、
電
話
、
電
気
、
ガ
ス
等
の
公
益
事
業

者
は
沿
道
の
開
発
、
既
施
設
の
維
持
管
理
に
よ
る
道
路
上

の
工
事
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
件
数
も
年
々
増
加
し
て

い
る
現
状
で
あ
る
。
工
事
の
平
準
化
、
同
一
箇
所
の
共
同

工
事
等
様
々
な
方
法
で
道
路
工
事
に
よ
る
交
通
渋
滞
に
対

処
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
で
道
路
工
事
の
調
整
は
、
道
路
を

管
理
す
る
上
で
重
要
な
業
務
の
一
つ
で
あ
る
。
従
来
手
作

業
に
よ
っ
て
工
事
予
定
箇
所
を
図
示
し
、
競
合
工
事
箇
所

を
調
整
し
て
い
た
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
調
整
図
面

等
を
作
成
し
工
事
調
整
を
行
う
業
務
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
で
取
り
扱
う
業
務
は
道
路
調
整
下
図

(位
置

図
)、
道
路
調
整
図
面

(位
置
図
)、
掘
削
規
制
図
、
道
路

調
整
調
書
お
よ
び
道
路
調
整
決
定
書
の
作
成
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

3

道
路
お
よ
び
占
用
物
件
管
理
業
務

道
路
は
地
上
･
地
下
を
問
わ
ず
公
益
物
件
の
施
設
空
間

と
し
て
最
大
限
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
施
設
量
は
膨

大
で
あ
り
、
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は
こ
れ
ら
の
情
報
を

デ
ー
夕
べ
J
ス
化
し
蓄
積
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
に
変
更
が

あ
っ
た
時
は
更
新

(メ
ン
テ
ナ
ン
ス
)
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
占
用
物
件
デ
ー
タ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
公
益
事
業
者

が
占
用
工
事
完
了
後
に
竣
工
図
か
ら
入
力
す
る
。
ま
た
、

道
路
管
理
者
の
行
う
道
路
の
新
設
･
改
築
等
に
よ
り
変
更

に
な
っ
た
時
は
設
計
図
、
道
路
台
帳
の
平
面
図
等
の
下
図

か
ら
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
で
入
力
し
デ
ー
タ
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
行
う
。

そ
の
他
管
理
業
務
と
し
て
は

の

占
用
料
納
入
告
知
の
た
め
の
検
索
･
集
計

⑬

事
故
時
に
お
け
る
検
索
お
よ
び
事
故
届
に
添
付
す

る
平
面
図
の
作
成

6

道
路
占
用
関
係
の
統
計
の
検
索
お
よ
び
統
計
書
の

作
成

⑳

占
用
物
件
台
帳
の
作
成

㈱

道
路
台
帳
の
平
面
図
お
よ
び
調
書
の
作
成

等
を
行
う
。

四

神
奈
川
地
区
に
お
け
る
道
路
管
理
シ
ス
テ

ム
実
施
要
領
の
概
要

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
い
う
位
置
付
け

で
横
浜
市
の
中
区
、
川
崎
市
の
幸
区
を
対
象
と
し
た
神
奈
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工事計画調書(競合部分を含む)

3 , 工事計画図(競合部分を含む)

川
地
区
で
は
全
国
に
先
が
け
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
道

路
占
用
許
可
申
請
業
務
と
道
路
･
占
用
物
件
管
理
業
務
を

シ
ス
テ
ム
化
対
象
業
務
と
し
て
運
営
を
開
始
し
た
。

神
奈
川
地
区
で
は
業
務
運
営
開
始
に
先
立
ち
実
施
要
領

を
定
め
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

ー

道
路
占
用
許
可
申
請
業
務

の

占
用
申
請
処
理
に
関
す
る
当
面
の
処
置

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
占
用
申
請
処
理
に

つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
化
の
対
象
が
広
く
各
企
業
等

の
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
、
ま
た
、
現
場
に
お

け
る
混
乱
等
を
避
け
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
た
め
、

以
下
の
考
え
方
で
当
面
の
措
置
を
行
う
も
の
と
す
る
。

許
可
申
請
業
務
の
新
シ
ス
テ
ム
で
の
運
用
開
始
に

あ
た
っ
て
は
、
業
務
移
行
の
容
易
化
を
図
る
た
め
、

原
則
と
し
て
次
の
二
段
階
の
フ
ェ
ー
ズ
を
設
定
し
、

段
階
的
に
移
行
す
る
形
に
す
る
。
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3 . 工事計画図(長期、年間,月間工事計画等)
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4 . 工事計･画調書(長期、年間、月間工事計画等)

道路工事調整業務システム化イメージジ

◆
フ
ェ
ー
ズ
1
･･････申
請
図
面
作
成
処
理
を
行
い
竣
工
し

*

た
後
は
･
道
路
占

用
物
件
デ
ー
タ

　
　

　

　　
　
　

　
　　　
　　　
　　

※

蚤
調
度
鼓
機
工

ベ
ー
ス
の
更
新
の
み
を
行
う
。

ン

ン

セ

間

セ

面
月

面

,

省

饉
間

◆
フ
ェ
ー
ズ
2
･･!
･･竣
工
図
作
成
処
理
、
年
度
末
一
括
処

　　
　
　
　
　

打

、

図

調

理
を
追
加
し
て
実
施
す
る
。

図

　

　　
　

　　
　
　
　

フ
ェ
ー
ズ
1
は
移
行
の
た
め
の
過
渡
的
な
措
置
と

し
、
シ
ス
テ
ム
が
定
着
し
次
第
速
や
か
に
フ
ェ
ー
ズ

2
に
移
行
す
る
こ
と
と
す
る
。

,雷業王せ
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⑬

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
業
務
お
よ
び
処
理
方
式

a

大
規
模
工
事

占
用
許
可
申
請
業
務
の
う
ち
、
当
面
シ
ス
テ
ム

で
取
り
扱
う
業
務
は
、

①

許
可
申
請
書
に
添
付
す
る
位
置
図
、
平
面
図
、

断
面
図
お
よ
び
占
用
物
件
調
書
の
作
成

②

占
用
料
計
算
書
の
作
成

③

許
可
番
号
の
入
力

④

占
用
許
可
申
請
業
務
へ
の
M
T
交
換
処
理

と
し
、
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
場
合
の
使
用
方
式

と
し
て
、

①

道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
に
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続
し
た

端
末
、
プ
ロ
ッ
タ
ー
に
よ
り
行
う
場
合
(方
式
1
)

②

自
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
行
う
場
合

(方
式
2
)

③

道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
に
業
務
を
委
託
し
て
使
用

す
る
場
合

(方
式
3
)

の
3
通
り
が
あ
り
、
処
理
概
要
は
表
5
の
通
り
で

あ
る
。

b

小
規
模
工
事

小
規
模
工
事
で
取
り
扱
う
鑑
紙
、
内
訳
書
デ
ー

タ
の
授
受
は
、
左
記
の
3
方
式
に
よ
り
処
理
す
る
。

①

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
方
式

②

デ
ー
タ
シ
ー
ト
に
よ
る
パ
ン
チ
方
式

③

端
末
機
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
入
力
方
式

2

道
路
お
よ
び
占
用
物
件
管
理
業
務

道
路
お
よ
び
占
用
物
件
管
理
業
務
の
う
ち
、
シ
ス
テ
ム

で
取
り
扱
う
業
務
は
、
道
路
お
よ
び
占
用
物
件
デ
ー
タ
の

更
新

(メ
ン
テ
ナ
ン
ス
)
検
索
、
集
計
、
道
路
占
用
関
係

統
計
の
作
成
を
次
の
通
り
行
う
も
の
と
す
る
。

の

道
路
お
よ
び
占
用
物
件
デ
ー
タ
の
更
新

①

道
路
管
理
者
は
、
道
路
デ
ー
タ
が
道
路
の
新
設
、

改
築
に
よ
り
変
更
に
な
っ
た
時
に
は
、
デ
ー
タ
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
た
め
、
設
計
図
、
道
路
台

帳
の
平
面
図
等
の
下
図
を
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
に

提
出
し
、
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
道
路
デ
ー
タ

の
更
新
を
行
う
。

②

公
益
事
業
者
は
、
占
用
物
件
デ
ー
タ
が
変
更
に

な
っ
た
時
に
は
、
デ
ー
タ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行

ハ
ノ
o

⑬

道
路
お
よ
び
占
用
物
件
デ
ー
タ
の
検
索

①

道
路
管
理
者
は
、
主
と
し
て
事
故
時
お
よ
び
許

可
申
請
の
事
前
協
議
時
に
占
用
物
件
の
埋
設
状
況

に一〉表

･

処理項目 処 理 概 要

システム化の対象

(使用範囲)

方式 1 方式 2

申
請
す
る
公
益
事
業
者

(道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
に
委
託
も
含
)

申請場所の検索

縦ユ、ンツメノ
定
数
定

指
複
指

の

、
の

城
定
備

区

指

設

示

一
示

鎌
鯉
錢

O

下図範囲の設定 力
定
入

設
珍
物
番

図

請

面
鏡
餅

O

申請切出し ②切出し処理 (バッチ切出し処理) O

申請下図出力

カ出
定
笋
設

ッ

の

口

件

プ

条
(
力

図跳鱗
O

入力原稿図の
作成 繃原カ入にスもをし禰たれさ成
図
作
出
の ×申請平面図の

作成 聞欧鰤由-跡俄外欧舛鞆
ジ
請餅餅

O -

申請調書の作成 窯
繊
成
蹴
徘
診
紙
訳

鑑

内
①
②

O -

編集処理 平面図
、
拡大図
、
断面図の作成、

編集 O ー

申請図面等の
出力

平面図
、
位置図
、
鑑紙
、
内訳書の出力

O ー

M T交換処理 でTMをタ
ノ外
出
請

提
禰
嵌
許

夕

用

ン
純
愛
済
管
出

路

提

道 - O

道
路
管
理
者

占用料概算額

計算
執擶檮脾

占よ

る
歎
対
必

出
O O

申請内容の審査 道路管理申請内容の審査

×占用料許可時の

処理 ヵ出
効
勘
の

算
号
計旛琳

許

占
①
②

OO

6主)○ :利用者がセンターソフトを使って行う業務
- :利用者が運用上でセンターソフトを使用しない業務

× :システム化の対象外であり、 従来通り手作業等で行う業務
※ 方式 3は方式 1と同様であるが、一部またはすべての業務が道路管理セン
ター委託となる。



を
把
握
す
る
た
め
、
端
末
で
検
索
を
行
う
。

②

土
曜
日
･!
･･!
･･!
････全
デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

②

公
益
事
業
者
は
、
主
と
し
て
自
己
の
占
用
物
件

③

日
曜
日
、
兄
祭
日
･･･木
日

の
設
計
時
お
よ
び
事
故
発
生
時
に
道
路
設
備
や
他

埋
設
物
を
把
握
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
端
末

で
検
索
を
行
う
。

⑯

道
路
占
用
関
係
の
統
計
の
検
索
お
よ
び
統
計
書
の

作
成道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
は
道
路
占
用
関
係
の
統
計
書

の
出
力
作
成
を
行
う
。

デ
ー
タ
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
別
許

可
数
量
･
路
線
別
許
可
数
量
･
公
益
事
業
者
別
許
可

数
量
等
の
算
出
を
行
う
。

3

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用

の

利
用
時
間

神
奈
川
地
区
に
於
け
る
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
運
営

の
基
本
と
な
る
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
時
間

は
、
神
奈
川
地
区
支
部
に
設
置
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
と
道
路
管
理
者
、
公
益
事
業
者
お
よ
び
川
崎
支

部
に
設
置
の
端
末
機
群
の
効
率
的
な
使
用
と
端
末
機

利
用
者
に
対
す
る
使
い
勝
手
の
良
さ
に
重
点
を
置
き

つ
つ
、
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
も
配
慮
し

て
設
定
し
た
。

端
末
機
に
よ
る
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
時

間
は
当
面
緊
急
検
索
を
含
め
、
次
の
通
り
と
す
る
。

①

平
日

(月
j
金
)
･･九
時
か
ら
一
六
時

③

日
曜
日
、
祝
祭
日
･･･休
日

な
お
、
全
区
本
番
実
施
迄
の
間
に
利
用
時
間
の
妥

当
性
を
検
証
し
利
用
時
間
を
再
検
討
す
る
こ
と
と
す

る
↓。

⑭

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

対
象
は
道
路
･
占
用
物
件
デ
ー
タ
な
ど
の
デ
ー
タ
類

と
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
書
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
が
そ
の
対
象
と
な
る
。
こ
れ
ら
は

｢道
路
管
理

シ
ス
テ
ム
利
用
約
款
｣
に
さ
だ
め
ら
れ
た
範
囲
、
方

法
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
が
基
本
と
な
る
。

従
っ
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
手
段
に
つ
い

て
は
、
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
端
末
機
接
続
し
た
公
益
事
業
者
と
道
路
管
理
セ

ン
タ
ー
間
で
定
め
る

｢
ユ
ー
ザ
ー
名
、
パ
ス
ワ
ー

ド
｣、同
様
に
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
間
接
続
し
た
場

合
に
定
め
る

｢ノ
ー
ド
名
、
ノ
ー
ド
番
号
｣
お
よ
び

公
益
事
業
者
の
利
用
可
能
範
囲
を
定
め
た

｢
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
1
、
2
｣
に
取
り
扱
い
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。

五

お
わ
り
に

以
上
、
限
ら
れ
た
紙
数
の
な
か
で
当
セ
ン
タ
ー
の
業
務

を
紹
介
し
た
が
、
平
成
三
年
四
月
か
ら
は
各
支
部
で
運
用

を
開
始
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
既
に
一
部
運
用
を
開
始

し
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
も
あ
る
神
奈
川
地
区
の
検
証
を
重
ね
、

必
要
に
応
じ
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
･
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
も
に

充
実
し
て
、
道
路
管
理
行
政
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

な
お
、
六
月
号
に
発
表
さ
れ
て
い
る

｢道
路
管
理
シ
ス

テ
ム
の
運
用
開
始
に
つ
い
て
｣
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
構
成
、

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
構
成
等
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

お
わ
り
に
関
係
各
位
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。
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村
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･･
･･
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解
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修

人

J
疏
閨

刊
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則
価

月
監

発

芋
定
くく年間送料共8,400円〉

　
　

　
　　

中
国
西
域
の
要
衝
敦
煌
に
あ
る
嶋
沙
山
、
そ

の
砂
丘
の
断
崖
に
広
が
る
莫
高
窟
は
古
代
仏
教

の
遺
跡
と
し
て
名
高
い
。
仏
の
彫
像
を
収
め
た

莫
大
な
数
の
石
窟
群
は
数
千
年
の
間
厳
し
い
自

然
や
他
民
族
の
侵
略
に
あ
い
な
が
ら
も
、
華
麗

な
古
代
芸
術
の
姿
を
現
代
に
伝
え
て
い
る
。
今

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
映
像
に
こ
の
地
が
た
び
た
び

登
場
し
、
人
々
に
ロ
マ
ン
の
心
を
か
き
た
て
て

い
る
。

今
世
紀
の
は
じ
め
、
そ
の
石
窟
群
の
中
に
壁

土
で
塗
り
込
め
ら
れ
た
密
室
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

探
検
家
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
数

万
巻
に
及
ぶ
古
代
仏
教
の
書
物
が
隠
さ
れ
て
い

た
。
発
見
者
は
書
物
の
大
部
分
を
安
い
値
段
で

本
国
に
持

っ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を

知
っ
た
当
時
の
中
国
政
府
は
返
還
を
要
求
し
た

ー
!
そ
の
結
果
が
ど
う
な
っ
た
か
知
ら
な
い
。

が
、
そ
の
書
籍
の
分
類
解
読
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

中
国
の
学
者
に
よ
っ
て
今
も
進
め
ら
れ
て
い
る

と
は
何
か
の
本
で
読
ん
だ
。

さ
て
、
中
国
の
民
族
は
三
千
年
以
上
の
長
い

歴
史
の
中
で
字
を
創
り
文
を
愛
す
る
国
を
作
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
に
古
い
時
代
か
ら
寺
や
道
場
な

ど
で
は
書
物
を
大
切
に
扱
い
収
蔵
す
る
こ
と
に

も
独
得
の
方
法
を
考
え
出
し
て
い
る
。
そ
の
一

つ
に
叢
書
が
あ
る
。
日
本
で
は
双
書
と
書
く
よ

う
だ
が
意
味
が
違
う
。
叢
と
は
草
む
ら
、
種
々

雑
多
な
草
が
群
が
り
生
い
茂
っ
て
い
る
様
子
を

表
す
。
そ
れ
に
書
が
つ
い
た
叢
書
と
は
、

一
つ

の
体
系
の
も
と
に
は
あ
る
が
種
々
雑
多
な
内
容

の
書
物
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
状
態
を
示
す
熟
語

で
あ
る
。
古
く
か
ら
あ
る
四
書
五
経
な
ど
は
(と

言
っ
て
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
易
経
以
外
読
ん
で
い

な
い
が
)
時
代
/
＼
を
背
景
に
し
た
解
釈
書
が

出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
代
に
良

書
と
い
わ
れ
た
も
の
が
革
命
に
よ
っ
て
新
し
い

治
世
と
な
る
と
簡
単
に
邪
書
と
さ
れ
る
よ
う
な

政
情
が
代
々
続
く
こ
の
国
に
あ
っ
て
、
好
ま
し

く
な
い
と
の
名
の
も
と
に
そ
の
書
物
が
処
分
さ

れ
た
の
で
は
、
学
問
の
本
質
を
見
失
う
こ
と
に

な
る
。
ま
し
て
時
の
専
制
君
主
が
広
大
な
国
土

統
治
の
手
段
と
し
て
、
焚
書
し
て
し
ま
う
よ
う

な
乱
暴
が
大
々
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

国
柄
で
は
、
正
邪
の
区
別
な
く
他
の
書
物
と
一

緒
に
し
て
判
ら
な
く
し
て
し
ま
い
、
取
捨
選
択

は
後
世
の
人
々
に
ま
か
せ
て
し
ま
う
、
こ
の
一

見
雑
な
書
物
の
扱
い
方
は
学
問
の
伝
統
を
守
る

ゆ
月
号
の
特
集
テ
ー
マ
は

｢平
成
三
年
度
道
路
関
係
予
算

概
算
要
求
｣

ぎ
り
ぎ
り
の
智
恵
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
野
菜
な
ら
何
で
も
一
つ

鍋
に
入
れ
て
煮
込
ん
で
し
ま
う
中
国
の
料
理
方

法
と
、
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
変
わ
ら
ぬ
王
を

い
た
だ
き
、
正
邪
に
つ
い
て
白
黒
を
は
っ
き
り

し
な
け
れ
ば
気
が
す
ま
な
い
ど
こ
か
の
民
族
に

は
、
叢
書
と
い
う
混
沌
と
し
た
書
物
の
保
存
方

法
は
な
じ
み
が
う
す
い
と
思
わ
れ
る
。

道
路
広
報
セ
ン
タ
ー
の
い
さ
さ
か
叢
書
的
な

図
書
目
録
に
は
、
一
、
八
〇
〇
冊
の
名
が
あ
る
。

狭
い
事
務
室
の
書
架
に
あ
る
も
の
は
僅
か
で
、

あ
と
は
全
部
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
倉
庫
に
預

け
て
い
る
。
本
の
保
存
に
は
費
用
も
か
か
る
。

道
路
関
係
の
書
物
を
一
カ
所
に
ま
と
め
て
く
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

(亀
)
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